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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　もふっ。頭を抱だき寄せようとした手に、ケモミミが触ふれた。

　もふもふっ。見下ろした先で、ふかふかの毛に覆おおわれたシッポが、右に左にと揺ゆれている。

　街灯に照らされて黄こ金がね色に輝かがやく美しい毛並み。シッポは先せん端たんの方だけ白い。犬のような、犬とは決定的に違ちがう特とく徴ちようがあるような……少なくとも猫ねことはまったく違う。

　──えっ？　えぇっ？　何これ？　本物？

　小こ取とり楓かえでは硬こう直ちよくした。

　夜の公園の大通り。出入り口に派出所があるという安心感から、かなり遅おそい時間まで人通りが絶えない。なのになぜか、今は周囲に人の気配を感じない。

　そんな場所で、楓は子どもに抱きつかれていた。

　つい今しがた、通り沿いの垣かき根ねから飛び出してきて、ドッジボールのごとき勢いで楓の腹にめり込んできたのだ。かなりの衝しよう撃げきだった。けれど小さい子に飛びつかれ慣れている楓は、すぐにその正体が子どもだと理解した。

　そしてこの時間、この場所で、こんなふうに飛びつかれるとしたら、何かあったに違いないと、咄とつ嗟さに事件性を考えた。だからまずはこの子を安全な場所へ避ひ難なんさせなければと瞬しゆん時じに抱き上げようとして……もふっ。硬直したのだ。

　小さな子どもに得体の知れないケモミミとシッポが生えているのだから、固まるくらい普ふ通つうだろう。

　しかもその子は。

「にーしゃーん」

　と、楓の腰こしにしがみついて甘えるようにぐりぐりと額を擦こすりつけてくるのだ。にーしゃーんとは、おそらく兄さんのことだろう。完全なる人違い。これでも楓は天てん涯がい孤こ独どくの身だ。

　これは一体、どうすればいいのか。楓はめまぐるしく考えを巡めぐらせた。

　案一、悲鳴を上げる。──そのタイミングはすでに逸いつしてしまった気がする。

　案二、何事もなかったかのように対応する。たとえば「僕はお兄さんじゃないよ？」とか「走る時は前を見ようね」などと言って颯さつ爽そうと立ち去る。──いや、目はどうしたってミミとシッポに釘くぎ付づけだ。

　案三、作り物だと断定する。──作り物……だろうか。こんなにふさふさで、もっふもっふとナチュラルに動いているミミとシッポを、簡単に作れるものなのだろうか。いかな技術大国日本とはいえ、最先端ロボット工学でも……。

　──あっ、もしかして、ドッキリ企き画かくとかいうやつかな!?

　ハッとその可能性に気づいた。

　児じ童どう養よう護ご施し設せつにいた頃ころに、一いつ般ぱん人を無む作さく為いに選んでドッキリを仕し掛かける番組を何度か見たことがあった。楓はあまり好きではなかったが、一いつ緒しよに見ていた子どもたちの何人かはえらくおもしろがっていたことを思い出す。

　あんなありえないことに騙だまされてバカだ、と大笑いする彼らに、楓は、自分が笑われているような気がして縮こまった。ターゲットにされている人に同情するというよりも、つい自分を重ねて見てしまう。感情移入しすぎなのかもしれない。けれど騙されるのは、たとえそれが他愛のないことであっても、やはり悲しい。

　もしもこれが何らかのドッキリだとしたら、ものすごく本気の企画に違いない。こんなにも、本物と見み紛まがうケモミミとシッポを作ってしまえるのだから。

　半ば感心して、楓は中ちゆう途と半はん端ぱに止めていた手を、ピーンと立っているミミに下ろした。

　もふっ。手のひら、そして指と指の間に、柔やわらかい毛と……温かい生き物の感かん触しよく。

　──え？

　作り物のミミなのに、体温を感じるとは、これいかに。

「にーしゃん？　お手手ちっちゃくなっ……ひょおぉっ!?」

　顔を上げて楓と目が合うなり、ズザーッと子どもは飛び退のいた。

　一瞬前まで楓にしがみついていた手は、限界までパーの形に開いて固まる。小さな口は「お」の形で、アーモンド形の艶つや々つやな黒い瞳ひとみも今にも零こぼれ落ちそうなくらい大きく見開かれた。ミミとシッポも硬直状態だ。

　全身で、間違えたーっ！　と叫さけんでいる。この驚おどろきは演技には見えない。

　ということは、やはりこれはドッキリではなく、本物の……ケモミミとシッポ？

　楓も相当驚いていたはずなのに、それ以上に目の前で驚きよう愕がくされてしまうと、逆に冷静になってくる。

　三歳くらいの男の子だった。ミミとシッポを除けば、どこにでもいる普通の子ども。シッポと同じ黄金色に近い茶色の髪かみは、すっきりとしたヘアスタイルに整えられていて、清潔な洋服を着ている。所々に落ち葉がくっついているものの、体格に合ったトレーナーとストレッチ素材のズボン、それからスニーカーという姿は、世話を焼いてくれる大人がちゃんと身近にいるという証あかしだ。真っ先にその点を確かく認にんして、楓はひとまず安あん堵どの溜め息をついた。

　ただ、上着がないことが気にかかる。吐はく息が白く染まるこんな寒い夜に、薄うす着ぎすぎる。

「なんでぇ？　なんで、にーしゃんとおんなじにおいなのー!?」

　責めるようにそう叫ぶなり、男の子は黒い瞳から大おお粒つぶの涙なみだを次々と零し始めた。

　楓は狼ろう狽ばいする。このミミとシッポが本物だとしたら、つまりこの子は人間ではないということで……物ものの怪けというものだろうか？　まさか人に取り憑ついたりするような存在では……。疑問と恐おそれがぐるぐると楓の中を駆かけ巡る。

　しかしそんなことよりも、『今』、目の前で小さい子が泣いているということが楓にとっては一番重要だった。

　困っている子を助けたい。

　かつて自分が、『ヒーロー』に助けてもらったように、今度は自分が誰だれかの力になりたい。

　それを人生の目標にしているのだから──ちょっともふもふしているくらいなんだ。

　楓は勇気を振ふり絞しぼり、男の子と目線の高さが合うようにその場にしゃがんだ。

「お兄さんを探してるの？」

　ハンカチを差し出して、尋たずねてみる。涙を拭ふいてあげようとしたが、男の子は楓の手を拒こばんで自分のシッポを両手でぎゅっと抱き締しめた。

　──かっ、かわいい……！

　きゅんと胸が高鳴ったことに、自分で驚く。

　それは施設で年下の子たちの世話をしていた時に感じたものとまったく同じだった。かわいい、抱き締めたい、守ってあげたい。いつもいつも思っていた。けれど楓自身も保護されている身で、それは大それた願いだった。

　この子は確かに、普通の人間ではないだろう。その事実に対する怖こわさはある。けれど見慣れてくると、それがどうしたという気持ちになってくる。

　小さい子が迷子になるなんて、それだけでも不安でたまらないだろうに、この子は誰にでも助けを求められるわけではないのだ。楓も、どうしていいか分からない。自分ごときには何もできないかもしれないが、せめて、少しでも気持ちを軽くしてあげたいと思った。

　ほろほろと涙を零し続ける、夜空みたいに澄すんだ黒い瞳をまっすぐに見つめ、楓はできるだけ優やさしく笑いかける。

「僕は『楓』っていいます。きみのお名前は？」

　ミミが、ぴるぴるっと動いた。そして楓の方を向く。ミミは猫に似ている気がする。

「……かえで？」

「うん。そうだよ。きみは？」

　男の子は抱き締めていた自分のシッポから片手を放し、おずおずと伸のばしてくる。そしてハンカチを差し出している楓の指先を、きゅっ、と握にぎった。なんて小さくて、あったかい手。

「……コン」

　その音に、目の前がパッと開けたような気がした。

　──あっ、キツネか！

　なぞなぞが解けた瞬間のように、唐とう突とつに答えに辿たどり着く。

　改めて見ると、三角形のミミも、ふっかふかの黄金色のシッポも、アーモンド形の黒い瞳も、童話の挿さし絵えなどで見たキツネの子どもにそっくりだった。もしかしたら人間に化けようとして、あと一歩上手うまくいかなかったという姿なのだろうか。

「コンくん？　それがお名前？」

「あのね、コン色なの」

「こんいろ……あ、紺こん色いろの紺？　紺くんなんだね？」

「ん」

　こっくり、と深く頷うなずく。黄金色のキツネの紺。ちぐはぐのような、ピッタリのような。

「お兄さんを探してるんだよね？　僕が一緒に探してあげようか？」

「あげしゃん？」

　突然、紺がパァッと笑え顔がおを弾はじけさせた。何が起こったのか分からず、楓は戸と惑まどう。

　それでも新たな涙は止まったようで、ホッとした。

「お兄さんってどんな……」

　人？　キツネ？　どうやって特とく徴ちようを聞き出せばいいのかと逡しゆん巡じゆんしたところで、急に紺がハッと表情を強こわ張ばらせ、遠くを見た。その視線の先を楓も見た途と端たん、紺が「コーン」と一声鳴いて、俊しゆん敏びんに垣かき根ねに飛び込んだ。

「えっ！　紺くん!?」

　思わず後を追おうとした。しかし通りの向こうの方からバタバタとこちらに駆けてくる数人の足音に気づき、楓は垣根に背を向けて立つ。

　走ってきたのは五人の小学生たちだった。全員が、公園の傍そばにある学習塾じゆくのリュックサックを背負っている。同じリュックの子たちが追いかけっこをしながら走っていく姿はよく見るけれど、今夜はなんだか様子が変だ。

「くっそー。あいつ、どこへ逃にげたんだよ？」

「絶対、こっち来たよな？」

　少年たちは口々にそんなことを言って、きょろきょろと辺りを見回している。

　その科白せりふに、いやな予感がした。まさかこの子たちは、紺を探しているのではないか。

　そう思いつつも、違ちがう可能性もある。そしてまだ夜の八時前とはいえ、空はもう真っ暗だ。何かあっては大変だと、楓は目が合った子に声をかけた。

「何か困ってるの？　僕でよかったら聞かせてくれる？」

　怖がらせないように、腰こしをかがめて尋ねてみる。目線を合わせて話しかけると、子どもは比ひ較かく的怖がらないというのは、経験の中で学んだこと。

「あのねっ、妖よう怪かいが……」

「ちょっ、ばか！　知らないオッサンと口利きくなって、先生にいつも言われてるだろ!?」

　しゃべりかけた少年を、別の子が止める。他ほかの子たちも、不ふ審しんそうに楓をじろじろと見た。口々に、「オッサン？」「オッサン……かなぁ？」などと言い合っている。

　──オッサンかぁ……。

　苦笑いしてしまった。確かに小学生から見たら、二十二歳の自分は立派なオッサンだろう。童顔が悩なやみの種なので、オッサン扱あつかいしてもらえて、少し嬉うれしかったりもする。

　しかし妖怪という言葉から、やはり紺を探しているらしいと悟さとった。

　胸の奥がツキンと痛む。異質なものを見つけるや否いなや、疎そ外がいしたり、攻こう撃げきし始めたりする、自分たち人間というものの闇やみを見せつけられたような気がして。

　なにより楓自身が、瞬しゆん間かん的に紺を異質のものとして考えてしまったことが恥はずかしかった。

　人とは違うというだけの理由で疎外される悲しみを、子どもの頃ころから幾いく度どとなく味わってきたというのに。

　冷静に考えたら、ケモミミとシッポが生えているというのは、そういうレベルの話ではないかもしれない。しかし、たとえば今は巨きよ大だいな深海生物として知られるダイオウイカが少し前までは幻の生物だったように、ただこれまで存在を認知されてこなかったというだけで、紺のこともちゃんと知れば、何も特別視することなどないのではないかと思った。

　得体が『知れない』から怖いのだ。だったら、ちゃんと知ればいい。まずは自分が。

　──僕が、あの子を保護者の元へ送り届けよう。

　そのためにはまず、他の人間に見つからないようにしなければ。

　楓は小学生たちひとりひとりの目を見ながら、紺とはまったく関係ないことを言う。

「そうだね。残念だけど、中には悪いことを考える人もいるから、先生がおっしゃることはもっともだと思う。でも、もし何か困ったことがあって、助けが必要な時は、『助けて』って大きな声で言うんだよ？　必ず誰かが助けてくれるから」

　世の中はそんなに捨てたものじゃないんだよ、なんて、熱く語っても警けい戒かいを強められるだけだろう。けれど、この場では口に出せなくても、それは楓の信条だ。

「そういうの、キレーゴトって言うんだろ」

「おまえだって、オッサンとしゃべってんじゃん」

「うっ、うるせー。行くぞ！」

　リーダー格の子がそう言って駆け出すと、他の子たちもバタバタと後を追って去っていった。

　小さくなっていく背中を、家に着くまで気をつけて、と祈いのるように見送った。当たり前に帰る家がある子たちは、それがどんなに奇き跡せきみたいな幸福なのか、気づかずにいることが多い。

　──きれいごと、か……。

　少年が口走った言葉を反はん芻すうする。

　そうかもしれない。必ず、と断定してしまうのは、言いすぎだったかもしれない。けれど楓は実際に、その「きれいごと」に助けられて生きてきた。

　楓は生後約三ヶ月の頃に、乳児院『ことり園』の楓かえでの木の根本に置き去りにされていた。今、ここにこうして生きていられるのは、たくさんの大人たちの厚こう意いのおかげだ。

　孤こ児じを助けるなんて世間体ていのためだと、募ぼ金きんなんて偽ぎ善ぜんだと、そういう考え方をする人にとっては、楓が受けてきた恩おん恵けいはすべて「きれいごと」だろう。実際に政治家の人気取りに利用されてしまったと感じたこともある。楓もいちばんつらかった時期には、悪意に満ちた見方をする人たちの悪口を真に受けてしまって、傷ついたこともあった。

　けれど──『ヒーロー』が楓を救ってくれた。

　小学校二年生の時だ。変な男に付きまとわれて、施し設せつは子どもをペットとして金持ちに売り払はらっているなんて根も葉もないことをさんざん吹ふき込まれて、誰だれも信じることができなくなっていた。だんだんと塞ふさぎ込むようになっていった楓は、放課後をひとりで過ごすようになり、とうとうある日……その男に物もの陰かげに連れ込まれて服を脱ぬがされそうになった。そこに颯さつ爽そうと現れた学ランの青年が、楓を助けてくれたのだ。

　どこの誰だか知らない。名乗ってもくれなかった。顔ももう、ぼんやりとしか思い出せない。

　それでもはっきりと覚えている。彼は圧あつ倒とう的な強さで変態男を叩たたきのめし、撃げき退たいした後、楓の不安を受け止めてくれた。その時に彼が言った言葉──「『今』がプレゼントだ」が、その後の楓の生き方を変えてくれた。

　はじめは意味が分からなかった。けれど理解できるようになってからは、それは楓の座ざ右ゆうの銘めいとなっている。

　彼が、塞がれていた楓の目を開いてくれた。疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた心に、清せい涼りような風を通してくれた。

　そうしたら、自分や施設の子どもたちを助けてくれているのは、直接手を差し伸べてくれた人だけではないのだということにも新たに気づけた。たとえば施設の運営補助金という形で、日本中の人たちが納めてくれた税金にも間接的に助けてもらっているのだとか。

　自分はこの社会に生かしてもらったのだ。卑ひ屈くつにならず、ただ事実としてそう考えられるようになった時、楓の胸には深い感謝が湧わき起こってきた。

　優やさしい人ばかりの世界ではない。悪意を持った人間もたくさんいる。だからこそ、それでもこうして捨て子の自分が生きることをサポートしてくれた世の中は、そんなに捨てたものじゃないんだと思った。

　成人した今、今度は自分が、誰かがそんなふうに感じてくれる世の中を作る側になりたいと思っている。

　いつか、彼のような人間になりたい。人様の役に立てるようになりたい。誰かにとっての、ヒーローになりたい。それが楓の願いであり、人生の目標だ。

　だから──あの子を守ろう。

　楓は周囲にもう人の気配がないことを確認し、垣根を飛び越こえた。

　大通りの両サイドには椿つばきや躑躅つつじの垣根が植えられ、その向こうには人工の森が広がっている。かつて大名屋や敷しきがあった場所に、明めい治じ時代に木を植えたことが始まりらしく、現在は東とう京きようドーム五個分ほどの広さがあるという。

　陽ひの光が差している時は美しい木立だが、夜になると、街灯が届かない奥の方は不気味に見える。

　楓は慎しん重ちように足を踏ふみ出した。降り積もった落ち葉がガサッと音を立てる。さっき、紺が垣根に飛び込んだ後はそんな音を聞いていないから、きっとまだ近くにいるはずだ。

　垣根から離はなれると、途端に暗くなるのが少し怖こわい。紺はもっと怖い思いをしているに違いない。早く見つけてあげないと……。

　ガサガサッ。突然、落ち葉を踏み鳴らす音が聞こえた。

　楓は反射的にそちらを見る。そして次の瞬間。

「にーしゃーん！」

　ドーン！　再び腹にめり込んできたドッジボール……ではなく、子ギツネの紺に、勢いよく吹っ飛ばされる。紺を抱だき締しめて、楓は落ち葉の上をゴロンと転がった。木の根元に肘ひじを強したたか打ちつけて、ジーンと痺しびれる。涙なみだが滲にじむレベルで痛いけれど、見つかってよかった。

「わー、にーしゃん、ごめんな……ひょおぉっ……！」

　腕うでの中で顔を上げた紺が、また新しん鮮せんに驚きよう愕がくしている。にーしゃんじゃない！　と、その表情が語っている。

　──ダメだ、この子。やっぱり僕が保護しないと。

　楓は心に誓ちかった。

「紺くん、安心して。僕だよ、楓」

　紺を抱かかえたまま上半身を起こすと、膝ひざに乗せた状態になる。

　まふっ。手のひらいっぱいに、もふもふの毛並みを感じた。肘の痛みに気を取られていたが、楓は紺のシッポに触ふれていた。

　──うっわー……何これ!?　ものすごい極ごく上じようの手て触ざわり……！

　身み震ぶるいした。紺のシッポは、今まで触れたことのあるどんな毛とも違ちがっている。布の滑なめらかな質感を「天鵞絨ビロードのような」と表現したりするが、そんなどころではなかった。あまりにもやわらかく、優やさしく、さらさらと流れるような感覚は、天てん女によの羽は衣ごろもを連想させられる。触れただけでときめき、きゅんと胸を締め付けられる。せつなくて、幸せで……。

　楓は誰かと恋れん愛あいをした経験がないが、この感情は限りなく恋こいに近いのではないかと思った。

　──まさか僕、シッポフェチだったのかな……!?

　こんな場面で己おのれの知られざる性せい癖へきを突つきつけられようとは。

「……かえで？」

「う、うん」

　まさかのシッポフェチ発覚による動どう揺ようで、声が上ずってしまったが。

「なんだー、かえでかぁ。にーしゃんと、おんなじにおいだから、コン、まちがえちゃったー」

　にぱーっと天真爛らん漫まんな笑えみを見せる紺に、楓は戦せん慄りつした。

　ついさっき、まったく同じ内容のことを、責めるように叫さけんで大泣きしていたではないか。

　なんという順応性の高さだろう。懐なついてくれて個人的には嬉うれしいが、人懐っこすぎて心配になる。

「あのね、紺くん。いくらお兄さんと同じ匂においでも、すぐ仲良しになるのは危ないんだよ？」

　さっきは少しでも安心させてあげたかったのに、心配のあまり、思わず反対のことを言ってしまう。

「しょーなの？」

「そうなの」

　かくーと小首を傾かしげる紺に、楓は深く頷うなずく。

「おんなじ、においなのに？」

「うん。だって匂いって、シャンプーとか洗せん剤ざいとかのことでしょう？　そんなの、同じ人はいっぱいいるから。その中には……よくないことを考える人だって、いるかもしれないから」

　こんな小さい子には、できることなら知らせたくない。けれど紺が無防備すぎて危険に晒さらされるかもしれないと思ったら、黙だまっていられなかった。

「しゃんぷーは、あらうやつでしょー？　においは、ここよー？」

　小さな手が楓の胸に押し付けられる。コート姿の自分を見下ろして、そういえば紺の薄うす着ぎが気になっていたのだと今いま頃ごろ思い出した。楓はコートを脱ぎながら、紺に尋たずねる。

「柔じゆう軟なん剤ざい……お洗せん濯たくに使う石せつ鹼けんの匂いかな？」

「ちがうよー。中。かえでの、中。おなかの、中」

　もしかして、体たい臭しゆうと言いたいのだろうか。自分ではあまり体臭がないと思っているが、それは人間の嗅きゆう覚かくだからで、キツネの紺は何か特とく徴ちようのある匂いを嗅かぎ取っているのかもしれない。

「『たまたま』使う時に、いるやつよー」

　不思議な名めい称しようを疑問に思いつつ、楓は「そっかー、たまたまかー」と応じて、紺の体をコートで包んだ。これで、楓を誘ゆう惑わくするもふもふシッポも見えなくなった。途と端たんに冷気に包まれて身震いしたが、大人だから我が慢まんできる。

「かえで、『たまたま』使ったこと、あるー？」

「うーん、ないなぁ。ところで紺くん、お兄さんとは、どこではぐれたの？」

　いつまでもここにいるのは危険だ。コートで包んだ小さな体を抱き締めて、立ち上がった。

　ふわっと浮うくように軽々と抱き上げられて、驚おどろいた。三歳児ともなるとそれなりの重さがあるものだが、紺は見た目よりずっと軽い。もふもふとしたシッポのせいで、実際よりも体が大きく見えていたのかもしれない。

「おうちー」

「え、お家うち？」

　紺が指を差したのは、木立のずっと奥の方。

「……森の中にお家があるの？　もしかして、ひとりでお家から出てきちゃった？」

「にーしゃんのおうちは、マンションなの。コンね、起きたら、ひとりだったの。にーしゃん、おしごとかえってこないの、へんねぇ？」

　小首をかしげる紺に、同じように小首をかしげて「そっかー」と返しながら、最近のキツネはマンション住まいなのか、と衝しよう撃げきを受ける。しかも働いているらしい。

　つまり紺は公園の外のマンションから、森を突っ切ってここへ来たということか。

　どうしてだろう。職場がこちらの方向なのだろうか。

「お兄さん、お仕事が遅おそくなっちゃったんじゃないかな？　もしかしたらもう帰ってて、紺くんのこと探してるかもしれないよ？　心配してるんじゃないかな？」

　その可能性に初めて気づいたようで、紺は「あっ！」と声を上げると、四し肢しをばたつかせて楓の腕から逃のがれようとする。咄とつ嗟さに、ぎゅっと拘こう束そくしてしまった。

「待って！　ひとりだと危ないよ！　僕が送っていってあげるから！」

　ピタッと動きが止まる。

「あげしゃん？」

　ピコーンとミミを立て、楓を見上げてくる。黒い瞳ひとみがキラッキラと輝かがやき、コートの中でシッポがもっふもっふと揺ゆれているのが分かる。

　この反応はなんだかよく分からないが、とにかくおとなしくなってくれてよかった。

「あげしゃんなの？」

　紺が謎なぞの単語を繰くり返す。さっきの「たまたま」に続いて、こちらもまったく分からない。

　──でも「しゃん」はきっと、「にーしゃん」と同じで「さん」だろうな。

　となると、「あげさん」か。

　誰だれのことだろうと、楓はキツネ関連のさまざまな人物を思い浮かべる。キツネといえば真っ先に連想するのが稲荷いなり神社だが、天皇のことを「今きん上じよう」とも呼ぶように、神様のことを「上げ様」などと呼んだりするのだろうか。

　小さい子との会話は、いつだって連想ゲームだ。施し設せつにいた頃から下の子の面めん倒どうを見るのが好きだった楓にとっては、こういう会話もなぞなぞみたいで楽しい。

「『あげさん』って、神様のこと？」

「神たまはねぇ、神社におわすのよー。かーしゃんが、『たまたま』もっていってお祈いのりしなさいってー」

　──ん？　ここで「たまたま」が出てくるんだ？

　突き詰つめて真相を究明したいところだが、まずは移動し始めなければ。

「紺くん、お家って、この方向にまっすぐ？」

　両手が塞ふさがっているので身み振ぶりで尋ねると、紺はピシッと指差して「うん、あっち」と自信たっぷりに答える。帰き巣そう本能のようなものが備わっているのだろうか。

　木々の隙すき間まから、公園の向こうに聳そびえ立つ高いマンション群が見えている。あの辺りのどれかだとしたら、大通りに戻もどって、迂う回かいして行く方が道としては簡単だろう。しかし紺を誰かに見られる可能性を考えたら、このまま森を突っ切る方が安全な気がした。

　街灯がまったく届かない奥の方を見つめ、楓はゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

　正直なところ、暗すぎるのは怖こわい。多少の月明かりが差しているとはいえ、街灯には遠く及およばない。

　しかし、今、この子を守れるのは自分だけなのだ。使命感のようなものに衝つき動かされる。

「分かった。紺くん、しっかり摑つかまっててね」

「あい」

　紅葉もみじみたいな小さな手をシュパッと挙げて、元気に返事をしてくれた。ミミもピーンと立っている。どうしてこんなに可愛いミミを、さっきは怖がったりしたのだろう。やはり無知ほど罪なことはないと思う。

　──よし、行こう！

　紺の愛らしさに励はげまされ、楓はマンションに向けての一歩を踏ふみ出した。積もった落ち葉がガサッと音を立てる。毛足の長い絨じゆう毯たんを踏んだみたいな弾だん力りよくもある。

　数歩進んだだけで、もう灯あかりは届かなくなった。少しずつ目が暗くら闇やみに慣れてきて、木の輪りん郭かくくらいは見分けられるが、下生えの草木の枝などが不意に手足に触れただけでビクビクしてしまう。

　冬でよかったのかもしれない。もし生命力に溢あふれる季節だったら、もっと草木は生おい茂しげっていただろうし、虫などが飛び出してきた可能性もある。真冬バンザイ。白い息を吐はきながら、楓は心で諸もろ手てを上げて己おのれを鼓こ舞ぶした。

「かえでー？」

　抱だきかかえているコートの中で、紺がもそもそと動く。

「なあに？　もうちょっと、抱っこされててね？」

「あれぇ？　やっぱり、かえでのにおいかぁー」

　肩かた口ぐちの辺りに、額をすりすりと擦こすりつけてくる。人間の赤ちゃんもよくするしぐさに、庇ひ護ご欲よくがむくむく湧わいてきて、胸がきゅんきゅんする。

　そういえば匂いの件も、話が迷めい走そうして謎のままになっていた。

「その匂いって、同じ人はあまりいないの？」

「いないよー。コン、びっくりしたー」

　のほーんとした今の口調だと、それほど驚いたようには感じないが、全身での驚きよう愕がくっぷりを思い出すと苦く笑しようする。

「にーしゃんとかえでは、おんなじね～。あげしゃん、あげしゃん♪」

　節をつけて歌いだした紺に、思わず吹ふきだしてしまった。そのおかげで、暗闇への恐きよう怖ふ心が和やわらぐ。楓も「あげしゃん」のリズムに合わせて、ガッサガッサと落ち葉を踏んづけて歩いた。もし冬とう眠みんしていない野生動物がいたとしても、この音に驚いて逃にげてくれるに違ちがいない。

　この調子なら、なんとか森を越こえられそうだ。そうポジティブに考えたが……。

　ふと、何かの気配を感じた。それは視線のような、ほんの微かすかな違い和わ感かん。

　楓はピタッと足を止めた。その一いつ拍ぱく後、後方でガッサともう一歩分の音がした。それは完全に、楓の歩調のリズムに合っていた。足を止めなければ気づかなかった別人の足音。

　──誰かいる！

「あげしゃん♪　あげ……はぷっ」

　紺の口を手のひらで押さえた。

　シンと辺りが静まり返る。後方を振り返らずに、楓は深呼吸をする。

　一体いつからつけられていたのだろう。ひとり？　ふたり以上？　さっきの小学生たちではないと思う。歩調を合わせて足音を消すとか、今も気配を完全に消しているとか、素人しろうととは思えない。

　──紺くんを狙ねらってるんだ。

　それ以外に考えられなかった。

「かえでー？」

　口を押さえられながらもモゴモゴと尋たずねてくる紺の、つぶらな瞳。

「シーッ。……紺くん、お家までかけっこしよっか？」

「なんで？」

　声を潜ひそめて話す楓に釣つられてくれたようで、紺も小声になる。

「ええとね……競走した方が、早くお家に着くから」

「やだ。かえで、だっこしてて」

　できることなら、そうしてあげたい。この子をひとりにするなんて心配でたまらない。けれど特別足が速いわけでもない自分が、紺を抱っこしたまま逃げきれるとは思えなかった。

　それなら、紺を逃がして、自分が足止めするしかない。

「……お家うちに着いたら、いくらでも、抱っこしてあげるから」

「あげしゃん？」

「うん、あげさんも。──絶対、誰にも見つからないように、帰るんだよ」

　小さな体を、ぎゅっと抱き締しめる。もふもふシッポの感かん触しよくをコート越ごしに感じて、どうか神様、この子を守ってくださいと思わず祈る。

　その瞬しゆん間かん、不意に、背筋がゾクッと凍こごえた。それは冬の寒さとは違う種類のもの。

　楓は何かに衝き動かされるように、紺を抱かかえたまま走りだした。まだ走るつもりではなかったのに、逃げなければいけないと思った。

　その判断が正しかったことを、次の瞬間に悟さとる。

　足音が追いかけてきたのだ。楓が踏みしめる落ち葉の音とはまったく違う、俊しゆん敏びんで、力強い跳ちよう躍やくを感じさせる足音。ものすごい恐怖を感じた。捕つかまったら終わりだと、本能が告げている。

　楓はとにかく走った。悪夢のような暗闇の中、木々の間を縫ぬって、全速力で。

　呼吸が乱れる。何度も足を取られそうになる。必死に足を動かすのに、なかなか前に進めない。足音はどんどん迫せまってくる。

　紺を守りたい。それなのに、楓にはあの日のヒーローみたいな力がない。

　──どうしよう。助けて！

　暗闇の中にヒーローの顔を思い浮うかべた、その時。

　ガサッ！　とひときわ大きな音がして、目の前に巨きよ大だいな影かげが立ちはだかった。

「……ッ！」

　前に回りこまれたのだ。竦すくみ上がるほどの恐怖。ダメだ、やっぱり僕では守れないと、楓は腕うでの中の子どもを逃がすためのルートを探す。

「おい、そいつを寄越せ」

「っ！」

　轟とどろく雷らい鳴めいのような、迫はく力りよくのある男の声だった。怒ど鳴なっているわけでもないのに、低く、腹に響ひびいてくる。逆らうことなど赦ゆるさないという威い圧あつ感かんが、その声には溢れていた。

　怖くてたまらない。手足がガクガクと震ふるえる。それでも──紺を逃がさなければ。

「かえ……」

「走って！」

　剝はいだコートを男に投げつけ、紺の体を思い切り遠くへ放ほうり投げた。紺ならきっと着地できると信じて。

　コートを薙なぎ払はらった男の影が、紺に向かって動くのを感じて、楓はそれに跳とびかかる。

「わーっ！」

　大声を上げて突とつ進しんしたら、幸運にも男の腕にしがみつけた。このまま重おも石しになってやる……と思った次の瞬間、ふわっと楓の体が浮く。そしてドーンと背中全体に衝しよう撃げきを感じた。

　投げ飛ばされたのだ。そう理解できたのは、ヒーローを目指して体育の柔じゆう道どうに本気で打ち込んだ経験があるから。咄とつ嗟さに受身を取れてよかった。しかも落ち葉の絨毯がクッションになってくれたおかげで、ダメージはまったくない。

　楓を投げ飛ばしてすぐに離はなれようとした男の足に、すかさず縋すがりつく。蹴けられたとしても離れるものかと、必死に絡からみついた。

　一秒でも長く男を足止めして、紺との距きよ離りを稼かせがなければ──そう思っていたのに。

「だめーっ。ケンカ、だめよー」

　──紺くん!?

　姿は見えない。けれど声が近くで聞こえた。紺はまだそこにいるのだ。

「っ、逃げて！」

　腹の底から叫さけんだ。

「でも、でも、かえで……」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだから！　走って！　──逃げてーっ！」

　叫んだ口を、そのまま男の足に持っていく。かぶりついてやろうとした。しかしその寸前で、胸むな倉ぐらを摑つかまれて引き起こされる。

「……っ」

　至近距離で見下ろされた。

　暗がりの中でも分かる、冴さえ冴えとした鋭するどいまなざし。楓を射い貫ぬくように睨ねめつけてくる。

　ものすごい威圧感を湛たたえた男だった。視線ひとつで人を黙だまらせることができる……いや、もしかすると命を奪うばうことさえできるのではないかと感じるくらいの迫力。

　背筋がゾクッとして、硬こう直ちよくする。怖くてたまらなかった。迫力も、垣かい間ま見た柔道の技わざも、まったく敵かなう相手ではない。本能的に理解した。

　それでも今は、シッポを巻いて逃げるわけにはいかない。

　楓は飛びつくように、男の首に両りよう腕うでを回した。楓の胸倉を摑んでいた男の手が、楓の腕にかかる。剝がされないよう、ますます力を籠こめた。

「早く逃げて！　逃げ…んぐっ」

「黙れ」

　男に口を塞ふさがれる。楓を抱だき締めるように首の後ろを回ってきた手が、顎あごを鷲わし摑づかみにしていた。

　抱きついて男を拘こう束そくしたつもりが、なぜか逆に拘束された形になっている。

　なんだか変だ、と思った瞬間、男は深い溜ため息をついた。

「紺。こっちに来なさい」

「あっ、あっ、あい！　にーしゃん」

　──え？　……えっ!?

　今、男は「紺」と名前を呼んだのか。

　そして紺は、「にーしゃん」と言ったのか。

　ということは、つまり……。

　拘束が緩ゆるんだ隙すきに、楓は男から離れてその姿をまじまじと見る。

　スーツに身を包んだ男だった。楓よりも背が高く、おそらく百八十センチは優に超こえているだろう長身で、がっしりと引き締まった体たい軀くをしている。整えた髪かみにケモミミはない。そしてシッポも生えていない。完かん璧ぺきな人間の姿。

　紺はロボットのようにぎこちなく歩いてくると、楓の足に、きゅっと抱きついた。まるで彼から隠かくれようとするみたいに。その体が小刻みに震えている。

「どういうことか聞かせてもらおうか」

　怒おこっているとしか思えない、不ふ機き嫌げんそうな口調。

　紺がビクーッと身を跳はねさせる。楓も正直なところ怖こわかった。けれど紺のために、はっきりさせておかなければいけない。　>>>♥

「あの、あなたが紺くんのお兄さんなんですか？」

　おそるおそる尋ねたら、値ね踏ぶみするように視線を這はわされた。頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで、観察するというレベルではなく、まるで機械に情報を読み取られているような視線。

「そういうおまえは何者だ。紺をどこへ連れていくつもりだった？」

「……僕は、ただの通りすがりの人間です。紺くんに、お兄さんと間ま違ちがえて抱きつかれて、心配なのでマンションまで送っていくつもりでした」

「通りすがり？　俺と間違えて？」

　鼻で嗤わらわれる。馬ば鹿か馬鹿しいとでも言いたげに。

「この警けい戒かい心しんの塊かたまりみたいな生き物が、その辺の人間に抱きつくわけがないだろうが。そもそもベッドの下に潜もぐり込んで出てこないやつが、なんでこんな所にいる？　──おまえ、里の手先か？　啓けい治じをどこへやった」

「え？」

　困こん惑わくした。楓が知る紺と、彼の語る紺のイメージがあまりにも重ならなくて。

　そして紺も、「にーしゃーん！」と飛びついてきた時のように「大好き！」という気持ちが溢あふれていない。むしろ怯おびえている。

　何か盛せい大だいな誤解があるような気がした。

「……紺くん、ひとりで出てきちゃったんだよね？」

「あい」

　頷うなずくけれど、緊きん張ちようでガチガチにこわばっている。

「あのね、コンね、起きたら、ひとりだったの。にーしゃん、おしごとかえってくるってゆってたのに、いなかったの。だから、コンが、にーしゃんのとこ、行こうと思ったの」

　おずおずと話す。ミミがへたりと垂れていて、可哀かわい想そうになってくる。

「……本当に、ひとりで出て来たのか？」

　男の眉み間けんに皺しわが寄る。威圧感が増して、紺と一いつ緒しよにビクーッと肩かたを竦めてしまった。

「ごっ、ごっ、ごめんなしゃい。コンね……さみしかったの」

　あ、泣く、と思った。楓は地面に片かた膝ひざをつき、紺を抱き寄せる。

「淋さみしかった、だと……？」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやく彼に視線を戻もどすと、さっきまでよりずっと見上げなければいけなくて、巨きよ人じんのような怖さを感じた。これが紺の目線なのか。

「あの、差し出がましいとは思うのですが、……できれば、しゃがんであげてもらえますか？　紺くんから見たお兄さんは、大きすぎて、萎い縮しゆくしてしまっている気がします」

　沈ちん黙もくが漂ただよう。怒らせただろうかと不安になり始めた頃ころ、彼はドカッとその場に胡坐あぐらをかいた。

　紺がビクーッと身を竦すくめる。ますます楓にしがみついて、これではまるで助けを求めているみたいだ。

　目線が近づいた彼は、鋭い目つきで楓を凝ぎよう視ししている。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気持ちが分かった。視線に射い貫ぬかれるだけで、本当に動けなくなる。

「それで？　ひとりで家を出て、こんなところまで来て、おまえに抱きついたと？　見知らぬこいつに抱きつかれて、おまえはご丁てい寧ねいに家まで送ってやろうと思ったと？」

　糾きゆう弾だんするような声こわ音ねだった。端はなから信じていないとでも言いたげな。

　しかしそれは紛まぎれもない事実だから、楓は深く頷く。

「その通りです。紺くん、普ふ通つうの子じゃないみたいだし、悪意を持った人に見つかったら大変だと思ったので」

「おまえ、本当にただの人間か？」

　まだそこを疑われていたのか。べったりくっついている紺を楓から取り返そうとしないから、納なつ得とくした上で話をしているのかと思っていた。

「人間のくせに、なぜ驚おどろかない？　まさかこのフサフサした物が見えてないわけじゃないんだろう？」

「あ、最初は驚きました。でもダイオウイカみたいなものかなと思って」

　男が「あ？」と唸うなり声を上げる。今の「あ」は、文字で表すなら濁だく点てんがついていた。怖い。かなり本気で。

　またしても紺と一緒にビクーッとなって、しかし今のは話を端折はしよりすぎた自分が悪いと反省した。楓は慌あわてて、未知の生物についての見解を述べる。

　得体が『知れない』から怖いのだと。だったらちゃんと知ればいいだけだと、力説した。

「それに見慣れたら、ミミもシッポも可愛いです」

　むしろシッポフェチかもしれませんと性せい癖へきまでは暴ばく露ろできなかったが、言葉に力が籠こもる。

　そんな楓をどう思ったのか、彼は黙って凝視し続けている。まるで言葉の真しん偽ぎを測られているようだと感じた。

　しばし沈黙が続き、だんだんとどうしたらいいのか分からなくなってくる。もっと何か話した方がいいのだろうか。けれど語るべきことは語ったし……。

　楓は紺の背中を優やさしくトントンと叩たたきながら、沈黙に耐たえた。耐えて、耐えて……さすがにもう緊張の限界だ、と逃にげ出したくなった時、フッと空気が緩むのが分かった。

　眼光は相変わらず鋭い。けれどさっきまでの、たとえるなら容疑者を追い詰つめようとする刑けい事じのような容よう赦しやのなさから、たんに目つきが悪いレベルにまで和やわらいだ気がした。

「どうやって、そこまで紺を手て懐なずけた？」

　突とつ然ぜん、低い声で尋たずねられる。探さぐるような口調は、警けい戒かいを解いたわけではないことを示している。

「いえ、僕が手懐けたわけでは……。最初から人ひと懐なつっこすぎて、心配してたんです」

「人懐っこい、だと？」

　唸られる理由が分からない。彼は考え込むように、また押し黙だまってしまった。

「あの……僕がお兄さんと同じ匂においだから、間違えて抱きついてきたらしいです。懐いてくれてるのもそのせいかと……」

　おずおず補足すると、またしても「あ？」と濁点付きで返された。本気で怖いからやめてほしい。

「匂いだと？　まさかあの匂いのことか、紺？」

　楓の腕の中で、紺がこくこく頷く。

「そんなわけがないだろう」

「……だって、しょーなんだもん」

　なぜか、信じられないものを見るような目で凝視された。なにやら意味ありげな会話だな、と見守っていると……不意に手が伸のびてきて、胸むな倉ぐらを摑つかまれる。

「ひっ」

　驚いて、引きつったような声が漏もれてしまった。楓の胸倉を摑んだまま、彼はもう片方の手を腰こしに回してきて抱き寄せる。逞たくましい胸板に、ドンとぶつかる。必然的に紺も彼の腕の中に収まって、「ひょおっ」と声が上がった。楓も驚きよう愕がくのあまり呼吸を止めてしまう。

　すん、と耳元で呼吸音がした。楓の首筋に顔を近づけて、耳の付け根やうなじの辺りの匂いを嗅かいでいるのだと気づく。その途と端たん、ドッと汗あせが噴ふき出してくるのを感じた。

　なんだこれ、なんでこんなことになっているんだ、と硬こう直ちよくしたままパニックに陥おちいる。

「俺には分からん」

　さらにすんすんされた後、解放された。

　彼の体が離はなれていく。ようやく呼吸ができるようになる。心臓がバクバクと荒あれ狂くるっていた。この人、言葉より先に体が動くタイプだ。

「なっ、そっ、に……っ」

　なんですか、その匂いっていうのは？　そう尋ねたいのに、言葉にならない。自覚している以上に、楓は動どう揺ようしているらしい。

　彼はしばし無言で楓を凝視した。

　何を言えばいいか分からない。ただ黙って、視線を受け止める。

「おまえ、名前は？」

　不意に聞かれて、そういえば名乗っていなかったことに気づいた。

　深呼吸してから、腹に力を入れて、声に出す。

「小取楓です」

　ことり園の小取に、楓の木の楓。楓が、生かされてきた証あかし。

「──小取、楓」

　心臓を、じわりと摑まれるような感覚を覚えた。

　呼ばれただけなのに。いや、彼は呼んだつもりなどないのだろう。ただ反はん芻すうしただけ。それなのに、その声で紡つむがれた自分の名は、何か特別な威い力りよくを持つ呪じゆ文もんのようにさえ聞こえた。

「そうか、──楓」

　──え？

　それはまるで以前から楓を知っていたかのような、情感の籠もった声音に感じた。そんなわけがないのに。これほど迫はく力りよくのある人に出で逢あっていたら、忘れるわけがないのだから。

「……同じ匂い、か」

　ふっ、と。笑えむような小さな吐と息いきが闇やみに溶とけた。

　楓は驚いて、まじまじと見る。彼が笑ったのかと思った。けれどその視線は鋭するどいままだ。

「幸せなんだな？」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、意味をはかりかねたのは、あまりにも脈みやく絡らくのない質問だったから。

　初対面で幸せかなんて問われたのは初めてだ。こんな怖こわい顔をしているが、博愛主義の人なのだろうか。いや、人ではなくてキツネだが。ミミやシッポが生えていないから、つい普通の人間として見てしまうが、彼は紺の兄だ。

「荒すさんでたりギリギリで生きてたりするやつが、紺を助けようと考えられるとは思えない」

　そういう意味か。

　確かに、誰だれかを助けるという行こう為いには、さまざまな意味での余力が必要とされるだろう。けれどそればかりではないのだと、彼に伝えたくなった。世の中はそんなに捨てたものじゃないと、またしても持論を披ひ露ろうする代わりに。

「あの、……幸せです。でも、もし胸を張って幸せだと言えない状じよう況きようだったとしても、困っている人を助けられる人間でありたいと願っています。僕には目標にしてる人がいるので。小学生の時に窮きゆう地ちを救ってくれた『ヒーロー』なんですが……どうかしましたか？」

　急に彼が俯うつむいたから、何か変なことを言っただろうかと焦あせった。

「……いや、続けてくれ」

　怒おこっているわけではなさそうだ。どちらかというと、居い心地ごこちが悪そうな感じというか。

「あ、ええと……僕はその人に救われました。その場限りの意味じゃなくて、人生そのものをです。あの人がくれた言葉は、僕が生きる上での指針です。──過去でも未来でもなく、『今』が『プレゼント』だと……」

「あ、しょれだー」

　楓にしがみついていた紺が、唐とう突とつに顔を上げた。そこに怯おびえは見当たらない。

「紺」

　兄の咎とがめるような呼びかけは興奮した紺には届かず、「しょれ、しょれ」と嬉うれしそうに訴うつたえかけてくる。

「かえでのにおい、しょれだよー。いまがぷれぜんと？」

「ええと、そうなの？」

　匂いと座ざ右ゆうの銘めいに、いったいなんの関連性があるのだろう。なぞなぞ再びか。

「あのねー、においって……」

　朗ほがらかに話し始めた紺が、ハッと背後を振ふり返った。大通りの方角を見た小さな体に、緊きん張ちようが走る。

「やなにおい、くる」

　その言葉が終わるより早く、楓は攫さらわれていた。ふわっと浮うき上がる感覚と同時に、波に横から押されるような力を感じた。「ひょぉっ」と耳元で声が聞こえて、紺がそこにいることを認識する。

　次の瞬しゆん間かん、楓は自分が木こ陰かげに運ばれたことを理解した。紺とまとめて男に抱かかえられ、一瞬のうちに移動していたのだ。

　声一つ零こぼすことができなかった。すっぽりと、彼の腕の中に収まっている。鍛きたえられた体であることを、厚い胸板が伝えてくる。

　──何？　一体、何が……。

「紺、来るのはひとりか？」

「あい」

　楓には姿も気配もまったく分からないが、誰かが近づいてきているらしい。

　もしかしてキツネの敵なのだろうか。そういえば彼は、楓に向かって最初に里の手先がどうのと問いかけてきた。

「ヤク、密輸、密売、詐さ欺ぎ、金かね儲もうけ……」

　物ぶつ騒そうな単語が次々と彼の口から零れ、楓はギョッとする。紺は「しょれー。やーん」と半泣きで、ぎゅうっとしがみついてきた。楓もすかさず抱だきとめる。

「すまん。後でオムいなり作ってやるから、許してくれ」

「……あい」

　こっくり、深く頷うなずく。なんだかよく分からないが、二人の意思疎そ通つうはできているようだ。

「あの、僕に何かお手伝いできることはありますか？」

　小声で尋たずねながら振り仰あおいだ──その拍ひよう子しに、鼻が彼の顔にぶつかった。むにっとした感かん触しよくは、きっと唇くちびる。

「っ！　す、すみませ……っ」

　ばっくん！　と鼓こ動どうが跳はねた。それほど勢いはなかったため痛みはないが、思わず悲鳴を上げそうになる程度には心にダメージを食くらった。

　しかし彼はまったく気にしていないようで、「紺を摑まえててくれ」と小声で返すと、携けい帯たい電話を取り出して操作を始めた。ボタン一つで呼び出し音が鳴り始める。こんな静かな場所では、耳にくっつけてない楓にも丸聞こえだ。

『はい、古ふる田たっ。アンタ今どこにいんの!?』

　応答したのは女性の声だった。

　──彼女かな？

　明らかに怒っているのは、紺を迎むかえに来るために急に約束を反ほ故ごにしたとか、そういうことだろうか。

「ホシは？」

『撒まかれた。やっぱこの辺に隠かくしてる！』

「こっち、遭そう遇ぐうしたかもしれん」

『は!?　──どこ？』

　声が潜ひそめられた。彼女にしては会話がおかしいような……。

「公園の森ン中だ。Ｆ‐Ｊ地点の中間辺り、街灯番号一八六四の地点から東側に入って八百メートルほど。俺のＧＰＳ取れるな？　様子探さぐって職質かけるから、大通りで待機してくれ。次に鳴らしたら応おう援えん頼たのむ」

『五分後に現着できる。たぶんあいつドス持ってる。確実に押さえて。刺さされんじゃないよ』

「分かった。大おお林ばやしも連れて来い。絶対だ」

　は？　という非難めいた声をシャットアウトするように、彼は通話を切った。

　なんだろう、今の会話は。まるで刑けい事じドラマのようなやり取りに聞こえたが、まさかキツネ同士の組織抗こう争そうでも起こっているのだろうか。

「楓、──おまえを信しん頼らいして、頼みたいことがある」

「っ！　は、はい」

　顔をのぞきこまれて、心臓が跳とびはねた。信頼──してくれるというのか。会って間もない自分のことを。

「紺をそうやって抱いててやってくれ。俺が迎えに来るまで、絶対にここを動くな。後から来る応援に見つかったら、俺の名前を出して、待っていると言え。紺の姿はそいつらにも見られないようにしてくれ」

　そう言いながらスーツのジャケットを脱ぬぎ、紺を包み込む。ワイシャツ一枚になっても、彼は寒そうな素そ振ぶりなど見せなかった。キリッとした鋭い目つきを、暗くら闇やみの方に向ける。

「あの、名前って」

「鷲わし嶽たけ正まさ義よしだ」

　──鷲嶽？

　漢字がすぐに思い浮かんだ。なんとなく聞き覚えがある気がする。

「何があっても、俺の方には来るな。声も出すな。それから、俺が『電話』と叫さけんだら、この短縮１番を鳴らしてくれ。繫つながったら無言で切っていい。頼めるか？」

「はい」

　ものすごく責任重大な気がする。彼の携帯電話を受け取って、楓は神しん妙みように頷いた。

「……巻き込んですまん」

　くしゃっと頭を撫なでられて、びっくりした。施し設せつを高校卒業時に退所して以来、そんな接せつ触しよくとは遠ざかっていたから。そして彼が、こんな気安い触ふれ方をするなんて思ってもみなかったから。

　実は、優やさしい人なのかもしれない。ついさっき、ものすごい恐きよう怖ふを感じさせられたばかりだというのに、そんなふうに思った。

　鷲嶽は足音を忍しのばせ、別の木に移動する。

　包み込んでくれていた体温がなくなって、楓はふるりと身み震ぶるいをした。寒さのせいか、怖こわさのせいかは分からない。ただ、腕うでの中にあるこの温ぬくもりを守らなければと使命感を新たにする。

　木陰に身を隠している鷲嶽を、ふと見失い、楓は目を凝こらす。さっきと同じ場所に見つけてホッとする。そして彼は存在感を意図的に消しているのだと気づいた。楓も真似まねをしようと、息を殺す。

　無む邪じや気きな紺が声を上げてしまうのではという心配が頭を掠かすめたが、ぎゅーっとしがみついて楓の胸に顔を埋うずめたまま、まったく動かない。身を縮こまらせる姿に胸が痛んだ。

　辺りは静せい寂じやくに包まれている。月明かりだけが青白く、木立の輪りん郭かくを浮き上がらせていた。

　しばらくそうしていると、やがて遠くの方から落ち葉を踏ふみしめる足音が聞こえてきた。変だ、と瞬しゆん時じに思った。リズムとは無む縁えんの、探るような、そして引きずるような足音は異常で、それを立てている者の心身が健すこやかでないことを伝えてくる。ゾワッと背筋に寒気が走った。

　楓は紺を抱く腕に力を込こめて、顔を伏ふせる。吐はく息の白さが、暗闇の中で目立ってしまうのではと恐怖に駆かられた。

　異様な足音は徐じよ々じよに近づいてくる。そして間近まで迫せまってきた。鷲嶽は大だい丈じよう夫ぶだろうか。早く通り過ぎてくれないだろうか。恐怖で鼓動が荒あれ狂くるう。この音が聞こえてしまったらどうしよう。内心でパニックになっている楓の耳に、気持ちの悪い呟つぶやきが届く。

「……八十二、八十三……きひひ……クヌギの……あった、印……一、二……」

　呟きながら進み、立ち止まり、何かを確かく認にんしてまた歩き出す。

　早く、一刻も早く通り過ぎてくれ。楓は願った。それなのに……。

「……九、十…………あ？　なんだ、この布……この前はなかったぞ…………コート……？」

　──あっ！　僕のコート!?

　鷲嶽に投げつけたまま回収していなかった。ザッと青ざめたら、体が震えた。腕の中で紺が身じろぐ。ダメだ。見つかる。見つかってはダメだ。息を殺せ。存在を消すんだ。自分に暗示をかけるように言い聞かせ、落ち着こうと努める。

　コートが地面に投げつけられる気配がした。「あっ、あっ、あっ」と慌あわてたような声を発しながら、男が勢いよく前へ進む……と思ったら、こちらに近づいてくるではないか。そしてピタッと足音が止まる。おそらく、楓と紺が身を隠しているこの木の反対側。

　──見つかった!?

　心臓が破は裂れつしそうだ。怖くて、怖くてたまらない。

「あー、あー……」

　異様な声に被かぶさるように、落ち葉を搔かき分けて地面を掘ほり返す音が聞こえてくる。スコップのような物を使っているのか、音だけでなく振しん動どうまで伝わってくるような錯さつ覚かくを覚えた。その声と行動の異常さは、なぜか──とっくの昔に乗り越こえていたはずの、あの日、小学二年だった自分を襲おそった変態男の記き憶おくをフラッシュバックさせた。

「……ヒッ」

　──しまった！

　引き攣つるような声が喉のどから漏もれてしまった。

　ピタッと男の動きが止まる。雑ざつ踏とうではなんの問題もなく聞き流されるだろうその小さな声は、無む惨ざんにも男の耳に届いてしまったらしい。

「……誰だれかいるのか！」

　脅おどしをかけるような誰すい何かに、硬こう直ちよくする。

　怖い。いやだ。助けて。誰か。──僕の『ヒーロー』……！

　心の中で叫んだ瞬間だった。

「こんばんは。警察ですが、何かお困りですか？」

「ぎゃあっ!?」

　落ち着いた鷲嶽の声の後、男の潰つぶれた声と、「うおおぉ──ッ！」という叫びが響いた。

　思わず木こ陰かげから身を乗り出す。

　足元に小さなペンライトが落ちていた。ぼんやりと彼らの姿が浮うき上がり、男の手に鈍にぶく光る刃は物もの。男は一直線に、鷲嶽に突とつ進しんしていく。

　──鷲嶽さん！

「公務執しつ行こう妨ぼう害がい及および銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで逮たい捕ほする！」

　ドーン！　地じ響ひびきがして、楓は身を竦すくめた。

「電話！」

「……っあ！　はい！」

　反射的に返事をしてしまってから、声を出したことを後こう悔かいする。

　慌てて短縮ボタンを押した。指がブルブルと震えて電話を落としてしまったが、ワンコールで『はい！　向かう！』と応答があった。教えられたように、すかさず通話を切る。……これでよかったのだろうか。

　鷲嶽に取り押さえられた男は、恨うらみ言のようなものを繰くり返し叫んでいる。紺は怯おびえたようにますます楓にしがみついてくる。可哀かわい想そうでたまらなくて、ジャケットの上からミミを塞ふさぐように抱だき締しめた。

　向こうの方からいくつかの灯あかりと駆けてくる人の気配がして、すぐに傍そばまで来た。

　男を押さえ込んだまま鷲嶽が「よお」と声をかけると、「単独行動するな、馬ば鹿か！」だの「さすが先せん輩ぱい、『もって』ますねぇ」だの賑にぎやかなやり取りが聞こえてくる。男女ひとりずつが駆けつけたようだ。

　そして女性が時刻と名前を読み上げるように口にし、「逮捕する」と宣言した後、ガチャガチャッと聞こえた金属音はどう考えても手て錠じようをかける際のもので。

　刑事ドラマで見たことのあるシーンが脳のう裏りに浮かぶ。そういえばさっき鷲嶽も「警察です」と名乗っていなかっただろうか。

　──え？　警察？　……キツネの組織抗争じゃないの……？

　何がなんだか分からない。

「で？　こっちは捕つかまえなくていいのか？」

　突然、頭上で声がして、カッと電灯で照らされた。「ヒッ」と喉が鳴ってしまい、情けなさに頰ほおが熱くなる。

　何をしているのだろう、自分は。人の役に立ちたい、誰かの『ヒーロー』になりたいとずっと願ってきたはずなのに、現実には役に立つどころかへたりこんで無様な声を漏らすことしかできない。恥はずかしくてたまらなくて、自己嫌けん悪おに陥おちいる。

「冴さえ子こ」

　咎とがめるように鷲嶽が呼ぶ。そしてザッザッと近寄ってきた。鷲嶽の力強くてリズミカルな足音は、正しいと胸を張れる道を歩んでいる人のものなんだな、と思った。

「それは俺が個人的に保護した。構うな」

「はあ？　個人的に？　あんたねぇ、相棒のあたしに隠かくし事すんなっていつも言ってんでしょうが！　──名前は？」

　鷲嶽に向けたものとは違ちがう優しい口調で尋たずねられ、楓は口を開きかけたが。

「言わなくていい」

　鷲嶽に止められたら、開きかけた口を閉とざすしかない。

「冴子、こっち確認してくれ。やつが掘り返してたのはここだ。ブツ現認。大林、あとは任せた」

「はぁ!?」という彼女の非難と、「ハーイ。先輩、これ貸しでいいです？」という間延びした男性の声を無視して、鷲嶽は楓の傍にきてくれた。女性の視線を遮さえぎるように割り込んできて、片かた膝ひざをつく。くしゃっと髪かみを撫なでられた。二度目だ、と鼓こ動どうが揺ゆれる。

「巻き込んで悪かったな。家まで送っていく」

　それは彼女に聞かせるための言葉かもしれない。鷲嶽に促うながされて、楓は立ち上がった。抱かかえている紺に気づかれないよう、細心の注意を払はらいながら。足ががくがく震えているが、鷲嶽がしっかりと支えてくれている。

「待ちなさいよ！　あんたここ何日かマジでおかしい。張り込み中に強ごう引いんに持ち場離はなれるとか、常じよう軌きを逸いつしてるとしか思えない。何隠してんの？　なんかヤバイことに足突つっ込んでんじゃないでしょうね!?」

　苛いら々いらとした詰きつ問もん口調だが、鷲嶽を心配しているのだと分かった。思わず彼を見上げると、気にするなとでも言うようにポンポンと頭を撫でられる。……三回目。もしかして子ども扱あつかいされているのだろうか。そういえば年ねん齢れいは言っていなかった。未成年だと誤解されているのかもしれない。

「そのうち話す」

「あたしを適当にあしらうな！」

「あしらわれるようなタマか。大林、頼たのんだぞ」

「ハーイ」

　背中に手を添そえて促されて、意図を察した楓は歩き始めた。鷲嶽がぴたりと寄り添ってくる。背後から「おい、鷲嶽！　馬ば鹿か野や郎ろう！」と悪態が浴びせかけられるが、完全に無視だ。

　足元をライトで照らしてくれているおかげで、不安なく歩ける。つい数十分前、大通りからこの森の中へと足を踏ふみ入れた時とのあまりの状じよう況きよう変化に、果たしてこれは現実なのだろうかと混乱しそうになった。その時、ふわっと突然背後から抱き締められ──違う、コートをかけてくれたのだ。一瞬、抱き締められたと勘かん違ちがいした自分に、羞しゆう恥ちがドッと襲ってくる。

「楓？」

　挙動不ふ審しんになってしまった楓に、鷲嶽が足を止める。

「すまん。怖こわかったな？　よくがんばってくれた」

　労ねぎらってもらったが、なんの役にも立てなかったことは自分が一番よく知っている。ふるふるとかぶりを振ふると、ふっとまなざしが柔やわらかくなった。ドキッと鼓動が跳はねる。

「公園を出てタクシーを拾う。送っていく」

「あ、いえ」

　大だい丈じよう夫ぶです、ひとりで帰れますと、言いたいのに口から出てこない。動どう揺ようは会話力を奪うばうのか。

「紺、こっちに来なさい」

　ジャケットごと紺を抱だき取ろうとしてくれたが、楓にがっちりしがみついた紺は石のように固まって動かない。

「紺？」

「や」

　一音で、断固たる拒きよ否ひ。叱しかるような声音で「紺」と繰り返されても、テコでも動かない構えだ。鷲嶽が途と方ほうに暮れたような溜ため息をつく。

「あの、僕も……」

　差し支つかえなければお宅までご一いつ緒しよして、紺くんが落ち着いたらおいとまします。頭には浮かぶフレーズを口にできないまま、鷲嶽をじっと見上げた。

「いや、これ以上巻き込むわけには……」

　鷲嶽がそう言い淀よどんだから、楓の言いたいことは伝わったらしい。大丈夫です、少しでもお役に立ちたいんです、と訴うつたえようとしたら、その前に鷲嶽が何かに気づいたようにハッとした。

「待てよ。……紺は、俺と間違えて楓に飛びついたんだったな？」

　なぜいきなり話がそこに戻もどるのか分からなかったが、頷うなずく。

「それはつまり他ほかの……里のやつらも、間違える可能性があるということか？」

　まじまじと顔を見つめられる。質問のようなひとりごとのようなそれには答えられなくて、楓は首をかしげた。鷲嶽の表情が引き締まる。まるで何かを決意したみたいに。

「楓、悪いが今から一緒に家に来てくれ。──これ以上、巻き込みたくなかったが……すまない」

　後悔が滲にじむような苦しげな声に、楓は驚おどろいてかぶりを振る。

「いいえ。嬉うれしいです」

　少しでもお役に立てるなら。この可愛い紺と、そして鷲嶽とも、これきりにならなくて済むのなら。なぜか、前のめりにそんなことを思った。

　紺を抱きかかえたまま、再び歩き出す。楓の肩かたにコートをかけて、落ちないように支え続けてくれる鷲嶽の優やさしさに、胸の中がほこほこした。

　ワイシャツ一枚の鷲嶽が心配になったが、うまく声をかけられない。それならば少しでも早くタクシーを拾える場所まで行こうと、楓はずんずん足を進めた。

　大通りではすれ違った人から奇き異いの目を向けられたりもしたが、一いつ瞬しゆんのことなので紺は見咎められずに済んでホッとした。しかし公園を抜ぬけたところにある派出所の前には警察官が立っていて、「どうかしましたか？」と声をかけられてしまう。楓は緊きん張ちようした。けれど鷲嶽が手帳を見せると、「ご苦労様です！」と畏かしこまってすぐにタクシーを呼び止めてくれた。

　──やっぱり、警察なんだ。

　もう分かっていたことを、改めて認にん識しきする。

　キツネがマンション住まいであることにも衝しよう撃げきを受けたが、警察として人間を守っているという事実にはそれ以上の衝撃と感かん慨がいがある。彼は完かん璧ぺきに化けているようだが、何かの拍ひよう子しに紺のようにミミとシッポが生えてしまったりしないのだろうか。

　そんな心配をしながら、楓はタクシーに乗り込んだ。
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　鷲嶽のマンションまでは十分もかからなかった。

　２ＤＫのその部屋に招き入れられた瞬間、楓は違い和わ感かんを覚える。

　──きれいすぎる。

　紺くらいの幼児がいる家は、もっと雑然とした印象を受けるものだ。

　高校生の時、施し設せつに併へい設せつする保育園の園児の家庭に、臨時のシッターとして何軒げんか訪問したことがある。園長の勧すすめで、親が体調を崩くずしてしまった時などに、楓が園児の送り迎むかえを代わったり、家で少し遊んであげたりしていたのだ。その際に、楓は普ふ通つうの家庭というものを見た。そして親がどんなにきれい好きでも、ちびっこギャングには勝てないということも学んだ。

　しかしこの家は、あまりにも整然と片付けられている。

　全体的に物が少ないから、そう思うのだろうか。キッチンと繫つながっているリビングスペースには、ベランダへと通じる大きな窓の傍そばにカウチチェアとサイドテーブル、壁かべ際ぎわにウッドチェストがあるだけで、他に家具らしい家具はない。物も、目立つのはウッドチェストにある何冊かの本と、閉じられたノートパソコン、それに数本のワインボトルだけ。一人暮らしだとしても極きよく端たんに物が少ない気がした。これではボストンバッグ一つで生活している自分と大差ない気がする。

　部屋中央のがらんとした空間は、紺が転げまわってもケガをしないように空けているのだろうか。それとも、鷲嶽にとってはそれが普通なのか。

　リビングから扉とびら一枚隔へだてた寝しん室しつには、巨きよ大だいなベッドがドーンと置かれているだけだった。

　帰宅するなり寝室に直行した鷲嶽にギョッとしたが、ベッドの下の隙すき間まを紺が根城にしているらしい。毛布が数枚、ぐしゃぐしゃに突っ込まれていた。そしてお絵かき用の画用紙とクレヨンが散乱している。整然とした家の中で、ここだけが無法地帯だ。

「メシ時以外、紺はここから出てこない。落ち着くみたいだから、好きにさせてやってくれ」

　ふっと吐と息いきで笑った鷲嶽に、楓は目を見張った。

　明るい場所で見たこの人は、暗くら闇やみの中で感じていたよりもずっと精せい悍かんで、その分迫はく力りよくも尋じん常じようではなかった。強こわ面もてという言葉がこれほど似合う人が、他に存在するだろうか。あの捕とり物劇に遭そう遇ぐうしていなければ、警察よりも任にん俠きようの世界を連想してしまったかもしれない。

　そんな彼が、微笑ほほえんだのだ。それは楓に向けられたものではなく、いまだジャケットに包まれたままの紺を見下ろしての表情だった。

　──紺くんのこと、すごく可愛がってるんだ……。

　そのことを雄ゆう弁べんに語る、漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。なぜか胸が、きゅんとした。

　鷲嶽の愛情が分かって、楓は嬉しいのかもしれない。

　初対面の紺は兄を大好きだと全身で語っていたが、その後の彼らのやり取りで少し不安になっていた。まさか紺に対してつらく当たるような兄ではないかと、心のどこかで考えてしまっていたことに、楓は気づく。鷲嶽にとても失礼な話だ。ただ、楓は幼い頃ころから、優しげに見えて子どもを虐ぎやく待たいする親というものに免めん疫えきができすぎていた。

　紺が、お兄さんに愛されていることを確信できてこんなにも嬉しいのは、楓が彼らふたりのことをすっかり好きになっているからかもしれない。

　これっきりになりたくないな、と強く思った。

　家の様子を見たところ、鷲嶽はひとりで楓の面めん倒どうを見ているらしい。そしておそらく……ここは紺の家ではない。鷲嶽が一時的に預かっているだけだと考えていいはずだ。

　それならば、自分にも何か手伝えることがあるのではないか。

「紺、約束のオムいなり作ってくるから、ちょっと待ってろ」

　こくん、紺が頷く。タクシーの中でも固まって動かなかったが、家に帰ってきて緊張が解ほぐれつつあるのかもしれない。

「楓、好き嫌きらいは？」

「え？」

　ちっちゃい子が好きです。

「食えないモンはあるか」

　脳のう裏りに浮うかんだ答えを口に出さなくてよかったと、頰ほおを赤らめる。

「あの、どうぞお構いなく。紺くんが落ち着いたらおいとまします」

「ガキが遠えん慮りよすんな。それに話もある。食えないモンは？」

「あ、ええと、……すみません。嫌いなものはないです。なんでも美味おいしくいただきます。あの……僕、子どもに見られがちですが、もう成人してます。二十二歳です」

「そうか」

　ふっと口角を上げた鷲嶽の視線は、まっすぐ楓に向いていた。

　今のは確実に、自分に向けられた微笑み。そう認識した途と端たん、頰がカーッと熱くなった。

　その頃には鷲嶽はすでに寝室を出ていて顔を見られずに済んだが、自分の反応に困こん惑わくする。これではまるで、鷲嶽を特別に想おもっているみたいだ。そう、──『ヒーロー』のように。

　──ええ!?　なんで!?

　確かに鷲嶽も楓のピンチを救ってくれた。けれどこの場合は、紺を助けたおこぼれに与あずかっただけだ。それなのに楓は、かつて自分を助けてくれた『ヒーロー』の面おも影かげを、鷲嶽に重ねてしまったらしい。

　──だって、かっこよかったもんな……。

　この身にも受けたから分かる、鷲嶽の柔じゆう道どうの技わざの確かさ。いくら落ち葉が積もった地面で受身を取れたからといって、体に一いつ切さいのダメージがないことが、一朝一いつ夕せきに身につけた技ではないことを示している。取り押さえられた犯人も、ケガなどまったくしていないはずだ。

　──『ヒーロー』とは全然違ちがうけど、鷲嶽さんにも……憧あこがれるな。

　楓にとって、あの日の彼が『ヒーロー』なのは、何も悪漢から助けてもらったことだけが理由ではないのだ。彼がくれた言葉で、人生そのものを救ってもらった。だから簡単に、同じレベルの憧れを抱いだくことはない。

　けれど、かつて学ランを着ていた『ヒーロー』も、今いま頃ごろは鷲嶽のような逞たくましい男性になっているのだろうか……と、想像できたことが嬉しい。

「……かえでー？」

　もそもそと紺が顔を上げた。寝ね起おきみたいに目がしょぼしょぼしているのは、急に明るいところに出たせいだろう。

　灯あかりの下で見た紺も可愛い。ますます可愛い。

　自然と笑みが零こぼれてきて、楓はくしゃくしゃになった紺の髪かみを手て櫛ぐしで梳すいてあげた。手のひらに感じるミミが温かい。紺は気持ちよさそうに、アーモンド形の黒い瞳ひとみを三日月の形に細めた。

「楓のお手手、おかーしゃんみたい」

　ぴく、っと反応してしまったが、平静を装よそおって梳き続ける。

「そうー？」

「うん。おかーしゃん、おむかえ、まだかなー？」

　ドキッとした。彼ら兄弟の事情を垣かい間ま見てしまった気がして、後ろめたくなる。深い事情は楓が知っていいことではない。

「……紺くん、お留守番できてえらいね。淋さみしいって泣かないの、すごいと思うよ」

　話題をずらして、よしよしと頭を撫なでる。

「えー？　だって、さみしくないもん！」

　フンッと鼻を鳴らして自じ慢まんげに言ってくれるが、起きたらにーしゃんがいなくてさみしかった、と家を飛び出してしまった紺の強がりは、可愛いだけだ。

「おかーしゃんも、おとーしゃんも、『たまたま』あるから、いっしょなのー」

「うん？　ねえ、紺くん、その『たまたま』って……」

「コンね、かえで、しゅきー」

　突とつ然ぜんそんなことを言って、えへーと照れ笑いをする紺に、ぶわーっと愛が溢あふれ出す。

「僕もだよ！　紺くん、大好き！」

　むぎゅーっと抱だき締しめて頰ずりすると、もふもふのミミに触ふれて、ふわあぁと蕩とろけそうになった。わざとじゃないんだ、と自分に言い訳しつつ、もふもふの魔ま力りよくに逆らえない。

　紺も「きゃうーっ」と嬉うれしそうな声を上げて、楓に全身で絡からみついてくれる。まっふまっふと揺ゆれるシッポに、ヨダレが出そうだ。このままでは変態の道を進みそうな予感がして、楓は己おのれを律した。

　──過か剰じようもふもふダメ、ゼッタイ！

　理性と闘たたかいまくってなんとかミミから頰を離はなすと、ドアのところに鷲嶽が立っていた。

　ゴゴゴ……と地鳴りを背負しよって現れたような強面に、思わず「ぎゃっ」と声を上げてしまう。しかも紺とハモって。

「あっ、すっ、すみません」

　これではあなたの顔に驚おどろきましたと言っているようなものだ。失礼にもほどがある。

　慌あわてて居住まいを正した楓に、彼は憮ぶ然ぜんと「できたぞ」と告げた。鼻び腔こうをくすぐる味み噌そ汁しるの匂においに、楓は恐きよう縮しゆくして腰こしを上げようとする。

「そのままでいい」

「え？」

「楓がいれば、俺を怖こわがらないみたいだ」

　疑ぎ問もん符ふに頭を支配されているうちに、鷲嶽はズンズンと寝室に入ってくると、なぜかクローゼットを開けてアイロン台を取り出した。それを楓の前に置く。

　いったん寝室を出て行った鷲嶽が戻もどってくると、その手には大きなトレーがあった。アイロン台の上に、トレーをドンと置く。簡易テーブルの完成だ。

　そして目の前に現れた、オムライス──と見み紛まがうばかりの、巨大な稲荷いなり寿ず司し。

　──えっ!?　ええっ!?　稲荷寿司!?

　こんな巨きよ大だいサイズ、見たことない。一いつ般ぱん的な稲荷寿司の五、六個分はあろうかという大きさだ。それが二皿も並んでいる。

「紺、約束のオムいなりだぞ」

　くるっと紺が身を返した。楓の膝ひざをイスに、ちょこんと座る。

「にーしゃん、おかおーっ！」

「あ、ああ」

　きゃうーっ！　と両手を上げて全身で喜びを表現する紺に、なぜか鷲嶽がたじろいだ。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、すかさずケチャップボトルを掲かかげる。

　なぜ、ケチャップ？　巨大な稲荷寿司、ほわほわと湯気を立てる味噌汁、レタスが瑞みず々みずしい緑黄色野菜たっぷりのサラダというこのメニューのどこに、その赤い調味料が必要なのか。

　疑問に思う楓の目の前で、鷲嶽がボトルを傾かたむけた。

　巨大な稲荷寿司の上に。

　──ええっ？　稲荷寿司にケチャップ？　オムライスじゃないよね、これ？

　シャランラ～……魔法の杖つえを振ふるように滑なめらかに鷲嶽の手が動き、後には赤い線でキツネの顔が出来上がっていた。

　まさかの、ケチャップお絵かき。しかも愛らしいデフォルメ。かなり上手うまい。

　なんというギャップだろう。威い圧あつ感かんの塊かたまりのようなこの人が、こんなにも器用に可愛らしくケチャップで絵を描かいてしまえるなんて。

　これはオムライスではなく稲荷寿司なのにというところが気になるが、そんなもの、たった今目の前で繰くり広げられたギャップの前では瑣さ末まつなことに思えてしまう。

　呆ぼう然ぜんとしている楓の前に、スッと赤いボトルが伸のびてきた。

「ん」

　シャランラ～……今度は楓の皿の上で、鷲嶽の手が躍おどる。

　──あっ、ああ……っ？

「楓は、これだな」

「あーっ、うしゃぎしゃんー」

　数字の３を横に倒たおしたみたいな口が、可愛すぎてどうすればいいのか。　>>>♥

「あ、う、……ありがとうございます……？」

　これを自分が食べるのか。稲荷寿司にケチャップは果たして味覚的にどうなのだろう。自分が食すとなると困惑した。

　しかし紺が諸もろ手てを上げて。

「あっげしゃーんっ！」

　喜びを爆ばく発はつさせるが如ごとく叫さけんだことで、目の前が開けたような感覚になる。

「これが『あげしゃん』なんだ!?」

「あい！　あげしゃーん！」

　超ちようハイテンションで、紺はバタバタと四し肢しを動かす。ミミもシッポも忙せわしなく動いている。まっふまっふもっふもっふ、シッポが楓の胸むな元もとを容よう赦しやなく揺れ動くせいで、あげしゃんの真相に集中できない。

　これが『あげしゃん』だとしたら、森で紺が何度か楓の言葉に反応していたのはなんだったのだろう。ちびっ子の常で、理由などなかったのだろうか。

「……鷲嶽さんが作られたんですか？」

「他ほかに誰だれがいる」

　彼女とか。そう思った瞬間、さっきの女性が思い浮うかんだ。確か冴子と呼ばれていた、鷲嶽の相棒の警察の人。電灯をこちらに向けられたせいで彼女の姿ははっきりと見えなかったが、声こわ音ねや言動から、スマートでかっこいい女性なのだろうと想像する。

　けれどそれを口に出すことはできなかった。鷲嶽のプライベートに、自分などがこれ以上踏ふみ込んでいいわけがない。

「いっただっきまーしゅ」

　紺はそう挨あい拶さつするなり、ほとんど顔から突つっ込むような勢いで稲荷寿司──オムいなりにかぶりついた。止めようとした時には遅おそかった。くるっとこちらを振り返った紺の顔は、真っ赤っかのケチャップまみれだ。

「ああっ、紺くん、お顔が……」

「おいしーねぇ！」

　キラッキラと輝かがやく瞳でそんなことを言われたら、ズキューンと心臓を射い貫ぬかれるではないか。

　あまりの可愛さにクラッと気が遠くなりかけて、ハッと我に返って鷲嶽を見ると、彼はなぜか目を見開いて身み震ぶるいしていた。怖い。ぎゃあ、と叫びそうになったが、すんでで飲み込む。

「楓、……ありがとう」

　このシチュエーションで、なぜ礼を言われるのか。

「紺が、俺の目の前で食べてくれたのは初めてだ」

「え、…………そうなんですか？」

「ああ。紺を預かって三日になるが……いや、先に食ってくれ。楓も、腹が減っただろう」

　話の続きがとても気になるが、せっかく作ってくれた食事が冷めてしまうのも申し訳ない。素す直なおに「いただきます」と箸はしを取った。

　割り箸ではなく、美しい漆うるし塗ぬりの箸。深い意味はないと分かっている。それでも、使い捨ての箸ではないということが、受け入れられているような気がして嬉しかった。

　ガン見されて緊きん張ちようしながら、汁しる椀わんを手にする。ほどよい温かさは、紺が火傷やけどしないように配はい慮りよしたのだろう。

「すまん、食いにくいな」

　膝に紺を乗せたまま、上半身を捻ひねって椀を口につけた楓に、申し訳なさそうに鷲嶽が言う。いいえ、全然。慣れてます、と返すより先に、口の中に味噌汁が流れ込んできた。

「……っ！」

　口こう腔こうに、ぶわっと香かおりが満ちる。それを追って味が広がる。たった一口啜すすっただけなのに、全身に染しみ渡わたるような気がした。

　なんだろう、この味は。

　優やさしくて、懐なつかしいような気がして……鼻の奥がツンとする。なぜか泣きそうになって、楓はグッと眉まゆ根ねを寄せた。

「苦手だったか」

「いいえ！　美味おいしいです！」

　前のめりに言うと、鷲嶽は顔をしかめる。ただでさえ強こわ面もてが、凶きよう悪あくレベルの人相になって、楓は震ふるえた。誤解させてしまったと慌てる。

「本当です。こんなに美味しいお味噌汁は初めてで……ちょっと、泣きそうになりました」

「大おお袈げ裟さな」

　ボソッと吐はき捨てられて、楓は肩かたを落とした。本当なのに、どうやって伝えたらいいか分からない。

　零こぼれそうになった涙なみだを飲み込んで、二口目を啜った。口腔に優しい味が満ちる。もう瞳ひとみが潤うるむのを我が慢まんできなかった。ずびっと鼻を鳴らし、ごくごく飲んだ。豆とう腐ふとワカメと油あぶら揚あげという実のどれもが、ちびっ子の食べやすいサイズに切られていて、鷲嶽の優しさを伝えてくれる。

　料理は愛情だと思う。

　自分ひとりがただ空腹を凌しのぐためならば、いくらでも適当に作れる。米を炊たいて、味噌を湯で溶といて、ぶちこんでしまえば実なしでも立派にねこまんまだ。腹を満たせるだけで充じゆう分ぶんありがたい。だからこそこの料理が、鷲嶽がどれだけ紺のことを想おもって作ったものかが分かる。

　汁椀を置いて、オムいなりの皿を手にした。

　ケチャップでうさぎの描かれた部分を、箸で切って口に運ぶ。可愛いうさぎを崩くずすのは忍しのびなかったが、稲荷いなり寿ず司しのケチャップがけという組み合わせに狼ろう狽ばいしてしまったからこそ、真っ先にそこを選んだ。

「っ！　美味しい……」

　ちょっとした衝しよう撃げきに目を見張る。

　まさかの、本当の美味しさに、思わずがふがふと頰ほお張ばってしまった。

　油揚げに染みこんだ甘みと具ぐ沢だく山さんの酢す飯めしに、ケチャップの酸味が思いがけず絶ぜつ妙みようなハーモニーを醸かもし出している。イタリアンっぽくなるというか、少し大人の味になるというか。合うはずがないという先入観を見事に打ち砕くだかれてしまった。むしろこれ、クセになりそうだ。

「……ケチャップ、足すか？」

「あい！」

　今の問いは、楓に向けられたものだった。けれど間かん髪はつを容いれず、元気に挙手した紺に、思わず目を見合わせて吹ふきだしてしまった。

　クックッ……と鷲嶽も肩を揺ゆらして笑っている。びっくりして、それからものすごく嬉うれしくて、なぜか胸がきゅんきゅんと鳴いた。

　笑えみの尾おを引きながら、鷲嶽が紺のオムいなりに新たな絵を描いてやる。『こん』という名前付きだ。きゃうー、きゃうー、と歓かん喜きの雄お叫たけびをあげまくっていた紺は、描きあがった絵をじっと見つめてから、急にもじもじし始めた。そして、そっ……と、上うわ目め遣づかいで鷲嶽を見る。

「……あのね、コンね……、にーしゃん、……しゅき」

「っ！」

　鷲嶽が衝撃を受けたのが分かった。

　そして同時に、楓も衝撃を受ける。恥はずかしそうに身を捩よじった紺が、きゃうーっと楓の胸に顔を埋うずめてきたから。

　べっとり。ケチャップまみれだった顔型が、隈くま取どりのように楓のシャツに移っていた。

「すまん、楓」

　急いで拭ふいてくれようとする鷲嶽に、「いいえ」と楓は笑って返す。これは拭いただけで簡単に取れるレベルではないし、むしろ記念になりそうな可愛さだ。

「気にしないでください。後で洗せん濯たくしますから」

「洗濯なら俺がする」

　目が本気だ。

「いえ、そんな。本当にお気になさらず。僕にもケチャップ追加お願いします」

　話を切り上げようと、自分の皿を差し出すと、鷲嶽は真しん剣けんな表情で再びうさぎを描かいてくれた。さらにハートマークまで。どっきん！　と鼓こ動どうが跳はねる。深い意味などないと分かっているが、強面のこの人の可愛いギャップに心臓を鷲わし摑づかみにされた気分だ。

　顔が赤くなっていないだろうか。ドギマギとしながら、礼を言って食事の続きにとりかかった。ほとんど平らげた段階になって、ようやく、作ってくれた本人が何も食べていないことに気づく。いろいろとありすぎたとはいえ、そんな当たり前のところに気づいていなかった自分が恥ずかしい。

「あの、僕たちだけいただいてすみません。鷲嶽さんは……」

「署で食った。そもそも俺がいたら紺が食わないと思っていたから……楓はすごいな」

「……そんな」

　なんと答えればいいか分からなかった。

　鷲嶽が紺を預かって三日目であることと、どうやらまだそれほど仲良しになれていなかったらしいことは、おぼろげながらに理解したが……。

「紺を食わせながらで悪いが、聞いてくれるか？」

「はい、もちろんです」

　合間合間に世話を焼いているが、紺はちゃんとひとりで食べられている。床に飛び散ったご飯はん粒つぶを拾おうとした楓を止めたくらい寛かん容ような鷲嶽だからこそ、許されているレベルではあるが。もしかしたら普ふ段だんはもっと散らかるのかもしれない。

「その前に、正直な気持ちを聞かせてくれ。巻き込まれたことに対して、どう思っている？」

「え、そもそも巻き込まれたなんて思っていませんが……」

　鷲嶽のまなざしは鋭するどくて、取調べを受けているような気になった。そうだ、この人は警察官なんだ、と不意に思い出す。

「だって僕は自分から、紺くんを保護者の元へ送り届けようって決めたんですよ？」

「それも、悪かった。うまく受身を取ってくれたが、痛いところはないか？」

　胡坐あぐらをかいた状態で深く頭を下げられて、楓は慌あわてる。

「全然、どこも平気です。鷲嶽さんは紺くんを守ろうとされただけなんですから、謝らないでください」

　まっすぐで、誠実な人なのだなと思った。……いや、人ではなかった。彼はキツネだ。どうも忘れがちになる。

　けれど無理に区別する必要もないのかな、と思った。彼のアイデンティティを無視するわけではないが、キツネでも人間でも鷲嶽は鷲嶽だ。

「何から話せばいいのか……」

　しばし考えを巡めぐらせる沈ちん黙もくがあり、それからまっすぐ見つめられた。揺るぎない漆しつ黒こくのまなざしに背筋が伸のびる。

「俺は弟から、一週間、息子むすこを守ってくれと託たくされた。今日が三日目だ。紺と会ったのは二日前が初めてで、弟に会ったのも約十年ぶりだった」

「え！　十年ぶりですか？」

「ああ。高校卒業と同時に弟は放ほう浪ろうの旅に出て、時折元気だという葉書は届いたが、こちらから連れん絡らくを取る手段はなかった」

　それは一いつ般ぱん家庭ではよくあることなのだろうか。それともキツネ的常識なのか。楓には何が普通か分からない。

「あ、っていうか、紺くんとご兄弟じゃないんですね？　にーしゃんって呼んでたから、てっきり……」

「おそらく啓治の……弟の真似まねをしたんだろうな」

　視線を落とした微び笑しようが、どこか淋さみしげに見えた。十年ぶりに会った弟に、この人はどんな想いを抱いだいたのだろう。

「弟は啓治というんだが、妖よう狐この女である穂ほ風かぜと恋こいをして、紺を授さずかったらしい。だが穂風はキツネの里の長の長女で、本来ならば次期里長となるキツネを婿むこに取らなければいけなかった。それが人間なんかに穢けがされたと、里の連中が怒いかり狂くるったそうだ」

「人間!?　……じゃあ、鷲嶽さんも人間なんですね……？」

　目を見開いた楓に、彼はクッと喉のどで笑った。

「ああ、人間だ。ミミもシッポも生えていないだろう？」

「あっ、すみません……上手に化けてるんだな、と思ってました……」

　盛せい大だいな勘かん違ちがいを告白すると、肩を震わせて声もなく笑われてしまう。恥ずかしいが、そんな表情を見せてくれたことが嬉しい。気を許してくれたのだと思うから。

「……あー、久しぶりに笑った」

「う、すみません」

「いや。話は戻もどるが、怒おこった里の連中は、穂風と紺を屋や敷しき内に軟なん禁きんしたそうだ。里は日本の田舎いなかにそっくりの風景だが亜あ空間のような場所にあって、ケータイなんかはまったく繫つながらないらしい。そこから弾はじき出されてしまった啓治は、特とく殊しゆなアイテムを使ってなんとか紺だけを救い出したんだが」

「あのねー、『たまたま』だよー」

　唐とう突とつに、紺が会話に参入する。皿に残ったケチャップを掬すくった指をしゃぶりながら、ごきげんだ。

　母親とともに軟禁されていたというショッキングなことを聞いてしまった直後で、胸が痛む。心の傷になっていないことを願うことしかできない自分が、もどかしい。

「紺くん、それよく言うね。『たまたま』ってなぁに？」

　べたべたの口周りと手を濡ぬれ布ぶ巾きんで拭いてあげながら尋たずねると、紺はなぜか自分の襟えりぐりに手を突つっ込んでごそごそし始めた。

　首から何かを下げているらしい。紐ひもを手た繰ぐってスポッと取り出したのは、小さな巾着袋ぶくろだった。片手に握にぎり込めてしまえるくらいのサイズで、服の上からはまったく気づかなかった。

「これだよー。かえで、見たいー？」

　ミミとシッポがピーンと立って、瞳どう孔こうが大きくなり、鼻の穴が膨ふくらんでいる。これは見せたい、自じ慢まんしたいということだろう。楓は、うん、と微笑ほほえんだ。

「見せてくれるの？」

「いいよー。かえで、とくべつ！」

　フンフンと興奮気味に鼻息を吐はきながら、巾着の中身を手のひらに出す。

　ころん、と転がり出てきたのは、ビー玉サイズの玉だった。「たまたま」とは、「玉様」ということらしい。

　ほんのり白みがかった透とう明めいの玉は、紺の手の上でころころ転がると、光の加減によってか虹にじ色いろに変化した。今まで見てきたどんなビー玉よりも美しい。宝石だと言われたら、信じてしまいそうなくらい。

「綺き麗れいだね」

「えへへー。かえでの『たまたま』は？」

「僕は持ってないんだ」

「えっ！」

　相当驚おどろいたらしい。アーモンド形の黒い目が、葡萄ぶどうみたいに真ん丸になる。

「なんで？　『たまたま』なかったら、お金は、どうするの？　にんげんは、お金がいるんれしょ？」

　もしかしてこの玉は、キツネの子どもたちにとって貨か幣へいのような価値があるのだろうか。

「働いて稼かせぐよ。大人になったら、働いた分だけ、お疲つかれさまってお金をもらえるから」

「しょーなの？」

「うん、そうなんだよ」

「おとなって、たいへんねぇ」

　同情するような口調に、思わず吹ふきだしてしまった。鷲嶽の口角も上がっている。

「紺、俺にも見せてくれるか？」

　どこか遠えん慮りよがちに、鷲嶽が口を開いた。断られることを恐おそれているような気がして、そんな鷲嶽を可愛いと思ってしまう。

「あう……」

　紺が困こん惑わく気に楓を見上げてくる。いやじゃない、でもどうしたらいいの、という表情だ。

　一方、鷲嶽は拒きよ絶ぜつされたと思ったらしく、暗雲を背負しよい始めた。表情が硬かたい。その顔だけを見たら怖こわいけれど、理由が分かっているので可哀かわい想そうになってくる。

「お兄さんに見せるの、いや？」

　ぶんぶん！　紺は勢いよくかぶりを振ふる。

「じゃあ、恥はずかしい？」

「……あい」

　もじもじと頷うなずくと、鷲嶽の背後に立ち込こめていた暗雲がすうっと薄うすくなる。

　──この人、分かりやすい……！

　きゅんきゅんしてしまった。こんなに立派で、頼たのもしい、強こわ面もての男性に対して失礼かもしれないが、可愛げのある人だと思う。野生の熊くまに遭そう遇ぐうして怯おびえていたら、思いがけず懐なついてくれて嬉うれしくなるような、そんな気持ちを楓は抱く。

「でも、紺くんが大事な『たまたま』を見せてくれたら、お兄さんはとても喜ぶと思うよ」

「しょーなの？」

　自分が彼を喜ばせることができるなんて、今初めて知った。そんな声が聞こえてくる、驚きの表情だ。

「にーしゃん、コンが、『たまたま』見せたら、よろこぶ、なの？」

「……ああ、喜ぶ。……すごく、嬉しい」

「あい！　どーじょ！」

　小さな手を、めいっぱい鷲嶽の方へ差し出した。反対の手と足で楓にしがみつき、恐こわ々ごわとした様子ではあるが、それはものすごい歩み寄りに思えた。

　その証しよう拠こに、鷲嶽は感極きわまったように打ち震ふるえている。

　胸がさらにきゅんきゅん締しめ付けられて、もうどうしてくれようこのふたり、と楓は悶もだえた。すごく好きだ。不器用な鷲嶽も、にーしゃん大好きなのにびくびくもじもじしてしまう紺も、可愛くてたまらない。

　麗うるわしき兄弟──もとい、伯父おじと甥おいとの交流に立ち会えたことが、すごく嬉しい。

「……ありがとう」

　鷲嶽は律りち儀ぎに礼を言い、『たまたま』を観察し始める。

「これが、紺を里から隠かくしてくれてるんだな？」

「あい。けっかい？　はって、くれてるのー」

　のほーんと教えてくれるが、それはかなり重要な情報ではないだろうか。

「結界ですか？」

「ああ、啓治いわく、キツネは生まれながらに玉を持っているらしくて、紺の玉に穂風が目くらましの術をかけたそうだ。それが結界ということだろう。一週間程度なら問題なく力は持続するから、迎むかえに来るまでとにかく匿かくまってほしいと言っていた」

「啓治さんは……穂風さんを助けに？」

　鷲嶽が深く頷く。眉み間けんに皺しわが刻まれているのは、弟を心配するがゆえのものに違いない。

「別れ際ぎわに、穂風が自分の玉を分け与あたえてくれたんだそうだ。それは魂たましいを削けずって分けるくらい、特別な行こう為いらしい。……玉があれば啓治は里へ潜せん入にゆうできるし、里の連中から身を隠すこともできる。……俺には何もしてやれない。紺を預かること以外は」

「それが一番ありがたいことなんじゃないですか？」

　思わず口を出してしまっていた。そんなこと、鷲嶽自身も分かっているはずなのに。それでも弟のために何かしたいと苦しんでいるから、そんな科白せりふになったのだろう。

「……差し出がましいことを言いました。すみません」

「いや」

　鷲嶽の口角が僅わずかに上がる。楓を安心させようとするように。

「紺を預かって今日で三日。つまりあと四日……俺はただ啓治の無事を祈いのるしかない。そして紺を守ることが使命なのに、今日のことは俺の失態だ。紺を保護してくれてありがとう、楓」

「いえ、そんな！　当然のことをしたまでです」

　互たがいに畏かしこまって、頭を下げ合う。紺も真似まねして、ぺこーっとお辞じ儀ぎをする。

「あの……立ち入ったことをおうかがいしますが、鷲嶽さんが仕事に行かれている間、紺くんはひとりでお留守番されてるんですよね？」

「そうだ。紺は玉の結界で、当面のところ里に見つかる心配はないということだし、その……この三日間、オムいなりを食べる時しかベッドの下から出てこなかったんだ。俺を怖がっていた。むしろ俺がいない方がよさそうだと判断して、靴くつにＧＰＳを仕込んだ上で、日に何度か様子を見に戻ってはいたが……いや、そんなものは詭き弁べんだ。俺は情けないことに、仕事を放ほうり出すこともできず、紺を危険な目に遭あわせてしまった。後こう悔かいしてもしきれない」

　こうして紺は無事に帰ってきたけれど、鷲嶽は自分を酷ひどく責めているのだと思った。

　彼は警察官という責任のある仕事をしていて、簡単に休みが取れるわけがないことくらい素人しろうとでも分かる。それなのに仕方なかったと考えない。

　──僕に、何かできないかな。

　力になりたい、と強く思った。少しでも鷲嶽の力になれたら、楓が嬉しい。

「あの、もしよかったら、紺くんと一いつ緒しよにお留守番させてもらえませんか？　シッターというには力不足ですが、将来は保育士を目指しています。そんなもの経歴にはならなくて、大事な紺くんを預けるのは心配だと思いますが、小さい子のお世話はそれなりに経験があります。だから……」

　鷲嶽の眉間に皺が寄る。迷めい惑わくだと言われるのも覚かく悟ごの上で、食い下がるつもりだったが。

「力不足なわけがないだろう。楓のおかげで、紺が初めてまともに顔を見せてくれたんだぞ。保育士は楓の天職だと思う」

　真顔でそんなことを言われて、胸が熱くなった。褒ほめてもらえることが、こんなに嬉しいなんて。

「だが、俺たちのために、楓の生活を犠ぎ牲せいにしないでくれ。もう充じゆう分ぶんだ」

「犠牲だなんて。むしろ紺くんと過ごすことは、僕にとってプラスになると思います。保育士になれたら、いろんなお子さんを預かることになるでしょうから」

　ケモミミとシッポが生えた子には、なかなか出で逢あえない気はするが。

「だが、学校があるんじゃないか？」

「あ、誤解させてしまってすみません。実はまだ学費を貯めている段階で、保育士の学校にも通えていないんです。……ちょっと事情があって、働きながら通信制で資格を取るつもりです」

「それなら尚なおさら、仕事を休むわけにはいかないだろう」

「お恥ずかしい話ですが、仕事は……定職ではありません。日ひ雇やといの派は遣けん業です」

「どういう状じよう況きようだ？　詳くわしく聞かせてくれ」

　わずかに逡しゆん巡じゆんしたが、隠し事をしていては信用してもらえないと、洗いざらい話すことに決めた。

　身寄りがなくて児じ童どう養よう護ご施し設せつで育ったこと、高校を卒業して町工場に就職し、その寮りようで暮らしていたが、三ヶ月ほど前に倒とう産さんしてしまったこと、自分で家を借りるにも急には無理なので、今はネットカフェやゲストハウスを転々としていることなど。

　楽しい話題ではないのに、鷲嶽は真しん剣けんに聞いてくれた。しかも同情などまったく滲にじませずに。

　楓は自分のことを、まったく不幸だなんて思っていない。それでも、人はそう捉とらえないということを、今まで数え切れないほど経験してきた。

　可哀想だなんて言われたくなかった。

　楓にとっては毎日が、今この瞬しゆん間かんが『プレゼント』で、決して可哀想なんかじゃないのだから。

　けれどすべての人にその持論を説いて回ることなどできない。それに同情心から支し援えんに回ってくれる人が多くいることも知っている。だから甘んじて受け入れつつ、やはり心では苦々しいものを感じていたのだが……。

　鷲嶽の反応は、楓が今まで出逢ってきたどんな人とも違っていた。

　楓が話したことを、ただ事実として、そのまま受け止めてくれる。家を急に借りられないと話した時も、「そうだな、敷しき金きん礼金に保証人だの、簡単にはいかないだろうな」と相あい槌づちを打たれて、「そうなんです。保証人は代行サービスもあるって聞いたんですが、想像以上に高額でした……」と普ふ通つうに会話できてしまった。悲ひ壮そう感などみじんも漂ただよわせることなく。

　鷲嶽のこの対応は、職業柄がらなのだろうか。楓なんかよりずっと大変な状況に置かれている人を、彼はたくさん見ているのかもしれない。そう気づいたら、変な緊きん張ちよう感かんが解ほぐれた。

「つまり今は、楓が大事な何かを犠牲にすることなく、紺といてくれることが可能だということか？」

「はい」

　紺をきゅっと抱だき締めて、力強く頷く。さっきからやけにおとなしくなっていた紺は、こっくりこっくりと眠ねむそうだ。きっととても疲つかれたのだろう。

「分かった。それならシッターとして雇やとわせてくれ。時給の相場はどれくらいだ？」

「いえ！　バイト代なんて結構です。ただ僕が、お役に立ちたいだけなので」

　大声を出してしまったせいで紺がビクーッと起きてしまったが、再び船を漕こぎ始める。

「労働に対する対価を支し払はらうのは当然のことだ」

「労働だなんて思いたくないんです。その……紺くんのこと、すごく可愛くて。これっきりになりたくありません。でも……きっと、ずっと関かかわっていける存在ではないんですよね？　弟さんが迎えにこられたら、……遠くにいってしまうんでしょう？　だったら、それまで一緒にいたいです。どうか、一緒にいることを許してください」

　鷲嶽はむっつりと黙だまり込んでしまった。威い圧あつ感かんの溢あふれるその顔に、少し前までの楓ならただ怯おびえていただろう。けれど今は、彼の優やさしさを知っている。そして可愛いところも見てしまった。きっと楓のこと、紺のこと、さまざまなことに考えを巡めぐらせてくれているはずだ。だから邪じや魔まをせず、答えが出るまで待とうと思った。

　腕うでの中で、紺はすっかり寝ね入いっている。ずっしりとした重みを感じた。見た目よりずっと軽い紺でも、眠ると重い。そんな当たり前の発見が愛いとしい。

「──分かった。この条件を吞のめるなら、楓の望みを叶かなえよう」

「ありがとうございます！　どんな条件でも結構です」

　紺から目を離はなさないこととか、紺のことを口外しないこととか、そういう条件を提示されると思って頷うなずいたのに。

「なら、決まりだ。シッターは住み込みで頼たのむ。バイト代を出さない代わりに、食費や光熱費など一いつ切さいの生活費は受け取らない。それでいいな？」

「えっ！」

「それでいいな？」

　同じ科白で念を押され、「は、はい」と頷くことしかできなかった。

　押し売りシッターなのに、むしろ世話になりすぎではないだろうか。やはり鷲嶽も、楓の境きよう遇ぐうに同情したということだろうか。一緒にいられることになって嬉うれしいが、少し苦い。

　紺をパジャマに着き替がえさせてベッドに寝かせた後、早さつ速そく、連れん泊ぱく中のネットカフェに預けていた荷物を鷲嶽が回収しに行ってくれた。自分で取りに行くと言ったが、紺が起きた時に自分では対処できないと言われると、我を通すことはできなかった。

　大きめのボストンバッグ一つが、今の楓の私物のすべて。

　寝しん室しつにあるクローゼットの一部を空けて、好きに使ってくれと言われたが、さすがにそこまで甘えられない。バッグごとそこに置かせてもらい、その後、勧すすめられるままに風ふ呂ろまで借りた。しかもシャワーではなく湯まで張ってくれて、申し訳なくなってしまう。

　温まって出てくると、ベッドに寝るように言われる。

「いえ、そんな。床ゆかで結構です。本当に、おかまいなく」

「楓が床で寝ていたら、紺は間ま違ちがいなくベッドの下に戻もどるだろうな」

　残念そうに呟つぶやかれ、う、と言葉に詰つまった。

「風呂に入ってくる。先に寝ていてくれ」

　寝室に残され、困ってしまう。

　ひとまず紺の様子を窺うかがおうと覗のぞきこむと、紺はベッドのど真ん中で、くるんと丸くなって眠っていた。なんと、自分のシッポを枕まくらにして。

　──可愛すぎる……！

　悶もん絶ぜつした。人は、好きすぎるものに遭そう遇ぐうすると、呼吸が乱れて身み悶もだえるのだということを、楓は初めて知る。

　シッポに顔を埋うずめてもふもふしたい。ものすごくしたい。

　けれどそれは、超こえてはいけない一線のような気がした。

　シッポフェチだという自覚はしたが、それが理由で紺と留守番したいと言ったわけではないのだ。純じゆん粋すいに紺が心配だったし、鷲嶽の力になりたかった。今は本心だと分かっているその気持ちが、もしももふもふしてしまったら、揺ゆらいでしまうのではないかという恐おそれを感じた。

　──もふもふダメ、ゼッタイ。

　心の中で、標語のように唱える。

　深呼吸をしながら何度か唱えたおかげで、少しずつ冷静になってきた。シッポを枕に丸まって眠る紺を見ても、微笑ほほえんでいられるようになって、楓はようやく自信を持つ。

　──よかった。一線を守れた。

　そして再び、どこで寝ればいいのかと逡巡が始まる。

　巨きよ大だいなベッドは、紺がど真ん中に寝ていても両側に充分なスペースがある。体の大きな鷲嶽でも、手足を伸のばして安あん眠みんできるだろうサイズだ。

　──無理矢理床で寝てたら、鷲嶽さんにかえって気を遣つかわせてしまうよね……。

　人様の厚こう意いはありがたく受け入れるべきだ。楓はそうして生きてきた。

　ほんの一時の支援を、むしろ残ざん酷こくだと批判する見方も世間にはあるが、厚意を受ける側にとってはその「一時」が生死を分けることだってあるのだ。ある人の「一時」、またある人の「一時」の手助けが鎖くさりのように繫つながって、途と切ぎれずに恩おん恵けいを受けられることも珍めずらしくない。

　だから素す直なおに、この状況に感謝しようと思った。

　──ありがとうございます。お言葉に甘えます。

　バスルームの方向に向かって頭を下げてから、楓はもそもそと布ふ団とんに潜もぐり込んだ。紺の隣となりに横たわると、黄金に輝かがやくもふもふのシッポが目の前に麦畑みたいに広がる。なんという僥ぎよう倖こう。

　掛かけ布団が二枚用意されていたので、ありがたく一枚借りる。紺にもかけてあげたが、暑かったらしく、すぐに蹴け飛とばされてしまった。

　そんな仕草が可愛くて、ふふっと笑ったところで記き憶おくが途切れる。

　一瞬で眠りに落ちていたのだと気づいたのは、朝方、うっすらとした青い光の差し込む部屋で目が覚めた時だった。

　紺の向こうに鷲嶽がいる。仰あお向むけに横たわり、穏おだやかなリズムで厚い胸むな板いたが上下していた。

　眉み間けんには皺しわが寄ったままだ。けれど閉じられた眸ひとみは、威圧感を一割くらいにまで軽減していた。彼の迫はく力りよくの大半は眼光が影えい響きようしているのかもしれない。

　──鷲嶽さん……鷲嶽正義さん。

　名前を呟いたら、なぜか胸の奥が、きゅっと甘く疼うずいた。

　怖こわいのに、可愛い。

　こんな人が存在するんだ、と魅み力りよく的な新種の生物を発見したかのような心地ここちになった。それは昨夜、ケモミミとシッポが生えた紺と出で逢あった衝しよう撃げきに似ているようで、どこか違っていた。

　この人のことを、知りたい。

　どうしてあんなに料理が上手うまいのかとか、普ふ段だんの休日はどんなふうに過ごしているのだろうとか、どんな物を見てどんな音楽を聴きいてどんな時に心が安らぐのかなとか……この人の感性に触ふれてみたい。きっと楓がこれまでに出逢ってきた誰だれとも違う答えがきけるのだろうな、と思った。

　想像しただけでなぜか楽しくなってきて、ふふっと笑みが零こぼれる。そして誘われるように目を閉じた。

　丸まった紺を真ん中に、昨日出逢ったばかりの人と川の字で寝ていることが不思議で、それなのにとても落ち着いた。

　ほわほわと温かい気持ちが胸に満ち、それがキラキラと輝いているような気がする。こんな気持ちをなんと言うのだろう。分からない。けれどなぜか、紺が見せてくれた『たまたま』の美しさに似ているような気がした。
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　次に目が覚めた時には、すっかり太陽が昇のぼっていた。

　優しい味み噌そ汁しるの匂においが鼻をくすぐり、鷲嶽がすでに起きていると気づいて、楓は慌あわてて寝室を出る。紺はまだぐっすりと眠っている。

　リビングスペースの向こう、キッチンに、鷲嶽の背中が見えた。

「おはようございます。すみません、寝ね過すごしてしまって」

　声をかけたら、振ふり返ってくれた。朝あさ陽ひの下で見る鷲嶽も、素す敵てきに強こわ面もてだ。初対面なら間違いなくヒィッと悲鳴を上げてしまっただろう。けれど楓は、もう大だい丈じよう夫ぶ。

「よく眠ねむれたか？」

「はい。こんなに深く眠ったのは久しぶりな気がします……」

　工場が倒とう産さんしてからの三ヶ月は当然のこと、その前の寮りようも機械を二十四時間稼か動どうさせるために従業員はシフト制で、一つの部屋に六人が交代で布団を敷しいて寝るスタイルだったから、どうしたって眠りが浅くなってしまっていた。先せん輩ぱいも同どう僚りようもいい人たちばかりで、掃そう除じもきちんとしていたが、やはり「家」ではなかったのだなと思う。

　楓にはそれでも充じゆう分ぶんだった。この夜を過ごさなければ、ぐっすり眠れていなかったことにも気づかなかっただろう。

「ん」

　突とつ然ぜん、小皿を差し出される。

　鷲嶽は片手におたまを持っていて、味噌汁の味見をさせてくれるのだと気づいた。

「いただきます」

　湯気が立ち上るそれを啜すすって、口こう腔こうに広がった優やさしさに、やっぱり鼻の奥がツンとした。

「……美味おいしいです、とても」

「そうか。すぐ食えるか？　そっちに座って待ってろ」

「そんな、お構いなく。自分でします。鷲嶽さん、お仕事に行かれるんですよね？」

　黒いエプロンの下は、既すでにワイシャツとスラックスだ。髭ひげもなくさっぱりと身み形なりは整えられていて、ネクタイさえ締しめれば完かん了りようという感じだ。

「まだ時間はある。オムいなりの下した拵ごしらえをするのに、早く起きただけだ」

　そう言われてみると、キッチンには朝食用にしては多すぎる油あぶら揚あげが積み重ねられていた。油揚げ一枚一枚がデカい。なるほど、この大きさならオムライスサイズの稲荷いなり寿ず司しが作れそうだ。

「あの……もしよかったら、作り方を教えていただけませんか？　紺くんとお留守番するだけでは時間を持て余しそうなので、キッチンを使ってもよろしければ、僕が……」

　楓がオムいなりを作れたら、忙いそがしい鷲嶽の負担が少しでも軽くなるかもしれない。

「いや、昨夜の紺の様子だと、あいつの世話だけでかなり疲つかれるんじゃないか？」

「ちびっ子のお世話は慣れているので、大丈夫です。あ、……もちろん、ご迷めい惑わくでなければですが」

「迷惑なわけがないだろう」

　ふっと微び笑しようを浮うかべた鷲嶽に、ドキッと鼓こ動どうが跳はねる。なんだか昨夜から心臓の具合が変だ。

「稲荷寿司を作ったことは？」

「う、すみません。ないです」

　得意料理といえばねこまんまだ。それは一いつ般ぱん的には料理といわない。

「簡単だから大丈夫だ。甘えていいか？」

「っ！　もちろんです！」

　威い圧あつ感かんを漂ただよわせた怖い顔で、甘えていいか？　は、かなりキタ。心臓がばっくんばっくん打ち鳴らされる。

「作業に入る前に、大まかに手順を説明するぞ」

　買ってきた油揚げを袋ふくろごとレンジで少し温め、それを袋の上から麵めん棒ぼうで軽くコロコロする。そうすると後で開きやすくなるそうだ。それから湯通しして余分な油を落とし、氷水で冷やして絞しぼる。調味料をまぜて熱した鍋なべに、油揚げをドカドカ入れて汁しる気けがなくなるまで煮にる。それで下拵えは完成だそうだ。

　中に詰つめる酢す飯めしは、まとめて作ったものがまだたくさん残っていた。檜ひのきの寿司桶おけに広げて、濡ぬれ布ぶ巾きんがかけられている。油揚げが冷めたらそれを詰めて、最後にケチャップで絵を描いてやってくれ、と言われた。上手うまく描けるだろうか。

　ザッと説明を受けた後、作業に取り掛かる。聞いているだけだと自分にも簡単にできそうな気がしたが、初っ端ぱなから不器用さを発揮してしまう。

「空気穴は少しでいい。そこまで切り込みを入れたら、油が滲にじんで手が汚よごれるだろう？」

　鷲嶽が見本を見せてくれて初めて、なるほど、と納なつ得とくする。

　別に手なんて汚れても洗えばいいと思っていたが、いちいち洗っていては作業効率が落ちる。ちょっとした工夫で格段に手て際ぎわがよくなることを、鷲嶽の作業を見て学んだ。

「こんな感じでいいですか？」

　麵棒でコロコロしながら、鷲嶽に見てもらう。すると彼は「ああ」と頷うなずきながらも、なぜか楓の背中から覆おおいかぶさるようにして、楓の手に大きな手を重ねてきた。

「あっ、わっ、鷲嶽さん……っ？」

「それで合ってる」

　それならなぜ、二人羽織りみたいなこんな体勢で作業をさせるのだろう。触れられている手の甲こうが熱い。腕うでまくりしている鷲嶽の筋肉質な手に、視線が吸い寄せられてしまう。セーター越ごしでも感じ取ってしまう、鷲嶽の胸むな板いたの厚さ。背中がじわじわと熱を帯びてくる。

「これくらいの力加減でいい」

　なるほど。もっと軽くでいいのか。これを伝えたかったのだと、理解した。けれどドキドキは治まらない。

　鷲嶽は楓の髪かみをくしゃくしゃっと搔かき混ぜて離はなれていった。

　気安い接せつ触しよくに、顔が赤くなってしまう。

　このままでは鷲嶽に変に思われてしまうのではと、楓は無心になろうと努めた。一心不乱に油揚げと向き合う。「そんなに根を詰めなくても大丈夫だ」と笑われてしまうほど真しん剣けんに。

　ようやく平静を取り戻もどせたのは、煮込みの段階になってからだ。長かった。

「できたら昼くらいに一いつ旦たん帰って来たいが、どうなるか分からん。何かあったら、すぐに電話してくれ。遠えん慮りよしなくていい」

「はい。ちゃんとお留守番してるので、どうか無理なさらないでください」

　ただでさえ危険な仕事なのだから。昨夜の捕とり物劇を思い出すと、今でも背筋が凍こごえる。

　なぜか、鷲嶽がじっと楓を見下ろしてくる。

　そのまなざしは初めて出逢うものだった。あの森での射い貫ぬくようなものでも、見み透すかすようなものでも、紺とひとまとめにして見られる庇ひ護ごすべき対象へのものでもなくて、すごく静かで、それでいて何かを秘ひめているような、不思議な色を宿している。

「……鷲嶽さん？」

「いや、……人がいる家というのはこんなに心地ここちいいものなのかと……初めて感じた」

　どういう意味だろう。まさか鷲嶽も孤こ児じだったなんてことはないと思うが……。

　そんな心配が伝わったのか、鷲嶽の目がふっと優しくなった。きゅんと胸が鳴る。なんだかマズいような気がした。鷲嶽はきっと、天然の人たらしだ。誠実で、噓うそがなくて、きちんと向き合ってくれるから、惹ひかれてしまう。きっとこの人の周りには、鷲嶽を好きな人がいっぱいいる。

「職場の後こう輩はいが少し前に結けつ婚こんしてな。たとえケンカをしてる時でも、家の中に嫁よめの気配があるだけで幸せだとノロケまくるんだが、まったく理解できなかった。だが、……少し、分かった気がする」

「……そうなんですか？」

「ああ。俺は結婚に向いてないとずっと思っていたが、こんな感じならなんとかなりそうだ」

　結婚を考えている相手がいるのだろうか。

　照れたような笑えみを浮かべる鷲嶽の横顔に、なぜか楓はショックを受ける。

「楓、少し情けない話を聞いてくれるか？」

　キッチンにもたれかかり、静かに尋たずねてきた鷲嶽に、楓はゆっくり頷いた。

　くつくつと鍋が煮えている。醬しよう油ゆベースの甘い匂においが立ち込こめて、夢みたいに幸せな空間だな、と思った。

「会ったばかりの甥おいのために、どうしてここまでするのかと疑問に思っているかもしれないが……」

　楓は首を傾かしげた。そんなこと思ってもみなかった。小さい子を守るのは当たり前のことだし、それが血けつ縁えんなら尚なおさらだと思う。

「これは、俺の懺ざん悔げでもあるんだ」

「え？」

「啓治が十年も放ほう浪ろうしていたことは昨日話したが……それは、俺が悪かったからだ。あの家で、あいつを守ってやれなかった」

　後こう悔かいの滲んだ、淋さみしげな表情に、胸がツキンと痛む。

「……俺の家は近所でも有名な警察官かん僚りよう一家でな。両親も祖父母も官僚で、俺も啓治も将来同じ道を歩むのが当然だと、子どもの頃ころから厳しく躾しつけられていた。だが俺はともかく、啓治は子どもの頃体が弱くて……気の優しい子だった。俺と同じようにできないことを叱しかられては、泣いていた」

　警察官僚で有名な鷲嶽家。……ふと、記き憶おくの片かた隅すみに何かが引っかかった。けれど続けられた鷲嶽の話に、その違い和わ感かんは流れてしまう。

「啓治を守ってやりたかった。だが俺が庇かばうと、家の大人たちはさらに啓治につらく当たる。そのうち啓治自身が、庇われることに怯おびえるようになった。俺を見ただけで目を見開いて硬こう直ちよくして……」

　眉まゆ根ねを寄せて、唇くちびるを嚙かみしめる。当時のつらい記憶が甦よみがえっているのだろう。痛ましくて、楓も無意識のうちに眉根を寄せていた。

「俺は家に反発して、中高生の頃は手もつけられないほど荒あれていた。ただ弱者をいたぶることだけは、俺の倫りん理り観が赦ゆるさなかった。その代わりに……悪いことをしている奴やつを見ると、容よう赦しやなく叩たたきのめしていた。自分の鬱うつ憤ぷん晴らしに悪者を利用していたんだ」

　そんな鷲嶽が想像できない。けれど彼が噓を騙かたるとも思えなかった。楓は何も言うことができず、ただ耳を傾かたむける。

「そんな俺が、今こうして刑けい事じをやれるまでになったのは──ある子どもとの出で逢あいがあったからなんだ」

　視線が戻ってきて、まっすぐに見つめられる。漆しつ黒こくの眸ひとみが、鋭するどいのに優やさしさを湛たたえて、じっと楓を見つめた。

　沈ちん黙もくが漂う。まなざしで、楓に何かを伝えようとしてくれているのだろうか。

　──その子どもとの出逢いのおかげで、刑事になれたから、紺くんのことも守るっていう意味かな……？

　考えを巡めぐらせるが、分からない。答えは鷲嶽の中にしかない。

「楓、おまえは？　施し設せつでつらいことはなかったか？」

「いえ！　僕はたくさんの方に助けてもらって生きてこられました。感謝しかないです」

「……そうか」

　ようやく視線が外れて、ホッとした。鼓こ動どうも気持ちも乱れている。鷲嶽のまなざしは楓を乱す。

「中学や高校は？」

「楽しかったです」

　施設の子だということは囁ささやかれていて、きっとほとんどの生徒が知っていた。表立ったいじめはなかったが、悪意を向けられたこともある。けれど友人が庇ってくれた。進路が分かれて疎そ遠えんになってしまったが、あの時、全力で向き合ってくれたことを楓は絶対に忘れない。

「部活なんかもしてたのか？」

「いえ、僕の夢は保育士だったので……放課後は施設の下の子の面めん倒どうを見たり、併へい設せつ保育園で手伝いをしたりしてました。ちびっ子、好きなんです」

「そうか」

　いつの間にか、話題が楓のことに移ってしまっていた。鷲嶽の話をもっと聞きたいのに。そう思ったが、根ね掘ほり葉掘り質問するのは失礼だろう。我が慢まんするしかない。

「そろそろ時間だな」

　鍋なべの火を落として、鷲嶽はエプロンを外す。

「家の中の物は何でも好きに使ってくれ。食材も自由に使って、好きなものを食べろ。紺の三食オムいなりに合わせる必要はないからな」

　ネクタイを締しめて、ジャケットを着て、コートを羽織る。鏡も見ずに手て櫛ぐしで髪を整えながら玄げん関かんに向かう鷲嶽の後ろを、楓はとことこついていった。

「もう一度言っておくが、何かあれば遠慮せずに電話しろ。いいな？」

「はい。──いってらっしゃい。気をつけて」

　靴くつを履はいていた鷲嶽が、一いつ瞬しゆん固まった。そして楓をまじまじと見る。

　何か変なことを言っただろうか。一いつ般ぱん家庭の常識では、こんな言葉をかけたりしないのだろうか。

　沈黙が続いて不安になってきた頃、止まっていた時が再び動き始めるように、鷲嶽は靴をきちんと履き終えた。玄関の鍵かぎを開けて、楓に手を伸のばしてくる。

「いってきます。留守を頼たのんだ」

　くしゃくしゃっと髪を撫なでた後、なぜか……するり、と頰ほおを撫でられた。

　意味ありげな指先。そんなふうに感じてしまった自分が、きっとおかしい。

　鷲嶽が玄関を出ていく。ドアが閉まる。その瞬間、楓はその場にしゃがみこんだ。

　──なっ、何、今の……っ!?

　触ふれられた頰が熱い。心臓がバクバク鳴りまくって苦しい。

　なぜかものすごく恥はずかしくて、わけもわからず胸が熱い。
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　鷲嶽を見送ってから寝しん室しつを覗のぞくと、さっきまでの場所に紺がいなかった。

　青ざめて布団を剝はぐ……と。

「かえでーっ」

　ベッドの下の隙すき間まから、ドーンと脛すねに突とつ進しんされて派手に転んだ。衝しよう撃げきの出逢いの再来だ。

「わー。ごめんなしゃいっ」

「僕こそごめんね。起きたらひとりで、淋しかったね？」

「あのねっ、コンねっ、かえでとにーしゃん、おんなじにおいでね、むこうのおへや、かえでか、にーしゃんか、わかんなくなってね、それでね、それでねっ」

「うんうん、ごめんね？」

　うにゃうにゃと抱だきついて額を擦こすりつけられて、へこたれたミミとシッポにきゅんきゅんした。一晩経たって、ますます可愛い。

「お兄さんと一いつ緒しよに、僕も紺くんの『あげしゃん』作ったんだよ。食べる？」

「あげしゃん！」

　ピコーン！　ミミが元気になった。

　今朝の分はすでに鷲嶽が作ってくれていたから、あとはオムいなりにケチャップで絵を描かくだけで完成した。鷲嶽みたいに誰だれが見てもキツネの顔は描けず、よれよれになってしまったが、紺は「きゃうーっ」と喜んでくれた。なんていい子だろう。

　朝食の後は紺を風ふ呂ろに入れてやり、もふもふのシッポを洗う僥ぎよう倖こうに与あずかり、さっぱりしてからお絵かきをして遊んだ。やっぱりよれよれの絵しか描けなかったが、紺はたいそう喜んでくれた。

　そうこうしているうちに、鷲嶽がいったん帰宅した。

　リビングスペースに画用紙とクレヨンを広げてしまっていたから、慌あわてて片付けようとしたが、「そうか、ここで遊んでたのか」と強こわ面もてながらやけに嬉うれしそうだ。ビクビクと楓の背中に隠かくれようとする紺に「さっき紺くんが描いた、お兄さんのお顔、見せてあげて？」と促うながすと、おずおずと画用紙を差し出した。

　鷲嶽は打ち震ふるえた。それをためらいもなく、真っ白な壁かべに画が鋲びようで刺さして飾かざったことには驚おどろいた。

　満足げに壁を眺ながめる鷲嶽に、紺がそろーり……と近づいていく。

「……にーしゃん、よろこぶ、なの？」

「ああ。喜ぶだ。すごく嬉しい。ありがとう、紺」

「きゃうーっ」

　雄お叫たけびを上げて、紺が辺りを駆かけ回る。オムいなりを前にした時と同じ喜び方だ。つまりマックスハイテンション。

　画用紙やクレヨンがさらに散乱してしまったが、鷲嶽は嬉しそうだった。

　それから紺が描く絵の大半は、鷲嶽の顔になった。楓も、紺の両親の絵も描いてくれるが、鷲嶽がダントツに多い。夜になり、帰宅した鷲嶽は、そのすべてを壁に貼はった。それを見て紺がさらに喜ぶ。そんなふたりが微笑ほほえましい。

　そんなふうにして紺の四日目はまたたく間に過ぎ、啓治が迎むかえに来るまであと三日。

「すまないが、明日あしたは日勤から続けて夜勤になる。その代わり明後日あさつてが非番で、その後二日の休みを捥もぎ取った。──万が一、啓治の迎えが遅おくれたらなんらかの対処ができるように」

　就しゆう寝しん準備を整えて、ベッドに三人で潜もぐり込んでから、鷲嶽が言った。

　紺は「まだ、ねむくないー」と真ん中でコロコロ転がっている。鷲嶽の方まで行ってしまうと、ぴゃっと戻もどってくるが、もう過か剰じように怯えたりしなくなった。

「分かりました。じゃあ……僕は、明後日までですね」

「あ？」

　濁だく点てんがついていた。久々にビクーッと身を竦すくめる。

「あ、もしかして、……鷲嶽さんがお休みでも、一緒にいていいんですか？」

「当たり前だろう」

　それは嬉しい。勝手に頰がにやけてしまう。

「かえでー？　なんで、にこにこしてるのー？」

「うーんとね、お兄さんが、優しいからだよ」

「しょーなの？」

　アーモンド形の黒い瞳ひとみをぱちくりさせて、楓と鷲嶽を交こう互ごに見る。

「どうしてびっくりするの？　お兄さん、優しいでしょ？」

「にーしゃん、やさしーと、かえで、にこにこなの？」

　驚いたのはそっちか。

「うん、にこにこだよー」

　もしゃもしゃと頭を撫でてあげると、ミミがピルピル動いた。嫌いやだったかな、と心配したが。

「コンも、やさしーよ。あい！　コンのまくら、かえでにも、かしたげるね！」

　にぱーっと笑って紺が示した『枕まくら』は、どう見てもシッポで。

　もっふもっふ、まっふまっふ。先せん端たんだけ白い、黄こ金がね色のシッポが、清潔なシーツに映はえる。

　──はうっ!?

　変な声を漏もらしてしまうところだった。

「かえで、にこにこ？」

「う、うん。にこにこだよ。ありがとう」

　どちらかというと、にやにやだが。

「……本当に、いいの？」

「うん！　コン、かえで、しゅきだもん」

　紺はそう言うなり、両手でほっぺを押さえて照れ笑いを浮うかべる。なんだこの可愛い生き物は。

「じゃあ、その……おじゃまします」

　シッポに、そっと頰を寄せた。なんという極ごく上じようの肌はだ触ざわり。はあぁ……と感激の吐と息いきを漏らしてしまう。

　紺も体を丸め、ポスンとシッポに頭を乗せる。人体としては驚くくらいの柔じゆう軟なんさだが、不思議と違い和わ感かんはなかった。

　鼻先同士が触れそうなほど近い。ぴょこんと立ち上がったケモミミを額に擦りつけられて、シッポとのもふもふサンドに昇しよう天てんしそうになった。

　──僕ってシッポフェチのみならず、ケモミミフェチでもあったりするのかな……？

　知られざる己おのれの性せい癖へきをまた突つきつけられて、無む邪じや気きな子ギツネが蠱こ惑わく的な小こ悪あく魔まに見えてくる。　>>>♥

「えへへー。かえで、しゅき」

　ぷちゅ、と、頰にキスをされた。

　その次の瞬間──顔の上に、影かげができる。

　──え？

　温かいものを頰ほおに感じた。紺のキスが弾はじけたところとまったく同じ場所に。しかしもっと熱く、意思を持って押しつけられたそれは、触れた時と同じく唐とう突とつに離はなれていった。

　──え？　……えっ!?

　離れていく唇くちびるを追って、思わず身を起こしてしまった。

「にーしゃん、だめーっ！」

「すまん。……今、自覚した」

　わけの分からない呟つぶやきを零こぼし、鷲嶽は口元を手のひらで覆おおう。表情が見えない。

　質問することもできなくて、ただ固まっていると、紺のぎゃうぎゃうとした抗こう議ぎを受けつつ鷲嶽が灯あかりを消した。常夜灯の橙だいだい色いろの灯りでは、彼の表情が分からない。

　消灯してからも紺はしばらく鷲嶽に絡からんだり、かえでに甘えて擦すり寄ってきたりしていた。けれど根気よくトントンと背中を叩たたいてあげていると、やがて穏おだやかな寝ね息いきを立て始めた。

　やっと寝てくれたと、ホッと息をつく。

　ちびっ子は、なぜか眠ねむるのを嫌がってぐずる子が多い。それは眠ることと死ぬことの区別がついていないからだという説を唱えた人がいた。

　明日は何時に起きて、あれをしたいこれをしなければと先を予測できる大人と違ちがい、小さい子は『今』がすべてだ。明日が来ることを漠ばく然ぜんと把は握あくしていても、感覚として理解するには経験値が低すぎる。だから、眠りに引き込まれて意識が薄うすれていくことが、自分の命の終わりのように感じて怖こわくてたまらないのだという。

　その説が本当だとしたら、「『今』がプレゼント」だということを、ちびっ子はみんな知っていることになるのかな……と、楓は思った。

　むしろ幼い頃ころはみんな知っていることを、大人になるにつれて忘れてしまうのかもしれない。

　それは嫌だな、ちゃんと覚えていたいな……と願うのに、とろとろと眠りに誘さそわれていく楓は、怖さどころか幸福さえ感じている。

　この幸福感は、温かさかもしれない。自分以外の人の体温。

　他人の体温を感じながら眠るのは、施し設せつで下の子をあやして以来だった。昨夜、爆ばく睡すいしてしまったのも、紺の温かさのおかげだったのかもしれない。

　そして今夜、もっと幸福を感じるのは……。

　そっ、と。

　頰を撫なでられた感かん触しよくがあった。もふもふのシッポではない、固い感触。それなのに胸が疼うずくほどの幸せを感じる。

「……楓」

　ささやきが聞こえる。

　低く、掠かすれた、甘い声こわ音ね。

「楓……礼を言うのは、俺の方なんだ」

　そのささやきが現実なのか、夢だったのか、楓には分からない。

　粉砂糖が舌の上でふわっとほどけるように、楓の意識は眠りに溶とけた。
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　紺の五日目は、ずっとふたりきりで過ごすことになった。

　鷲嶽は何度も電話をくれたが、どうしても仕事を抜ぬけられない状じよう況きようらしい。

「こちらは変わりありません。心配しないでください」と伝え、電話自体が初めてだという紺に、通話口に向かって「にーしゃん、おしごと、がんばってー」と叫さけんでもらうと、感激したような吐息が電話の向こうで聞こえて、きゅんとした。

　家の中で紺とふたりで過ごすのは、とても楽しかった。お絵かきや折り紙をして、楓が保育園で覚えた「ちびっこ体操」を教えてあげて、もっふもふの枕を借りてお昼ひる寝ねをして、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、夜が来た。

　食事は三食、オムいなりを一緒に食べた。紺のための油あぶら揚あげを減らさない方がいいかとも思ったが、同じ物を一緒に食べたいと紺がねだってくれた。可愛すぎてどうしようかと思った。

　ベッドにふたりで入ったら、紺が不思議そうに小首を傾かしげる。

「かえでー、にーしゃんは？」

「今日は夜もずっとお仕事なんだって。明日、明るくなって、紺くんが『あげしゃん』食べ終わった頃に帰ってくるよ」

「しょーなの……？」

　淋さみしそうにへにょりとなるミミが可愛い。

「お兄さんいなくて、淋しいね」

「……あい」

　素す直なおに頷うなずいてくれたことが嬉うれしい。さみしくないもん！　と強がっていたのも可愛いが、やはり素直な反応は、心を許してくれたような気がする。

　お父さんとお母さんとも離れて、本当はとても心細いはずだ。ちゃんと、自分がついていてあげなきゃと改めて思った。

「紺くん、お兄さんが帰ってきたら、今日描かいたお絵かき……」

　寝かしつけるためにゆっくりと話しかけていると、遠くの方でガチャガチャという音が聞こえた。玄げん関かんだ。鷲嶽が様子を見に戻もどってきたのかもしれない。

　ところが次の瞬しゆん間かん、紺が跳とび起きて目にも留まらぬ速さでベッドの下に潜もぐり込んでしまった。

「紺くん!?　どうしたの？」

「にーしゃん、ちがう！」

「え？」

　ギクッとした。まさか里のキツネに紺の居場所がバレたのだろうか。

　楓もベッドから跳び降り、緊きん張ちようを走らせた。周囲を見回し、クローゼットから布団たたきを取り出して構える。紺には絶対に触ふれさせない。

　バクバクと心臓が荒あれ狂くるった。寝しん室しつのドアノブが、くるり……回って、ゆっくりと開く。

「誰だれですか!?」

　楓が大声を上げたのと、

「うわっ、びっくりしたー」

　目を真ん丸に見開いた女性が現れたのは、同時だった。

　──この声！　鷲嶽さんの相棒の刑けい事じさんだ。

　艶つや々つやの黒くろ髪かみをひとまとめにアップし、はらりと幾いく筋すじかの後おくれ毛が肩かたに零こぼれている彼女は、暗くら闇やみの中で想像した通りのスマートな女性だった。パンツスーツ姿で、人差し指にキーホルダーを引っ掛かけて鍵かぎをくるくる回している。

「きみ、公園で会った子ね？」

　頷いていいのだろうか。逡しゆん巡じゆんしていると、彼女はおかまいなしにズンズンと寝室に入ってきた。慣れている、とでもいわんばかりの遠えん慮りよのなさで。

「ふぅーん？」

　布団たたきを構えたまま固まっている楓を、じろじろと観察する。

　どうして彼女がここにいるのだろう。その鍵は、きっとこの家の合鍵。鷲嶽が渡わたしたのだろうか。彼女は、鷲嶽の──恋こい人びとなのか。

　ツキン、と針を刺さされたみたいに胸が痛んだ。それは刺さったまま、抜けてくれない。

「きみ、あいつの愛人？」

「…………は？」

「なわけないか。ごめんごめん」

　アッハッハーと笑って肩を叩かれる。あっけらかんとした言い方だが、愛人という言葉は、つまり自分という恋人がありながら、という前提があっての発言だろう。

　なぜかものすごく苦しくて、息が出来ないくらい胸が引き絞しぼられた。

「個人的に保護したって言ってたけど、どういう関係？」

　答えられるわけがない。

「あ、聞いてるかどうか分からないけど、あたしは古田冴子。鷲嶽の相棒。といっても昔、ヤンチャしてた頃からの付き合いだから、腐くされ縁えんっていう方がしっくりくるんだけどね」

　そう言いながら見せてくれた警察手帳には、金色に輝かがやく紋もん章しようとともに顔写真付きの身分証が収められていた。

　──昔からの付き合い……。

　その言葉が、重くのしかかる。それは昨日鷲嶽が教えてくれた、荒れていた中高生の頃ということだろうか。彼が苦しんでいた時も、それから警察官への道を歩み始めてからも、この人はずっと傍そばにいたのか。

　羨うらやましい、と思ってしまった。

　そんな自分に慌あわてる。そして気づいた。楓は今、学ラン姿の『ヒーロー』と鷲嶽を重ねて考えていた。

　──僕のばか！　そんなの、鷲嶽さんにもあの人にも失礼だ。

「きみ、何か厄やつ介かいなことに巻き込まれてない？」

「え？」

　きょとんとしてしまった。

「あ、大だい丈じよう夫ぶか」

　なんだか分からない間に、彼女の中で答えが出たらしい。

「うーん。でもあいつ、ここ何日かホントに様子がおかしいんだよね。職場放ほう棄きとかありえないヤツがちょくちょく抜けるし、やたら電話かけてるし、その上、いつもなら非番でもしらっと出勤してるくせに、急にかなりの反則技わざ使って有給二日も取りやがるし。絶対なんか厄介なことに足ツッコんでると思ったんだけど……」

「……あの、鷲嶽さんでしたら、今日は夜勤ですよね？　まだ職場にいらっしゃるかと……」

「あら、可愛い声」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言われて、面食くらう。

「夜勤って知ってる。だから来たの。あいついたら追い返されてただろうし、急きゆう襲しゆうして正解だった。きみ、名前は？」

「小取楓です。あ……」

　言わなくていい、と森で鷲嶽に言われたことを思い出す。もう遅おそい。つい言ってしまった。

「オッケー、きみは白。確信した。犯罪的な理由で保護されてるんじゃないのね？　親しん戚せきか何か？」

「……すみません。鷲嶽さんにご迷めい惑わくをおかけしたくないので、僕の口からは何も言えません」

　頭を下げると、彼女は「クウッ」と奇き妙みような声を漏もらして身み悶もだえた。

「やばい、これはあの強こわ面もて大だい魔ま神じんでも保護したくなるわ。分かった、急襲したことはあたしから謝っとく。カエデくんは心配しないで」

「……でも」

「初対面の人間を信用するのは難しいかもしれないけど、信じてほしい。あたしはあいつの相棒なの。あいつの不利になることはしない。絶対に。驚かせてほんと悪かったね。ところで玄関に、幼児の靴くつがあったけど」

「あ、……すみません。人見知りで……隠かくれてます」

　思わず謝ってから、待てよ、これも言ってはまずかったのでは、と焦あせった。

「ふぅん？　子連れの愛人かぁ」

　そんな悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんを言いながら、彼女は「お邪じや魔ま様！」と寝室を出ていく。

　楓は後を追った。「見張らなくてもちゃんと出ていくわよー」とぼやかれて、「すみません、そんなつもりじゃ……」と謝ると、「やばい、ただの白じゃないわ、純白だわ」と意味の分からないひとり言を残して、彼女は玄関を出ていった。バイバーイ、とウィンクをして。

　しっかり施せ錠じようしてから、慌てて寝室に戻る。ベッドの下をのぞきこむと、薄うす暗くらがりで毛布にまみれてふたつの目だけが光っていた。

「紺くん、もう大丈夫だよ」

「かっ、かっ、かえでーっ」

　うわーんと大泣きしながら飛び出してきた紺を受け止めて、必死に宥なだめる。

　彼女はあんなふうに言っていたが、楓からも今の出来事を鷲嶽に報告した方がいいだろう。携けい帯たい電話を手にしたものの、紺がなかなか落ち着かなくて時間が経たってしまう。ようやく電話できたのは一時間も経とうとするところで、電話の向こうでちょうど鷲嶽と彼女が話していたらしい。話は聞いた、と怒いかり声だ。

『本当に悪かったな、楓。怖こわかっただろう？』

『ちょっとー！　何そのアマアマ声！　あたしも聞いたことないんですけど!?』

『うるさい。……楓、今から帰るから。詫わびの証しるしに夜勤を代わりたいと冴子が土下座するから、譲ゆずってやることにした』

『ふざけんな！　ホントに今度ちゃんとあたしも仲間に入れなさ』

　ブチッと通話が途と切ぎれて、それから静せい寂じやくに戻った室内にホッと力が抜ぬけた。

　──仲、いいんだな……。

　当たり前だ。彼女は鷲嶽の相棒で、昔からの仲間で、過ごしてきた年月が違ちがう。自分などたった二日前に会ったばかりの、ただの通りすがりの人間だ。

　分かりきっていることなのに、ものすごい疎そ外がい感かんを感じた。

　この家の中で、同じベッドに眠ねむっていると、とても近く感じていたけれど……本来の鷲嶽は遠い人。

　その当然の事実が、こんなにもつらい。

「……かえでー？　ヨシヨシ」

　紺が、紅葉もみじみたいな小さな手で、頰ほおを撫なでてくれる。可愛くて、嬉うれしくて、そして切なくなった。

　それからさらに一時間ほど経って、すごい勢いで家に入ってきた鷲嶽に、それこそ土下座せんばかりの勢いで謝られた。

　彼女とは、互たがいに緊きん急きゆう時のために合鍵を交こう換かんしているという。とはいえ主に、大きな事件が起こって署にカンヅメになっている時に、彼女が自宅に戻もどるついでに鷲嶽の分の着き替がえも取って来てもらうという使い方くらいしかしていなくて、頼たのんでもいない時に家を訪おとずれるなど考えてもみなかったと眉み間けんに皺しわを寄せる。

　──冗談だって言ってたけど、もしかしたら本当に……浮うわ気き相手の存在を疑ってたんじゃないのかな？

　などという下世話な想像をしてしまった。そんな自分が恥はずかしい。

　楓は気にしていないことを伝え、紺も落ち着いたし……と、なんとか納なつ得とくしてもらった。

　そして今夜も、川の字で眠ることになる。

　隣となりにもふもふの紺、そしてその隣に鷲嶽の存在を感じる。

　この空間を幸せに思っていたはずなのに……胸に刺さった針はいまだ抜けず、チクチクと心臓を刺し激げきし続ける。眠りはなかなか訪れなかった。
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　紺を預かって六日目。

　昨夜のお詫びだと言って、鷲嶽は朝からスペシャルオムいなりを紺に作ってやった。いつものオムいなりの周りに、刻んだ油あぶら揚あげをもりもり盛った特別メニューだ。

　紺はもう「きゃうー」と叫さけべないほどにメロメロで、顔中をケチャップまみれにしてかぶりついている。

　楓にはとっておきの味み噌そ汁しるを作ってくれた。忙いそがしい時は工程を飛ばすという、鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶできちんと取った出汁だしは、それだけですでにごくごく飲み干したくなる美味しさだった。

　朝食を終える頃ころには、楓もすっかり幸せになって、紺と一いつ緒しよにリビングに転がってしまう。

　行ぎよう儀ぎが悪いと思ったが、鷲嶽といると、なんだか力が抜ける。肩かた肘ひじを張らなくていいと思ってしまう。

　鷲嶽は食後のコーヒーを手に、紺と楓の傍に座った。

　マグカップを片手に、くぁ……と欠伸あくびをする様に、楓の目は釘くぎづけだ。

　──かっこいいなぁ……。

　本当は最強の百ひやく獣じゆうの王が、自分のテリトリーで寛くつろいでいるような、そんな印象を受ける。

　強いからこそリラックスすることができるのだ。生物としての余よ裕ゆうが、それを許す。

「あと一日か……」

　溜ため息交じりの呟つぶやきは、紺を見つめて零こぼれ落ちた。きっと紺との別れが淋さみしいのだろう。一日でも長く一緒にいたいと思っているに違いないと思った。しかし啓治のことも心配だから、早く時間が過ぎればいいとも願っている。そんな葛かつ藤とうが窺うかがえる。

　楓は起き上がり、鷲嶽と一緒に紺を見つめた。

「……弟さんと、連れん絡らくが取れたらいいのにって思ってしまいますね」

「ああ。電話が繫つながらないというのが、本当に痛いな。少しでも啓治と話せたら、助けてやれることもあるかもしれないのに」

「おとーしゃんと、おしゃべりしたいの？　コンの『たまたま』使う？」

　でろーんと寝ねそべっていた紺が、きゅるんとした瞳ひとみで見上げてくる。

「え？　『玉様』？」

「使うとはどういうことだ？」

「う？　おしゃべり、するんでしょ？」

　ムクッと起き上がった紺は、巾きん着ちやくを服の下からするすると引っ張り上げてきた。そして「玉」をころんと手のひらに出す。

「あれ？」

　声に出たのは、楓と紺、同時だった。

　ほんのりと白みがかった透とう明めいの、光の角度によって虹にじ色いろに変化する美しいビー玉のようだった「玉」が、やけに白く濁にごっている。

「神たまのとこ、行かないと」

「かみたまって、神様？　神社かな？　お稲荷いなりさん……稲荷神社のことでいいのかな？」

「あい」

　頷うなずいて、ヨダレをすする。なぜだ。

「神たまに『たまたま』もっていって、お祈いのりしなさいって、おかーしゃんが。力をもらうんだって。あげしゃん、おそなえしてね。神たまいっぱい力くれるから」

　稲荷寿ず司しを想像してのヨダレだったのか。

「それで力をもらったら、『玉』をどう使うんだ？」

「う？　おしゃべり、するんでしょ？」

　さっきとまったく同じ返事に、鷲嶽の眉間に皺が寄った。怒ったわけではないに違いないが、紺はビクーッとして楓にしがみつく。

「紺くん、お父さんと、『玉様』でおしゃべりするの？」

「あい」

「どうやって？」

「こうやってー」

　両手の間に「玉」を挟はさみ、紺は目を閉じる。

「もしもーし、おとーしゃんですか？　おしゃべりしたいれす。コン、まってるね」

　それだけ言って、パカッと目を開ける。

「……今ので、お父さんに聞こえてるの？」

「あい」

「お父さんのお返事は、紺くんには、どうやったら聞こえるの？　同じように、『玉様』を手で挟むの？」

「んーん。かってに、お耳に、聞こえるよ」

「今は？」

「今は、だめー。『たまたま』よわってるから」

「……じゃあ、もし今お父さんが紺くんに話しかけても、聞こえないっていうこと？」

「あい」

「紺、『玉』が弱ってるということは、おまえを里から隠かくす力も弱まっているという意味じゃないのか？」

「あ。しょーかも」

　鷲嶽と目を見み交かわした。もしやこれは緊急事態ではないだろうか。

「近くに稲荷神社ってありますか？」

「百貨店の裏手にある。タクシーで行こう。出で掛かける準備をしてくれ。俺はお供えを用意する」

「はい！」

　急いで紺を着替えさせる。外出着として渡わたされたネコミミフード付きのトレーナーは、紺を預かった次の日に、売っている店を同どう僚りように聞いて買ってきたらしい。

「ミミを隠すにはミミの中だろう」

　と、威い圧あつ感かんを漂ただよわせた真顔で言われて、「な、なるほど……」と頷いた楓だった。この真顔は、照れているせいかもしれない。こういった事情を知らない店員は、幼児用ネコミミトレーナーをレジに持ってきた鷲嶽をどう思っただろうな、と妙みようなところが気になった。

「鷲嶽さん、準備できました。お手伝いさせてください」

　紺には目の届くところでお絵かきをしてもらっておいて、キッチンで供え物を作っている鷲嶽の傍そばへ行く。

「助かる」

　彼がつけていたエプロンを外して、体に当てられる。どこかのお洒しや落れなカフェで使われていそうな黒のそれは、首の後ろと腰こしを紐ひもで結ぶ形式で。

「あ、の……っ!?」

　向かい合ったまま、鷲嶽が紐を結んでくれる。体が密着する。まるで抱だき寄せられるみたいだと考えてしまった自分に羞しゆう恥ちを覚えた。けれど、どうしても意識してしまう。

　まともに呼吸することさえ憚はばかられて、細く息を吐はく。当然、苦しくなってきて、大きく息を吸い込んでしまった。ふわりと、スパイシーな中に微かすかな甘さを含ふくんだ香かおりが鼻び腔こうを掠かすめた。それはベッドに残っていた香りを彷ほう彿ふつとさせる。香こう水すいほど強くはない。ボディローションの香りだろうか。鷲嶽の男らしさにとてもよく似合っていた。どうして紺は、この匂においと楓を間ま違ちがえたりできるのだろう。本当に、まったく違うのに。

　首の紐を結び終えた鷲嶽は、腰の方も手を回して結んでくれる。

「あっ、すみません、自分で……」

　そうするべきだったと今いま頃ごろ気づいた。というか、楓がこれを借りてしまったら、鷲嶽の服が汚よごれるのでは。

　鷲嶽にそう言って、エプロンを返そうと、結んでもらったばかりの紐に手をかけると。

「いいから」

　後ろ手に紐を解ほどこうとしていた手首を摑つかまれた。図はからずも、完全に抱ほう擁ようされているような体勢になってしまう。カァッと頰ほおが熱くなり、思わず息を止めてしまった。きっと体も硬こう直ちよくしている。そんな楓をどう思ったのか、なぜか一度、ぎゅっと力を籠こめて本当に抱き締しめてから、鷲嶽は離はなれていった。

「酢す飯めしを詰つめるのを手伝ってくれるか？　楓が追加で煮にてくれていて助かった」

　何事もなかったかのように、平然とシンクに向き直った鷲嶽に、楓は詰めていた息を吐き出した。それと同時に、心臓がものすごい速さで鼓こ動どうを打ち鳴らし始める。

　どうしてこんなにドキドキするのだろう。

　緊きん張ちようのあまりうっすらと涙なみだが滲にじんだ瞳をパシパシ瞬まばたきして誤ご魔ま化かしながら、楓は思った。

　これではまるで、恋こいみたいな──と考えて、一体何を言っているのかと思わず自分の思考にツッコミを入れる。

　男同士だ。

　同性同士でも恋れん愛あい対象になりうるということは知っているけれど、鷲嶽がそうだとは思えない。

　彼女がいる。古田冴子。あのかっこよくて、美人の相棒。鷲嶽のことをずっと昔から知っていて……、──敵かなうはずがない。

　心臓を握にぎりつぶされたみたいに、苦しくなった。

　どうしたらこの人といられるのだろう、などと、分不相応なことまで考えてしまう。

　恥はずかしい。こんな欲よく張ばりなのは、自分ではない。

「『今』がプレゼント」なのに。未来を欲しがって、今この手の中にある幸せな瞬しゆん間かんを苦しみにすり替かえてしまうのは間違っている。

　あと一日か二日だけだ。紺がいてくれる間だけ、楓も紺と鷲嶽の傍にいられる。

　そのことに感謝しよう。──そのことだけに、目を向けよう。

　改めて心に誓ちかい、楓はせっせと手を動かした。

　煮込んで味をしみこませた後、冷ましていた油あぶら揚あげが、どんどん減っていく。……と。作業に夢中になっていたが、ふと気づく。

「あれ？　そういえば、紺くんがやけに静かですね」

「ん？　こっちにも油揚げの皿を置いておいたはずなんだが」

　口にしたのは同時だった。

　振ふり返ると、お絵かき帳とクレヨンが放置されている。

　ハッと目を合わせる。鷲嶽の眸ひとみに、緊張が走った。

　──まさか、紺くんひとりでお稲荷さんに……!?

　青ざめて、玄げん関かんにダッシュしようとして……視界の端はしに何かが映る。

　もふっ。ベランダとの境のカーテンの隙すき間まから、シッポが生えていた。

　もっふもっふ揺ゆれているところを見ると、ごきげんらしい。

　消えた油揚げ。姿の見えない紺。──まさか。

　再び視線を合わせると、鷲嶽も同じ結論に至ったらしく、緊張は消えていた。代わりに苦く笑しようが浮うかんでいる。

　ふたりで、そーっと近寄って、鷲嶽が勢いよくカーテンをめくったら。

「っ！　ひょおぉぉっ！」

　目を真ん丸にして跳とびあがりながらも、最後の一切れを口に押し込んだ紺は、なかなかのつわものかもしれない。

　声を上げて笑ってしまった。鷲嶽も全開の笑え顔がおだった。威圧感のない笑顔なんて、初めて見る。鼓動が跳はねてしまったのは、きっと驚おどろいたせい。

　こんな大変な状じよう況きようなのに、三人でいられることが楽しい。

『今』をありがとう。最高のプレゼントです。──楓は心で呟つぶやいた。




　　　　＊　　＊　　＊




　稲荷いなり神社はこぢんまりとしていた。

　しかし都会のど真ん中にあるというのに木々が茂しげり、癒いやしの空間という雰ふん囲い気きだ。公園の木々はすっかり葉が落ちて淋さみしかったが、ここは常緑樹が多いのかもしれない。

　おかげでお参りしている姿を遠くから見られる心配がなかった。

　祠ほこらのような本ほん殿でんの前に三人で並び、「玉」を置く。

　その隣となりに御お神酒みきと、お供えの巨きよ大だい稲荷寿ず司しを五つ並べた。楓でも二つは食べ切れないくらいのサイズだが、下した拵ごしらえを済ませてあった材料ですぐに作れる分だけ全部作ってみたら、五つになった。

　ぱんぱんと拍かしわ手でを打って、紺が祈いのる。

「神たま、キちゅネの里のコンです。『たまたま』に力をわけてくだしゃい。おねがいします」

　楓も真似まねをして、手を合わせた。　>>>♥

「かえで、にーしゃん、ぜったいに、見ちゃだめよ」

　そうなのか。合わせた手に額を押しつけて、しっかり目を瞑つぶった。

「神たま、神たま、おねがいします。キちゅネの御み使つかいたま、どーぞ、あげしゃん、食べてくだしゃい。うう……」

　最後の「うう」は、たぶん『あげしゃん』が惜おしくなったからだろう。そんなところも可愛い。

　何度か紺がお祈りの言葉を口にしていると、突とつ然ぜん、「コーン！」「ココーン！」と鳴き声が聞こえてきた。驚いてビクッとなる。鳴き声は遠くから反はん響きようしてくるような不思議な聞こえ方だった。

「キちゅネの御使いたまだ。見ちゃだめよ」

　これから一体何が起こるのだろう。不安に足が震ふるえた。

「楓、いるな？」

「え、はい」

「腰を抱き寄せるぞ？　念のため接触しておこう」

「……はい。お願いします」

　鷲嶽の手が伸のびてきた。大きな手が楓の腰を包み、グッとふたりの体が近寄る。間に紺がいる。鼓動が乱れるけれど、おかげで不安がかなり薄うすれた。「コーン！」という鳴き声がどんどん近づいてきて、とうとう間近で聞こえても、しっかりと立っていられた。鷲嶽のおかげだ。

　バタンッと扉とびらが開くような音がして、やがて光った。瞼まぶたをしっかり閉じていても感じられるくらいの眩まばゆい光。

「神たま、ありがとーごじゃいました」

　晴れやかにお礼を言ってから、紺が「もういいよー」と足を叩たたいて合図してきた。

　目を開けると、極ごく上じようの宝石の如ごとく光り輝かがやく「玉」があった。輪りん郭かくしか確かく認にんできないほど透とう明めいで、それ自体が光を放っているかのような、この世のものとも思えない美しさだ。

　稲荷寿司は五つとも綺き麗れいになくなっている。そして御神酒も、瓶びんごと消えていた。

　思わず鷲嶽を見上げると、彼もさすがに驚いたような表情をしている。

「よかったねぇ。キちゅネの御使いたまも、神たまも、お供えよろこんでたねぇ」

　そうなのか。それはよかった。

「たまたま♪　たまたま♪」

　いつも『あげしゃん』で歌っているリズムで「玉」の歌を歌い始めた紺は、ぴょーんと跳ねて、その場でくるんと宙返りした。

「わぁ！」

　ものすごい身軽さだ。

　ネコミミトレーナーですっぽりと頭を覆おおい、その上からポンチョ型の上着を着せてシッポを完全に隠かくしているが、やはり人間の子どもとは動きが違ちがう。

　紺は宙返りした勢いのまま、ぴょこぴょことその場を跳ね回る。「玉」の力が満ちると、紺もパワーチャージされたりするのだろうか。

　楓は自然と笑顔になって、そんな紺を眺ながめていたが、腰こしを包んでいる鷲嶽の手がもぞりと動いてドキッとした。一生懸けん命めいに意識をそこから逸そらしていたのに、もう無理だ。しかし放して欲しいと言うのは憚はばかられたし、振り払はらうなんてとんでもない。ゆるゆると動いているのは、鷲嶽にとって楓の頭を撫なでるのと同じカテゴリーの行こう為いなのだろう。もしかしたら無意識かもしれない。それなのに楓は、こんなにも意識している。自意識過か剰じようにもほどがある。

「たまたま♪　たまたま♪　あー、お金、みーつけたっ」

　道みち端ばたにお賽さい銭せんの小銭でも落ちていたのだろうか。そう思ったが、紺が嬉うれしそうに拾い上げたのは、鮮あざやかな黄色のイチョウの葉だった。

　施し設せつでおままごとをする時にも、同じように葉っぱをお金に見立てていたな、と懐なつかしく思い出す。ところが紺はイチョウの葉を額に押しつけ、光り輝く「玉」をぎゅっと握って、目を瞑った。そして何か呪じゆ文もんのようなものを呟いた、次の瞬間。

　ポンッ！

　ドライアイスの煙けむりのようなものが紺の額から放たれて、茶色い紙が現れた。

「……っ!?」

　イチョウの葉より断然大きい。そして見慣れた肖しよう像ぞう画がが印刷されているのだが。もしやそれは日につ本ぽん銀行券、一万円札というものではないだろうか。

「かえでー、コンね、お金、見つけたよー。あい、ぷれぜんと」

　ぴょーんと楓の前に着地して、鷲嶽との間にぐいぐい身を割り込ませてきた紺が、手にした紙を掲かかげてくれる。

　おかげで腰から鷲嶽の手が離はなれた。ホッとすると同時に、別の意味でドキドキする。その紙は一体。

　しゃがんで受け取ったその紙は、どこからどう見ても、本物の一万円札だった。透すかしも記番号もちゃんと入っているし、ホログラムも付いている。

「え？　え？　本当に、本物なの？」

「あい。コンが、見つけたんだよ」

　自じ慢まんげに教えてくれるが、見つけたのはイチョウの葉だったではないか。キツネやタヌキは人を化かすとか、葉っぱをお金に変える……なんていう童話を読んだことがあるが、まさかそんな。本当にこんなことができるなんて。

「かえでに、あげるね。そしたら、はたらかなくても、お金あるでしょ？　ずっと、コンといっしょに、いてくれるでしょ？」

「ダメだよ、紺くん。これはお金に見えるけど、お金じゃなくて葉っぱでしょう？」

「お金だよー」

「でも、紺くんが変えちゃったものでしょう？　もしもこれでお買い物して、そのうち葉っぱに戻もどっちゃったら、お店の人は困るんだよ？　それはしちゃいけないことなんだ」

「なんでー？」

　不思議そうに小首を傾かしげる。悪いことだなんていう認識がまったくない表情だ。

　どう説明すればいいだろう。紺がどこまで人間の世界のことを知っているのかという問題もある。

「ええとね、お店の人は、お客さんに売る物を、それより前に別のお店で買ってるの。その時にお金を払っていてね……」

　仕入れ代、人件費、店てん舗ぽの経営費……もろもろかかっているなどという説明を、今この場で説明しきれる自信がない。楓は言葉に詰つまった。

「お金、葉っぱにもどらないよ？　だって、お金のにおいの葉っぱだったもん。神たまが、コンにくれたんだもん。『たまたま』でお金にできたら、使ってもいいよーって」

「その匂においとは『芯しんとなる言葉』か？　まさか木の葉にもそれがあるのか？」

　鷲嶽がその場に片かた膝ひざをつき、紺と視線を合わせて尋たずねる。相変わらずの強こわ面もてだが、紺はもう怖こわがらなかった。心持ち楓に擦すり寄ってきたのはご愛あい嬌きようだろう。

　──『芯となる言葉』？　匂いって、紺くんがずっと言ってる匂いのことかな……？

　不思議に思って見つめていると、鷲嶽がハッとしたように楓を見た。

　そして、視線を逸らす。どこか気まずそうに。

　──え？　なんで？

「しょーだよ。お金のにおいの葉っぱと『たまたま』で、お金にできたら、人間のお店でおかいものできるんだよ。キちゅネは、みんな、しってるよ」

　それは通貨偽ぎ造ぞうという犯罪ではないだろうか。心配になってしまう。

「お金の葉っぱは、たくさんあるのか？　たとえばこの神社の中に落ちている木の葉をすべてお金に変えることはできるのか？」

　楓は目を見張った。確かに、そんなことが可能なら、経済が混乱しかねない。

　ヒヤリとしたが、紺は「きゃははっ」とおかしそうに笑う。

「できないよー。神たま、そんなに、くれないよ。にーしゃん、よくばりなの？」

　濡ぬれ衣ぎぬだ。そう思ったが、鷲嶽は特に言い訳をしなかった。代わりに楓に頷うなずいてみせる。

「秩ちつ序じよがあるようだな。それなら目を瞑つぶっても大だい丈じよう夫ぶだろう。楓、もらっておくか？」

「まさか！」

　目を見開いてぶんぶんかぶりを振ふると、小さく笑われた。

　不意打ちはやめてほしい。彼の笑え顔がおを見られるのが嬉しいのに、落ち着かない気分になる。

「紺、これは『玉』と一いつ緒しよに巾きん着ちやくに入れておきなさい。もしおまえにお金が必要になった時に、使うといい」

「……かえでに、あげたかったのに」

　ツンと尖とがった唇くちびるが可愛い。きっと服の下で、ミミとシッポもへにょりとなっているのだろう。

「ありがとう、紺くん。僕はお金よりも、紺くんのその気持ちが嬉しいよ」

「ほんと？　お金もあげたら、もっとうれしい？」

　キラッと瞳ひとみが輝いた。きゅんと胸がときめく。何かあげたいというのは、ちびっ子の愛情表現だと思うから。

「ううん。紺くんからお金をもらったら、嬉しいのがちょっと減っちゃうんだ。それより、ぎゅってしてくれたら、嬉しいな」

　両手を広げて、そう言うと、紺は満面の笑みになった。

「かえで、しゅきーっ」

「熱い抱ほう擁ようを交かわしているところ悪いが、取り急ぎ、啓治に呼びかけを始めたい」

　そうだった。せっかく抱だきついてくれたが、楓は慌あわてて紺と離れた。

　紺は拗すねた目で鷲嶽を睨にらんだが、「玉」を手のひらで挟はさんで交信を始める。

「もしもし、おとーしゃん、コンれす。にーしゃんが、おしゃべりしたいって、言ってます」

　目を瞑って、耳を澄すませているようだ。

　成功するだろうか。心配だが、楓には見守ることしかできない。

「あ、おとーしゃん？」

　突とつ然ぜん、普ふ通つうに電話が繫つながった時みたいに、コンの声がワントーン明るくなる。

　通じたのだ。鷲嶽も、よし、と頷いた。

「コンはね、にーしゃんと、かえでと、いっしょにいるよ。……え、かえで？　コンね、かえで、しゅきなのー」

　そんな話をしている場合ではないのでは。というか、他人が関かかわっていることを今知ったら不安になるかも知れない。

「紺、楓は会った時に紹しよう介かいするから、今は話さなくていい。お父さんは無事なのか、今どこにいるのか、聞いてくれ」

「あい」

　鷲嶽が軌き道どう修正してくれてよかった。

「おとーしゃん、いま、どこー？　ぶじなのー？」

　緊きん張ちよう感かんに欠けるのんびりとした口調で尋ね、しばらくしてから「しょーなんだー」と応じる。「あい、あい」と頷いているが、こちらにはまったく分からない。

「紺、お父さんはなんて言ってるんだ？」

「ええとねー……なんだっけ？」

　聞いた話を要約して他人に伝えるというスキルは、ちびっ子にはハイレベルだ。

『玉様』の交信は素す晴ばらしいが、普通の電話みたいに代わってもらえないことが難点だと知る。

「紺くん、お父さんの真似まねっこできるかな？　おんなじ音を、繰くり返して言ってくれる？」

　楓はケータイを出して、メモ画面を開きながら頼たのんだ。

「あい。おとーしゃん、もっかいゆってー。コン、まねっこしゅるから。……しゃとの、けっかい、しんにゅー、した、ほかぜ、みつけた、よる、きゅーしゅちゅ、しゅる。じゅーじかん、ご、たまたま、みち、ひらく、にーしゃんの、マンション、ほかぜ、けっかい、はる。……だってー」

　入力し終わった文字を、鷲嶽に見せる。漢字変へん換かんや解かい釈しやくはこれで合っているだろうか。

『里の結界に侵しん入にゆうした。穂風を見つけた。夜に救出する。十時間後に玉様で道を開く。兄さんのマンションに穂風が結界を張る。』

　鷲嶽も手帳に書き殴なぐったメモを見せてくれた。助詞に少し差はあれど、まったく同じ内容だった。

「紺、こちらは何を準備しておけばいいか聞いてくれ」

　紺が尋ねる。しばらくして、返答があった。

「いにゃりじゅし」

　稲荷いなり寿ず司し？　晩ごはんのリクエストを聞いたわけではないのだが。

　困こん惑わくしていると、鷲嶽は神しん妙みような顔で「大量に必要か？」と再び尋ねた。「たいりょー。かいじゅー」とか返ってきて、通信はプツリと途と切ぎれたらしい。それ以上、何度試みても啓治からの返事はなかった。

「おとーしゃんの『たまたま』、おかーしゃんにもらった、ばっかりだから、へたかも」

　穂風が魂たましいを削けずって分け与あたえた「玉」は、人間が簡単に使いこなせるものではないのだろう。けれどがんばってほしい。穂風を無事に救い出して、紺の元にふたりで戻ってきてほしい。

　紺は『玉様』を大事に巾着に仕し舞まい、服の下に隠かくした。しっかりパワー充じゆう電でんできたから、これで紺はまた守ってもらえるだろう。ひと安心だ。

　それにしても、最後の言葉が気になる。ケータイに打ち込んでみたところ、変換候補として表示されたのは怪かい獣じゆう、海獣、懐かい柔じゆう、晦かい渋じゆうの四つ。晦渋の意味が分からなくて調べてみたら、「言語・文章などが難しくて意味の分かりにくいこと」と出てきて苦笑した。

　──じゃあ、「懐柔」が正解なのかな……？

　一体、誰だれを？　もしかして、またこの稲荷神社にお供えするという意味だろうか？　しかしそうすると、眷けん属ぞくであるキツネを懐柔するという意味になってしまう。それは罰ばち当あたりな気がした。

「鷲嶽さん、この『かいじゅう』って『懐柔』だと思いますか？」

「俺もそれで合ってると思う。……道を開いた後で俺のマンションに穂風が結界を張るが、万が一キツネどもに追いかけてこられたら……交こう渉しよう材料に使うってことか？」

「あっ、なるほど」

　決して晩ごはんのリクエストではなかったのだ。とんでもない勘かん違ちがいだった。

「他ほかの解釈は考えられるか？」

「いえ、すみません」

　せっかく聞いてもらえたのに、意見の一つも言えないことが情けない。

　──彼女だったら、きっと違った角度からの意見を言えるんだろうな……。

「何を謝ってるんだ？」

　あなたの役に立ちたいのに、立てていないからです。心の中で呟つぶやいて、曖あい昧まいに笑った。

「十時間後と言っていたな。それまでに作れるだけ作っとくか。普通サイズの方がいいだろうから、材料の買出しが必要だな」

「スーパーに行ってきましょうか？」

「そうだな……」

　紺と一緒に、先に帰っておけるのか。そう考えていることが分かった。

「コンは、かえでと、いっしょよ？」

　先に牽けん制せい球きゆうを投げられてしまった。こちらが考えているよりも、ちびっ子はずっと頭がいい。

「僕もすぐに帰るから。お兄さんと一緒に先にお家うちに帰っててくれてる方が、僕も安心できるんだけどな」

「や」

　一音で、断固たる拒きよ否ひ。既き視し感かんを覚える。

「……紺、俺と先に帰ったら、デッカイ油あぶら揚あげ好きなだけやるぞ」

　それこそ懐柔作戦に出てみたわけだが。

「にーしゃんの、うそつき。おうちには、あげしゃん、もうないの」

　ぷくぅと頰ほおを膨ふくらませて、じっとりと鷲嶽を睨む。

　そうだった。お供えにすべて使ってしまったのだった。

　ふたりがかりで宥なだめてもすかしても、紺は首を縦に振らない。実はかなり頑がん固こだと悟さとる。

「どうしましょう……？」

　ふたりで顔を見合わせて、対策を考える。

　無理矢理タクシーに押し込んで先に帰らせるという手もあるが、もしも暴れて、万が一正体がバレてしまったらと思うと、怖こわくて強ごう引いんな手段には出られない。

「……分かった。タクシーに乗って、三人でスーパーへ行く。俺だけ降りて、速そつ攻こうで買い物を済ませる。その間、楓は紺と一緒にタクシーの中で待っていてくれ」

　それが最善策だと思えた。

「紺、それでいいな？」

「あい」

　ようやく同意を得られてホッとした。

　タクシーを呼んで、神社の前で乗り込む。紺を間に挟んで後部座席に並んだが、紺は楓にべったりだ。運転手に対して人見知りを発動しているらしい。

　スーパー経由でマンションへ行くルートを告げると、年配の運転手はハンドルを操あやつりながらにこやかに話しかけてくる。

「坊ぼつちゃん、眠ねむいのかい？　あまえちゃって、可愛いねぇ。あんたがママかい？」

　ルームミラー越ごしに目が合って、楓は絶句した。どこからどう見ても自分は男にしか見えないと思うのだが。運転手の下手なジョークだろうか。

「この子は私の甥おいなので厳密に言うとママではないですが、彼の立場的に間違ってはいませんね。いつかそうなりたいと願っているので」

　鷲嶽が応じた。口調がいつもより軽かろやかで、一いち人にん称しようが私になっている。しかし威い圧あつ感かんは相変わらずで、運転手もよく怖がらずに話せるなと思ってしまった。職業柄がらだろうか。

「やっぱそうかい。いやー、乗ってきた時から、そうじゃないかと思ってたんだよ。やっぱゲイカップルは雰ふん囲い気きで分かるねぇ」

「えっ!?」

　──ゲイカップル!?

　何を言っているのだろう、この人は。

「おっと。兄さん、突とつ然ぜんの大声は事故の元だよー」

「あ、す、すみませっ、でも」

「お？　もしかして初うい々ういしい感じかい？　いやー、すまんね。そっちのお兄さんは隠す気ないようだったから、思わず言っちまいましたよ。ハッハッハ」

　ものすごい濡ぬれ衣ぎぬを着せられた鷲嶽だが、言い訳のようなものは口にしなかった。そういう主義なのだろうか。かっこいいけれど、こんな誤解をされたままでいいのだろうか。

「愛が溢あふれてしまっていましたか」

「またまたー。わざとでしょう？　こんなジジイまで牽制しなくても」

「スーパーで、あなたと密室に残しておくのが心配で」

「おっ、ってことは料理は旦だん那なさんの担当かい？　優やさしいねぇ……ほい、スーパー到とう着ちやくだよ」

　駐ちゆう車しや場のタクシー専用スペースに駐車して、鷲嶽だけが降りる。

「行ってくる。何かあれば電話しろ」

　降り際ぎわに、するりと頰を撫なでられた。大おお股またでずんずん遠ざかっていく大きな背中を、ドキドキしながら見送る。

「いや～、溺でき愛あいされてるねぇ」

「えっ」

　違うんです、今のは単なるちびっ子扱あつかいで……と、言い訳したい衝しよう動どうに駆かられたが、楓はグッと言葉を飲み込んだ。誤解されても言い訳しない。それがかっこいい男の条件なのだと今学んだばかりだ。

　紺がもそもそと顔を上げる。おとなしいと思ったら、少し眠っていたようだ。目をしぱしぱさせて、「にーしゃんは？」と尋たずねる。「スーパーでお買い物だよ」と答えたら、紺が不安そうになった。

「コンね、……おしっこしたい」

「えっ。お家まで我が慢まんできる？」

「できない……」

　ふにゃぁと泣き顔になる。これはピンチだ。どうすればいいのだろうとおろおろする。

「スーパーの裏手にトイレあるよ。行っといで」

「あっ、じゃあ、いったん精算を……」

「いい、いい。あんたら乗り逃にげなんかしないだろ。これでも人を見る目はあんだ。貸切表示にして待っとくから、さっさと行っといで。旦那が帰ってきちまうよ」

　旦那ではないのだが。ここは彼の厚こう意いに甘えて、ダッシュで行ってこよう。

　紺を抱だっこして、トイレに駆け込んだ。男子トイレに個室は一つ。残念ながら塞ふさがっている。空くまで待てるか紺に聞くと、待てないとの返事。

　他に人目はない。上着で隠しながらなら、なんとかなるかもしれない。

　楓は周囲を警けい戒かいしながら、紺のポンチョを前だけめくって用を足させた。

　入口に人の気配を感じて、紺を隠かくせるように体の位置をズラした。次の瞬しゆん間かん。個室のドアが勢いよく開く。ほぼ同時に入口のドアもバターンと開いた。小学校低学年くらいの男の子たちがドヤドヤっと入ってくる。

「おーい、うんこ出たかよー!?」

「あっ、シッポ」

　──しまった！

　双そう方ほう向こうから複数の少年たちに挟はさまれて、うまく隠しきれなかった。楓はザッと青ざめたが、ここで動どう揺ようしてはまずい。さりげなく紺のポンチョを下まで下ろし、シッポをガードして少年たちの間を通る。

「ちょっとごめんねー、通らせてね」

「ねぇねぇ、なんでシッポがあるの？」

　素そ朴ぼくな疑問に、竦すくみ上がる。緊きん張ちように手が震ふるえたが、何気ないふりを装よそおう。しかし楓よりも、紺はもっと硬こう直ちよくしていた。見るからに様子がおかしいと思うほど、ガチガチに固まって震え始める。大変だ。

「ごめんねー、この子、おっきいお兄ちゃんたちが、ちょっと怖いんだ。通してね」

　紺を抱だき上げようとした。しかしその前に、「かえでーっ」と飛びつかれる。

　緊張からピーンと立ったシッポが、ポンチョから飛び出してしまう。

「あーっ、やぱりシッポ！」

　──見られた！

　もう誤ご魔ま化かせない。紺は咄とつ嗟さに紺を抱いて走り出した。

　トイレを飛び出し、店内入口に飛び込んだ。一瞬、タクシーに戻もどって車を出してもらった方がよかったのではと思ったが、急発進してもしも子どもを轢ひいたりしたら大変だと思い直した。やはり店内で身を隠しながら隙すきを見て戻った方がいいだろう。

　けれど楓の目もく論ろ見みは、そう簡単には成功しない。

　陳ちん列れつ棚だなと陳列棚の間に滑すべり込んで身を隠せたと思っても、子どもたちは複数いる。バタバタと追いかけてくる足音が聞こえる。ものすごい恐きよう怖ふ。

　楓の行動から、少年たちから逃げている人だというのは丸分かりなのだろう。買い物客が非難を籠こめた目を向けてくる。彼らに見つからなかったとしても、視線を集めてしまっている。店内に逃げ込んだのは別の意味で失敗だったのだと、今いま頃ごろ気づいた。

「かえでー」

　腕うでの中の紺は、ふにゃぁと顔を歪ゆがめながらしがみついてくる。この子を守らなければ。そう思うのに、守る術すべを思いつかない。

　このままでは店員に咎とがめられるのも時間の問題だった。足止めされれば、少年たちに見つかる。そうしたらシッポと騒さわぎ立てるだろう。

　──どうしよう、鷲嶽さん！　……あ、電話！

　まずはこの状じよう況きようを伝えなければ。ケータイをポケットから取り出し、電話をかけた。その瞬間、「いたーっ！」と近くで声が上がる。

　反射的に、駆け出していた。「そっち行ったぞ」「挟み撃うちだ」という声と、「コラー！　走り回るなー！」という男性の怒ど鳴なり声も聞こえる。客たちからの非難の視線はどんどん楓に集中してくる。それでも逃げなければ、摑つかまってしまう。

　どうしよう、どうしよう、そればかりが胸に渦うず巻まき──。

「お客様、失礼ですが！」

　店員に行く手を阻はばまれた。もう駄だ目めだ。頭が真っ白になった、その時。

　楓の視界が、広い背中に覆おおわれる。

「失礼、警察です。彼は協力者です」

　鷲嶽だった。楓と紺を店員の目から完全に隠し、警察手帳を見せているらしい。

「申し訳ないが、従業員通路を通らせてほしい。ご協力願えますか？」

「えっ!?　っはい！　こちらです」

　一転して、先導してもらえる。

　鷲嶽が振ふり返った。この緊きん迫ぱくした状況で、威い圧あつ感かん溢あふれる彼が頼たのもしい。

「俺が抱こう」

　小走りに店員の後を追いながら紺を引き取ろうとしてくれたが、しがみつかれて無理だった。こんなやり取りで時間をロスできない。

「大だい丈じよう夫ぶです。ついて行きます」

　息切れしていることをなるべく隠して、頷うなずいてみせる。こんな事態になったことを謝りたかったが、今は逃げるのが先だ。

「分かった。俺の前を走れ」

　頷いて、店員の後を追った。少年たちの声がまだ聞こえてくるが、後ろに鷲嶽がいるという安心感は絶大で、噓うそみたいに恐怖心が消えていた。

　生せい鮮せん食品コーナーの脇わきにある銀色の扉とびらを押して中に入ると、作業中の人たちが手を止めて注目してくる。何事かと思っているのだろう。作業スペースを抜ぬけると、事務所や更こう衣い室が並ぶ廊ろう下かが続き、その先が裏口だと言う。左に曲がるとトイレの方へ、右へ曲がると駐車場へと抜けられる。

「ここまでで結構です。ご協力感謝します。もう一つ頼みたいのですが」

「はい、なんでしょう！」

「中で走り回っている子どもたち全員を、十分ほど足止めしてもらえませんか？　諦あきらめずに外にまで探しに出て事故に繫つながっては大変なので」

「分かりました！　ご苦労様です！」

　使命感に溢れる店員が、元の道を戻っていく。

　三人だけになるなり、楓は頭を下げた。

「すみませんでした！　勝手な行動をして」

「ばかだな。楓が謝る必要がどこにある？　運転手から訳は聞いてる」

　頭をくしゃくしゃ搔かき混ぜて撫なでられた。

　一言も楓を責めないなんて、この人はどこまでかっこいいんだろう。普ふ通つうなら、事情は分かっていても、もう少し上手うまくできなかったのかと不満を抱くのではないだろうか。

「隙を見てタクシーに戻るが、少し変装した方がいいだろう。楓、コートを脱ぬげるか？」

「あ、はい。紺くん、ごめんね。ちょっとだけお手手離はなしてくれる？」

「いやーっ」

　完全に怯おびえてしまっている。本当に可哀かわい想そうなことをしたと、胸が痛くなった。自分がもっと気をつけていたら……。

「紺、少しだけだから離しなさい」

　鷲嶽が強ごう引いんに手を外させようとしたら、紺は暴れてバシッと彼の頰ほおを張ってしまった。

「いやっ！　にーしゃん、きらい！」

「っ！」

　一瞬、衝しよう撃げきを受けた鷲嶽の顔を、見てしまった。

　申し訳なさすぎておろおろする。

「あっ、じゃあ、ええと……そうだ。紺くん、くっつきごっこしようか？　僕が手を離しても、紺くんは落っこちたらダメなんだ。だから、僕の首に、ぎゅーってしがみついてくれる？」

「……あい」

　もそもそと紺が動きだす。

「いくよー、せーのっ」

　しめた、今だ、とコートを脱ぎかけたら、すかさず鷲嶽が手伝ってくれた。

「わー、紺くん上手にできたね～。もういいよー。お手手の力抜いてねー」

　ずるずる下がって、元の位置に戻ってくる。楓の腕わん力りよく的には首にしがみついてくれていた方が楽だが、人目を避さけるならこちらの方が安心だ。

「……さすがだな」

　ボソッと呟つぶやかれて、なんのことか分からなかった。視線で問うと、またしても頭を撫でられる。そうされると嬉うれしいのに、ドキドキして落ち着かない。

「おまえは保育士の資格を取るべきだ。俺に協力できることがあるなら何でも言ってくれ。入学の保証人にもなるぞ」

「えっ！」

　学校に通うには保証人が必要だから、諦めて通信教育で資格を取ろうと思っていたことを、彼が知っているはずがないのに。急にそんなことを言われて驚きよう愕がくする。

「詳くわしい話は後な」

　そう言って、今度は鷲嶽が上着を脱ぐ。なんと彼のジャンパーはリバーシブルになっていて、さっきまでの黒一色から、緑色のチェックという洒しや落れた紳しん士し風に早変わりする。それだけでかなり印象が変わる。さらに整えていた髪かみをぐしゃっとラフに乱してみたり、どこに隠し持っていたのか眼鏡を出してきて装着したりする。完全に別人だ。パンツと靴くつは同じなのに、どう見ても違ちがう人。

「楓、寒い中に悪いが、ズボンの裾すそを少し折り返すぞ」

「あ、はい」

　さっきまでコートを着ていた楓は、中のセーターを見られていないし、ズボンの印象も裾を少しいじることで印象が変わるのだろう。すごい、さすが刑けい事じ、と思った。もしかしてこういうことに慣れているのだろうか。

　抱だっこした紺を、楓のコートで包むようにした。これでポンチョもすっぽり覆えるし、シッポが飛び出す危険もない。

「よし、じゃあタクシーに……」

　移動しようとした。しかしそこに、人がやってくる気配。

　従業員なら素す通どおりできるが、さっきの少年たちなら身を隠かくしている方が安全だ。

「紺、絶対に声を出すなよ。楓にくっついてろ」

　こくん、素直に頷く。

　様子を窺うかがっていると、若い男女の話し声が聞こえてきた。

「──って言ってたけどさぁ、あいつら妖よう怪かいアニメの見すぎじゃねーの？」

「あー、はやってるみたいだねー。マジでいるなら追っかけずに写メればいいのに」

「だよな。俺ならソッコー撮とる。ちっこいガキだろ？　適当に撮ったら心しん霊れい写真みたいに写るんじゃね？」

　どうやら小学生たちが店員に訴うつたえでもしたらしい。鷲嶽が紺を隠すように移動した。

「つーか、ホントにこんなとこに捨ててっていいわけ？　家庭ごみはご遠えん慮りよくださいって書いてたじゃん」

「表に書いてあっただけだろ。ってことは裏に捨てても文句言われる筋合いねぇよ」

　従業員ではないらしい。それなら勢いよくすれ違えばなんとかなるだろうか。

　そう考えていたら、鷲嶽が突とつ然ぜん、楓の肩かたを優やさしく摑んだ。

　見下ろされる。至近距きよ離りから。びっくりして、硬こう直ちよくする。

「楓、こういう時のセオリーを知っているか？」

「え？」

「カップルのふりをするんだ」

「え」

　肩の後ろに腕うでを回され、ぐいっと首を抱かかえ込まれた。紺を挟はさんで体が密着する。鷲嶽の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　楓の足を、鷲嶽の長い足が外側から挟みこむような形になる。思わず仰のけ反ったら、後頭部が壁かべに触ふれた。

　緊張と動どう揺ようでパニックになる。

「逃にげるな。俺の背中に腕を回して、俺に身を任せろ。キスに酔よっている演技をするんだ」

「え？　え？　あ？　え？」

　パニックの楓の頭に、鷲嶽の指示がぐるぐる回った。とにかく順番に行動に移さなければ。

　逃げない。鷲嶽の背に腕を回す。身を任せる。──キスをする。

「んっ」

　唇くちびるを押し付けた。目測を誤って、唇の端はしにしか触れられなかった。一いつ瞬しゆん、腕の中の逞たくましい体が強こわ張ばった気がした。けれど次の瞬間、鷲嶽の唇がちゃんと楓の唇の上に移動してきてくれる。

　ぎゅうっと心臓が痛みを覚えた。

　唇が誰だれかの唇と触れるのは初めてで──。

　これは、キス。演技だけれど、本当にくっついているのだから、楓にとっての生まれて初めてのキス。──鷲嶽と。

「楓、口を開けてくれ。……俺が気持ち悪くなければ」

　気持ち悪いなんて聞かれる意味が分からない。反射的に、かぱっと開いていた。後ろから回された指に、グッと顎あごを掬すくい上げられる。楓の首を抱え込んだ鷲嶽の腕が枕まくらのようになって、しっかりと姿勢を固定される。そこに、真横になるほど傾かたむけた鷲嶽の顔が降りてくる。

　ばかみたいに大きく開いた口を、覆おおうように食くらいつかれた。鷲嶽の匂いに包まれる。

「……っ!?」

　舌がもぐりこんでくる。思わず口を閉じようとしたら、奥まで舌を差し込まれて、上うわ顎あごを舐なめられた。

「あぅっ」

　──何!?　今の!?

　変な声が飛び出してしまったことに驚愕して、カーッと体が熱くなる。

　こんなのは変だ。我が慢まんしようとするのに、続けて上顎を何度も舐められて「んっんっんっ」とどうしても声が漏もれてしまう。

　演技なのに。鷲嶽は紺を守るために、カップルのふりをしているだけなのに。こんな反応をしてしまって気持ち悪がられたらどうしよう。泣きたくなる。それなのに、舐められるたび、舌を絡からめて吸い上げられるたび、ゾクゾクと気持ちよくなって変な声が零こぼれてしまう。　>>>♥

「……んっ、ぁうっ……ンッ」

　顔の角度を変えて、深く、もっと深く、貪むさぼるようにくちづけられた。

　鼓こ動どうが打ち乱れ、手足ががくがくと震ふるえる。紺を抱えている左腕から力が抜ぬけそうになってしまう。紺がしっかりしがみついてくれているし、ふたりの間に挟んでいるおかげで簡単に落ちてしまったりしないが、こんな、まるで本当のラブシーンみたいなことをしている真下に小さな子がいることに、背徳感を覚える。鷲嶽の背に回している右手が、上着を摑つかんでいられないくらい震えてきた。唇を吸われる。ちゅっ、くちゅっ、と淫いん靡びな音が立ってしまう。恥はずかしすぎて、もうどうすればいいか分からない。

「この辺に捨てといたら……うぉっ!?　おいおいマジかよ。こんなとこでサカるかー？」

　男の声が近くで聞こえた。目もく撃げきされてしまったらしい。鷲嶽はキスをやめない。それどころか、ますます情熱的に舌を絡めてくる。「んっ、んっ」と切羽詰つまっているような声が漏れてしまう。聞かれると分かっているのに、声を抑おさえられない。

「邪じや魔ましたら悪いよ。行こっ」

「っちょ、引っ張るなよー」

　ドサッと物を投げ落とす音がして、それから足早にふたりが去っていくのが分かった。

　完全に気配が消えると、ようやく楓の口の中から熱い舌が抜けていった。

「……っは、はぁ……はっ……」

　目を閉じたまま、胸を喘あえがせる。なぜかもう一度、ちゅっと唇を吸い上げられて、それから指で拭ぬぐわれた。濡ぬれていたらしい。何で濡れていたのか思い至って、カァッとまた血が上った。

「がんばったな、楓。今のうちに移動するぞ」

「……あっ、は、はい……」

　全力疾しつ走そうでもしたみたいに、呼吸が荒あらい。ふらつく楓の腰こしに鷲嶽の手が回ってきて、支えてくれた。そのまま体を寄せて歩き始める。何度か足が縺もつれそうになった。

　駐ちゆう車しや場に出ると、明るい場所でくっついていることに羞しゆう恥ちを覚える。

「あ、あの、もう支えていただかなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「さっきの二人組が見ているかもしれない。このままカップルのふりをし続けるぞ」

　そういうことだったのか。鷲嶽の行動には一つ一つに意味があるのだと、今さら理解する。

　くっついているのが恥ずかしいとか、そんな自分本位な理由で彼の行動を拒こばんではいけないと思った。

　タクシーはさっきと同じ場所で待機してくれていた。助手席に大きな買い物袋ぶくろが見える。いったん置いて、迎むかえに来てくれたのか。

　後部座席に乗り込むと、運転手が慌あわてて振ふり返る。

「お客さん、すんませーん。この車貸切なんですよー。申し訳ないけど他ほかのタクシーに……」

「私たちですよ。お待たせしてすみませんでした。出してください。マンションまで、ちょっと急いでもらえますか？」

「えっ？　あっ！　あれま！　どうしたんですか、その格好は!?」

　運転手が驚きよう愕がくするほど、鷲嶽の変装は巧たくみだったらしい。

　派手に驚おどろきながらも、運転手は手早く車を発進させる。ちょうどスーパーの玄げん関かんから、さっきの少年たちがつまらなそうに出てくるのが見えた。間かん一いつ髪ぱつだった。

「お客さんたち、もしかして訳ありカップルかい？　駆かけ落ちでもして、追われてるとか？」

　マンションへと車を進めながら、運転手が気き遣づかうように聞いてくる。紺を膝ひざに抱えたまま俯うつむいている楓に、何かあったと思ったのだろうか。

「すべての人が歓かん迎げいしてくれる関係じゃないですから、仕方がないです。でも、手放すつもりはありません」

「かーっ！　兄さん、カッコイイね！　俺は応おう援えんしてるよ！」

　運転手の激げき励れいは、マンションに到とう着ちやくするまで続いた。

　強こわ面もてで恐おそれられると思いきや、鷲嶽はやはり人たらしだと思う。それはこの人の強さや優しさという内面が、言動に滲にじみ出しているからだと思った。

　もう触れていないのに、唇がじんじんと熱を持つ。

　すごいキスだった。舌を吸われたり、口の中を舐められたりするのが、あんなに気持ちいいことだなんて知らなかった。最中は自分がどうなってしまうか分からなくて怖こわかったのに、今はもう蕩とろけた記き憶おくしか残っていない。もう二度とあんなふうにしてもらえないんだと、分かりきっていることを考えてしまった。そして胸が痛んだ。ズキズキして、キリキリ引き絞しぼられて、それなのに甘くドキドキと脈打ったりする。

　それから、あのキスが鷲嶽にとってはただ誤ご魔ま化かすための演技だったことに、やたらとせつない気持ちになった。楓だからキスしてくれたわけではない。あの場にいたなら、誰が相手でも……あんなふうに……誰かとキスをするのだろう。

　──誰か……あの人？

　古田冴子。スマートでかっこいい彼女の姿が、脳のう裏りに浮うかぶ。

　そうしたらせつなくて、苦しくてたまらなくて……もしかして、と楓は気づいてしまった。

　どうしよう──鷲嶽のことが、好きかもしれない。恋れん愛あい感情で。
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　家の中に入った途と端たん、緊張の糸が切れたのか、紺はことんと眠ねむりに落ちた。

　よほど気を張っていたのだろう。可哀かわい想そうで、愛いとしくて、ぐっすり眠っている紺の頭を楓は何度も撫なでた。ミミの感かん触しよくもただ愛しかった。

　ベッドで寝ねかせた方が疲つかれは取れるに違ちがいないが、目が覚めた時にひとりだと淋さみしいだろう。ブランケットとクッションをいくつかリビングに持ってきて、小さな寝ね床どこを作ってあげた。そして何度も頭を撫でていると、鷲嶽も隣となりに膝をついて寝顔を覗のぞき込む。

　ドキッとした。鷲嶽の気配が近づくだけで、さっきのキスを思い出してしまう。

　その瞬間、胸が痛んだ。本当に自分は、恋愛感情でこの人を好きになってしまったのだろうか……。

　恋こいって、なんだろう。

　これまで生きてきて、ほんわりとした気持ちで「好きだな」と思った女の子は何人かいたけれど、楓にとって強く想おもった相手は『ヒーロー』だけだ。

　そして楓は何度か、かつての『ヒーロー』を、鷲嶽に重ねて見てしまっていた。あまりにもかっこよかったから。そして優やさしくしてもらったから。

　もしかしてこれは錯さつ覚かくではないだろうか。あまりにも強い憧あこがれだから、脳が誤って恋れん慕ぼにグループ分けしてしまっているのではないか。

　一生懸けん命めい、理り屈くつを捏こね回して、間違った道へと進まないように足あ搔がいてみる。

　だって、恋は困る。楓は純じゆん粋すいに、鷲嶽の人間性や男らしさに惚ほれているはずなのに。

　人として尊敬しているその純粋な気持ちが、恋なんてわけの分からない感情に支配されてしまうのはいやだった。そんなことになったら、いつか鷲嶽に迷めい惑わくをかけてしまうかもしれない。

「楓、もう気に病やむな」

　ぽんぽんと頭を撫でられた。大きな手のひら。胸がきゅうんとなって、ばか、僕のばか、と自分を詰なじる。

「過去は『past』、今が『present』だろう？」

　ハッと顔を上げる。鷲嶽は、紺を危険な目に遭あわせてしまったことを楓が悔くやんでこんなに沈しずんでいると思ったらしい。違うのに。もっと利己的なことで塞ふさいでいただけなのに。重ね重ね申し訳なくなってくる。

「稲荷いなり寿ず司しを作るぞ。手伝ってくれるか？」

「はい」

　紺をもうひと撫でして、気持ちを切り替かえる。

　そうだ、「『今』がプレゼント」なのだから、今できる精せい一いつ杯ぱいのことをしよう。紺とその両親の役に、少しでも立てるように。

　キッチンに移動して、エプロンをどちらが着けるかで少しもめたが、結局、楓が借りることになった。また強ごう引いんに着けてくれそうになったから、慌てて自分で着けた。

　既すでに慣れてきた作業なので、手分けして取り掛かかれる。

　油あぶら揚あげは、オムいなり用の巨きよ大だいサイズだけでなく、形も大きさもバラバラだった。長方形の一枚入りもあれば、正方形の四枚入りというものまでバラエティ豊かだ。売り場にあったものを根こそぎ攫さらってきたらしい。

　チンして、コロコロして、切って、湯通しして、氷水で冷やして絞って、煮に汁じるに投入。大量の油揚げがどんどん『あげしゃん』へと近づいていく。

　楓が油揚げに果か敢かんに挑ちよう戦せんしている間、鷲嶽は酢す飯めしに取り掛かっていた。白米の炊たける匂においが漂ただよい始めた頃ころ、前半の油揚げは火から下ろされて冷ます段階に入った。米が炊けると桶おけに移して酢を混ぜる。混ぜ方にもコツがあるのだと教えてもらった。しゃもじを握にぎった手に、手を添そえられた状態で。

　料理とは危険な作業なのかもしれない。涙なみだ目めになりながら楓は思った。キッチンにふたり並んで作業するというのは、思っているよりずっと、相手の体をすぐ傍そばに感じてしまうものなのだと知る。

　なんの意味もない動作だと分かっているが、楓の手元を背後から覗いてくる鷲嶽の吐と息いきが耳やうなじにかかり、心臓が痛いくらいに乱れ打った。

　これは違う、恋じゃない。そうもがけばもがくほど、過か剰じように意識させられてしまう。

　すべての材料の下した拵ごしらえが終わった頃には、楓はへとへとに疲れていた。長ちよう距きよ離り走でもしてきたのかというくらいに。

「あとは詰つめていく作業だが、その前に少し休きゆう憩けいするか？」

「とんでもないです。一つでもたくさん、作っておかないと」

　単純作業だが、その分時間がかかる。小さいとはいえ、これだけの数を詰めるのはなかなか骨が折れるに違いない。

「ふたりですれば夜には充じゆう分ぶん間に合う。それにもう少し冷ました方がいいだろう」

「それなら……あの、鷲嶽さんが休憩してください。キッチンを使わせてもらってもよかったら、コーヒー淹いれます」

　鷲嶽こそ朝から動きづめだ。

「そうだな。楓に甘えるか。……いや、ちょっと待て。スマン、昼飯がまだだったな。時間を見てメシを食う習慣がないからうっかりしていた。腹減っただろう？　すぐ作る」

「そんな！　どうぞお気遣いなく。むしろ僕が、よかったら何か買ってきますよ？」

　めいっぱいぶんぶんとかぶりを振ったら、ふっと笑われた。優しいまなざし。強面は相変わらずに、もうこの笑えみを怖いだなんて感じない。むしろ嬉うれしい。

「気を遣つかっているのは、おまえだろう。楓、俺には気を遣うな。甘えてろ」

　わしゃっと髪かみを搔かき混ぜられる。……ちびっ子にするみたいに。鷲嶽の目に自分がどう映っているのか、思い知らされた気がして、胸が痛い。

「……もう充分に甘えすぎです」

「この程度で充分だと本気で言うおまえに、本当に甘やかされるというのがどういうことかを、俺が教えてやりたい」

　鷲嶽の手が、するりと頰ほおに移動してくる。耳朶みみたぶを、指で挟はさむようにしてくすぐられた。こそばくて、それだけではない妙みような感覚が湧わいてきて、楓は身を引いて逃にげる。

　けれど逃げ切る前に、反対の手が楓の腰こしを捕とらえて引き寄せた。まるで正面から抱だき合うような、妙な体勢になる。

「……あ、の……？」

「さっきのキス」

　ドキッと鼓こ動どうが跳はねた。まさか鷲嶽から、その話題が出るとは思わなかった。

「は、い……？」

「何度目だ？」

　何を聞かれているのだろう。鼓動が乱れすぎて、頭に血が上ったこんな状態では、当たり前の受け答えができない。

　硬こう直ちよくしている楓の目を、射るように鋭するどい漆しつ黒こくの眸ひとみが見つめてくる。

「俺以外の誰だれかと、あんなキスをしたことがあるか？　舌を絡からめて、唾だ液えきを交こう換かんし合って」

「なっ、ないですっ！」

　カーッと顔が熱くなる。生々しい舌の感触を、言葉を紡つむぐ彼の唇くちびるの動きから連想してしまった。

「唇同士を合わせたのは？」

　ふるふるとかぶりを振ふった。

「ほっぺにキスされたり、キスしたりは？」

　それはある。けっこう数え切れないくらいにある。こくこく頷うなずくと、なぜか鷲嶽の目が睨にらむみたいに細くなった。ビクーッと震ふるえると、腰を摑つかんだ彼の手が、宥なだめるようにその辺りを撫でた。ぞわぞわする。痺しびれが広がるみたいに。

「その相手はガキだな？」

　再び頷く。するとようやく手が止まってくれた。

　なぜそんなことを聞かれるのだろう。質問の意図がまったく分からない。困こん惑わくしたが、鷲嶽の行動にはすべてに理由があることを楓はもう知っている。この一連の問いにも、きっと楓には想像もつかない何らかの事情があるのだろう。分かっている。理解できないけれど、分かっている。それでも楓にばかり質問してくる鷲嶽をズルイと思った。

「わっ、鷲嶽さんは!?　いつもあんなことしてるんですか!?」

「あ？」

　濁だく点てんが付いていた。息を飲んだ。それでも言葉は止まらない。

「危機を脱だつするために必要な行こう為いだというのは分かっています。変装の技術もすごくて尊敬したし、カップルのふりだって……。……鷲嶽さんは？　何回目なんですか？　ああいうの、よくあるんですか!?」

　自制も利きかず言葉がぼろぼろと零こぼれ出て、まるで責めているみたいな口調になってしまった。ハッと我に返って唇を引き結んでも遅おそい。

　楓は青ざめた。この言い方では彼の捜そう査さ手法を非難しているみたいではないかと、怒おこらせてしまったのではないかと怖こわくなった。

　それなのに。

「初めてだ」

　そんな返事をされたものだから、カッとなる。

「うそ！　……あっ、すっ、すみませんっ」

　自分の口を両手で押さえる。そうしなければ、とんでもない言葉が飛び出しそうだった。

　心の中がぐちゃぐちゃで、自分の言動を自分で制せい御ぎよできない。もしかして自分は機械で、誤作動でも起こしているのではないかと疑ってしまうくらいの暴走だった。

　絶対に、鷲嶽は怒った。そう思ったのに。

「楓」

　呼ぶ声が、甘く聞こえるのはなぜだろう。

　ささやくような、低く艶つやっぽい声。

　楓は動けなくなった。彼の威い圧あつ感かんに恐おそれをなした時とはまた違ちがった感じに、狙ねらいを定められた獲え物もののような心地ここちになる。

　頰に添えられていた手が、楓の手ごと頤おとがいを摑んだ。クイッと上を向かされる。鼻先が触ふれ合ってしまいそうなほどの距きよ離り。これ以上近づいたら、焦しよう点てんが合わなくなる。それくらい間近から、漆黒の双そう眸ぼうに捕らえられた。

「俺が、ああいうことを他ほかの人間とするのは、嫌いやか？」

　微かすかに頷いてしまう。頤を摑んでいる鷲嶽には、伝わってしまったに違いない。

　そんなこと、楓が言っていいことではないのに。あれは捜査に必要なことなのに。

「可愛いな、楓」

　ゾクッと背筋に電流のようなものが流れた。それは恐ろしさに違いないのに、じわじわと濃のう厚こうな蜜みつに侵おかされていくような、今まで味わったことのない感覚だった。

　この人に捕らえられたい。そうなれたらどんなに幸せだろう……そんなふうに感じた。

「ああいう場面で本当にキスをしたのは初めてだ。いつもはキスに酔よっているふりをするだけだからな」

　ふっ、と口角が上がる。

　──え？

「キスをして、酔っているふりをするんじゃない。キスで酔っているふりをするんだ」

　頭が真っ白になった。

　と、いうことは。……つまり。

　──……僕が間違えたんだ！

「すみませんでしたっ！」

　渾こん身しんの力で鷲嶽から離はなれ、膝ひざに額がつくほど頭を下げる。

　信じられない。なんという勘かん違ちがいをしてしまったのだろう。本当にキスする必要などなかったのだ。それなのに楓が唇を押し付けたりしたから、あの場では説明できずに鷲嶽は応こたえてくれた。

　恥はずかしくて、情けなくて、涙なみだが滲にじむ。なんというとんでもない誤解をしてしまったのだろう。拒こばめない状じよう況きようで性的な行為を強要するなんて、犯罪にも等しい。

　土下座するべきだと床ゆかに手をつきかけたら、素す早ばやく片膝をついた鷲嶽にその手を摑んで引き起こされた。膝立ちになって、向かい合う。鷲嶽はなぜか、微笑ほほえんでいる。

「謝る必要などない。俺は嬉しかった。あんな状況だったとはいえ、楓からキスしてくれて」

　なんて優やさしい人だろう。好きでもない相手とキスさせられたというのに、そんなふうに言ってくれるなんて。

　そう考えた後で、ハッと気づいた。自分が鷲嶽の中で、紺と同じちびっ子カテゴリーにいることに。もしかして嬉しいというのは、小さい子が愛情表現としてぷちゅっと頰にキスしてくれたら幸せな気持ちになれるという、あの感覚だろうか。

　そういうことなら、よかった。……そう思うのに、胸の中がもやもやする。

「キスまで済ませた仲だ。遠えん慮りよなく俺に甘えろ」

　冗じよう談だんにして和なごませてくれる鷲嶽に、楓は笑い返した。なぜか頰が引き攣つりそうになって、誤ご魔ま化かすように「ありがとうございます」と頭を下げた。

「差しあたって保育士の学校のことだが、ちょうど受験シーズンだろう？　学費を貯めているところだと言っていたが、ここから通えば四月からの入学でも間に合うんじゃないか？　この件が終わったら、早さつ速そく願書を手配するぞ」

「……え？」

　真しん剣けんな表情で、鷲嶽は淡たん々たんと計画を話す。

「ここで暮らせ、楓。これからは、俺の傍そばで」

「っ！　…………申し訳ありません！」

　今度こそ、楓は土下座していた。床に額をすりつけて、自己嫌けん悪おにこのまま床に沈しずんでしまいたくなりながら。

「身の上をお話ししたのは、決して、そんなつもりじゃなかったんです！」

　同情してくれたのだ。身寄りのない楓を庇ひ護ごしなければと、そんなふうに思わせてしまったに違いない。

　すごく優しい人なのだ。彼がこんなふうに申し出てくれることなんて、少し考えれば分かったはずなのに、自分のことで精せい一いつ杯ぱいだったことが恥ずかしい。

「僕はただ、少しでも鷲嶽さんたちのお手伝いをしたくて、そのためには不ふ審しん人物ではないことを説明しておかなければいけないと思っただけなんです」

「分かっている。俺が言ったのも、そういう意味じゃない。楓、顔を上げてくれ」

「あなたの中では、僕は庇護しなければならない子どもなのかもしれません。でも、これでももう成人しています。ひとりで大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと生きていけます」

「楓。顔を上げなさい」

　有う無むを言わさぬ声こわ音ねだった。楓はそろそろと顔を上げる。自己嫌悪で、醜みにくい顔をしているに違いない。見ないでほしい。そう思ったのに、両頰を摑まれて強ごう引いんに彼に向き合わされた。

「おまえを手放すつもりはない。そう言っているんだ。これは、俺の欲よく望ぼうの話だ」

　漆しつ黒こくの双眸が、ギラリと鈍にぶく光ったような気がした。それは鋭えい利りな刃は物ものを想像させる。欲望とは、一体。

　しばし、そのまま凝ぎよう視しし合った。見み詰つめ合うというには尖とがりすぎたまなざしは、心の中を探さぐるような色を秘ひめていた。

　鼓こ動どうは早はや鐘がねを打つどころか、逆にその速度を落とす。代わりに、ひとつ、またひとつ、力強く脈打った。ドクン、ドクン、と運命に向かって一歩ずつ足を進めるように。

　どれくらい時間が経たったのか、不意に、引き寄せられる。なぜか、鷲嶽も近づいてくる。彼の端たん整せいな顔が傾かたむき──。

「ふにゃーっ。かえで、どこー!?　にーしゃーんっ」

　静せい寂じやくを切り裂さくように突とつ然ぜん響ひびいた鳴き声に、弾はじかれるように離れた。

「紺、ここだ。楓もいる」

　鷲嶽が立ち上がり、紺の方へ歩いていった。ふたりして跪ひざまずいていたから、紺の位置からはちょうど簡易テーブルの陰かげになって見えなかったらしい。

　紺をあやす鷲嶽の声を聞きながら、楓はその場にへたり込んだ。

　今のはなんだったのだろう。

　紺が起きなければ、あのまま近づいて……。

　──まさか。そんな。理由がないよ。

　火ほ照てる頰ほおを押さえ、かぶりを振ふった。あのままだとキスしていたかもしれないなんて……そんなふうに考えてしまう自分は、きっとおかしい。
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　盛りに盛った、大量の稲荷いなり寿ず司し。

　途と中ちゆうで皿が足りなくなって、桶おけに並べたり積み上げたり、果てには作業台にラップを敷しいてその上に載のせたりしている。

　百個を超こえたところで数えるのを止やめたから、最終的にいくつできたのか分からない。鷲嶽も楓以上に手て際ぎわよく詰つめていたから、三百個は下らないはずだ。

　ふたりで向き合って作業するのは息が詰まるかもしれないと恐れていたら、紺のおかげで回かい避ひできた。

　少しでも目を離すと、紺が稲荷寿司を搔かっ攫さらおうとするのだ。これはお父さんとお母さんを助けるために必要なものだからと説明したし、紺も理解しているようなのだが、油あぶら揚あげを前にすると本能が勝ってしまうらしい。「コーン！」と一声鳴いて跳とびかかってくる紺を、ガシーッと抱だき留とめるスキルを楓も鷲嶽も身につけた。結局、交こう替たいで紺の遊び相手をすることになった。

　稲荷寿司の準備を終えて、もっと食べたいとぐずったりヨダレを垂らしたりする紺を懸けん命めいに宥なだめて晩ごはんを終わらせ、風ふ呂ろにも入れて、あとは寝ねるだけ……という状態で、決戦の時を待っている。

　簡易テーブルを畳たたみ、リビングスペースの中央、ラグの上に「玉」を置いた。これで道を開くというから、きっとここに啓治と穂風が現れるに違いないと予測して。

「おかーしゃんと、おとーしゃん、まーだかなぁ？」

　お山座りをした紺が、楽しそうにゆらゆらシッポを揺ゆらす。楓はその隣となりに片膝をついて待機している。いつ、何が起こっても、すぐに紺を抱いて逃にげられるように。

「もうすぐお父さんとお母さんに会えるの、嬉うれしいね？　紺くん、淋さみしかったのに、よくがんばったね」

　もふもふと頭を撫なでてあげたら、自じ慢まんするようにミミがピーンと立った。

「コン、さみしくなかったよ」

「紺くん……！」

　なんて健けな気げな子だろう。思わず、ぎゅっと抱き締しめる。

「……楓、感激しているところに水を差すようだが、嫉しつ妬とを覚えるので言わせてくれ。妖よう狐こは『玉』で繫つながっているらしいぞ。肌はだ身み離さず持っている限り、傍にいることと同じだそうだ」

「えっ。それって、どういう……？」

「つまり、紺にとって啓治と穂風は今も傍にいる。だから淋しさは感じない。『玉』を持たない俺や楓が離れれば淋しいが、物理的に傍にいるから淋しくない。そういうことだな、紺？」

「うーん、よく分かんない。でもねー、かえでも、にーしゃんも、おかーしゃんも、おとーしゃんも、コンといっしょよー」

　にぱーっと天真爛らん漫まんに笑ってくれる。

　そういうことだったのか。こんな小さな子が親を恋こいしがって泣かないことに疑問を覚えたりもしていたが、まさかの真相だ。そして『玉様』すごい、と感心する。

「ついでに言うと、紺は生後三ヶ月だそうだ」

「三ヶ月…………えっ!?」

　どう見ても三歳児くらいなのだが。どういうことかと、紺と鷲嶽の顔をいったりきたり見てしまう。

「妖狐の一ヶ月は、人間の一年程度に当たるらしい。成人すると人間と同程度になり、ある程度年齢を重ねると今度は成長が遅くなる。つまり今の紺の場合、一年後には十五歳、一年半後には楓とほぼ同い年だ。だから今後は、あまりくっつきすぎるな。子ギツネだと思って油断するな」

　なんだか爆ばく弾だん発言をされたような気がするのだが……。今の科白せりふのどれもこれもが突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて、どこに一番注目すべきだったのか分からなくなってくる。

「え、ええと……？」

「紺は可愛いが、だからこそおまえを取り合いたくはない」

　無愛想に吐はき捨てた鷲嶽の目め尻じりが、うっすら赤い気がするのは……気のせいだろうか。

　しかし次の瞬しゆん間かん、鷲嶽の顔つきが変わった。

「来るぞ」

「わーい。『たまたま』～」

　すくっと立ち上がった紺が、バンザイしながらシッポをブルンブルンと振り回す。

　ピカーッとラグの上の「玉」が光を放った。

　まぶしくて顔を背そむけてしまう。ふっとそれが和らいだのは、鷲嶽が背に庇かばってくれたからだと、うっすら開けた視界で分かった。

　人ひと影かげがふたつ、光の中に浮うかんだ。宙に飛ぶように。そして「コーン」と高い声が響ひびき、スッと急激に光がしぼんだ。

　後には男女が現れていた。鷲嶽をもっと細身にして飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きを纏まとわせた感じのダウンジャケットの男と、真っ白な着物姿の女性。黄金に近い薄うす茶ちや色いろの長い髪かみ。アーモンド形の黒い瞳ひとみ。ミミもシッポも生えていないが、彼女が紺の母親だとすぐに分かった。

「おかーしゃん！　おとーしゃん！」

「紺！」

　ふたりの胸に、紺が飛び込んでいく。紺の全身から喜びが爆発していた。「玉」を通じて傍に感じていたというけれど、やはり淋しかったのではないかと思った。

「紺、よかった、紺……！」

　母親──穂風が力いっぱい紺を抱き締めて、そんなふたりを啓治が抱き締める。

　ああ、これが家族なのか、と楓は思った。

　物語の中だけではない『家族』を、初めて見た気がした。

「兄さん、ありがとう。おかげで……」

　啓治が礼を言いかけたが、鷲嶽の傍かたわらにいる楓に気づいて表情を強こわ張ばらせる。

「心配するな。この子は絶対的に信しん頼らいできる。それより結界はもう張れているのか？」

　穂風が長い髪をふわりと靡なびかせ、深く頭を下げた。

「張らせていただきます」

　そう言うや否いなや、ピョーンとその場で飛び上がる。紺は弾かれて啓治に抱きとめられ、穂風は宙返りをした。次の瞬間、美しい狐きつねに変わっていた。

　シッポが紺とそっくりだ。先せん端たんだけ白く、根の方は黄金に近い薄茶色。全身同じ色の毛に覆おおわれているが、足は靴くつ下したを穿はいたみたいに黒かった。完全な狐。ただ、あまりにも美しい。

「わー、おかーしゃん、きれぇー」

　紺も感かん嘆たんの声を上げて、キラキラとした瞳で見つめている。

　穂風は部屋の角に向かって、「コーン！」と麗うるわしい鈴すずの音のような声で鳴きながら跳びはねた。着地したら、次の角へ向かって、「コーン！」それを四つ角すべてに行うのかな……と見守っていたところ。

「コー……あああっ、揚あげ様っ！」

　まさかの、キッチン側で角に行かずに稲荷寿司の皿に方向転てん換かんしてしまった。

「穂風っ!?」

「あーっ、おかーしゃん、じゅるーいっ！　コンも！　コンもたべたいのにーっ」

　ぐぁっつぐぁっつ！　ものすごい勢いで穂風の口の中に稲荷寿司が消えていく。

　これは一体どうすればいいのか。啓治は「穂風！　結界！」と叫さけびながら紺を取り押さえるので精せい一いつ杯ぱいだ。

「楓、他ほかの皿にラップだ！」

　鷲嶽が機き敏びんに動いた。楓にひとつ放ほうり投げて渡わたした鷲嶽は、サイズ違いのラップで真っ先に桶の稲荷寿司をガードした。それが一番大量だ。そこを死守した鷲嶽はさすがだ。楓も参戦する。そろそろ時間だからと、つけていたラップを外したのが仇あだになった。

　穂風はひと皿食べつくし、次の皿へ！　と移ったが、「はうっ！」とラップに阻はばまれた。たった数ミリのビニールが、穂風を我に返らせる。

「あっ、あら？　私は一体……揚げ様をたらふくいただく白昼夢を見てしまったわ……美味おいしかった……」

「穂風！　結界の続き！」

　啓治が叫ぶ。正気に返った穂風が次の角へ向かって跳びあがろうとした、その瞬間。

　カッ！　と空中に閃せん光こうが走った。瞬間的に紺を守ろうと体が動いたが、そうだ、もう自分の出番はないんだと悟さとった。そんな楓の体を──逞たくましい腕うでが抱き寄せる。

「……っ！」

　鷲嶽だった。まぶしすぎて見えなくても、匂においを感じる余よ裕ゆうなんてなくても、この腕が鷲嶽のものだと分からないわけがなかった。

　守られている。また、彼に。そのことが嬉しくて、それなのに情けなくて、自分にはやっぱり誰だれかの『ヒーロー』になるなんて無理なんだ……と思い知らされる。

　だったら、自分が存在する価値なんてあるのだろうか。

　誰の役にも立てない自分など、生きていることになんの意味があるのだろう。

「コーン！」

　幾いく重えものキツネの鳴き声。一いつ匹ぴきではない。しかも鳴き声に迫はく力りよくがある。オスだ。それも、きっとかなり強い。

「見つけたぞ、穂風。おまえは里長の娘むすめ。里に仇なすとはなにごとぞ」

　威い厳げんのある声が響く。まだまぶしすぎて目がちゃんと見えない。けれど穂風がいる方に、声の主が迫せまっているのは気配で分かった。

「鷲嶽さん、僕より穂風さんを……！」

　そうするのが当然だと思った。しかし楓を抱だき締める腕は緩ゆるまない。それどころか、ますます力が籠こもる。

「おまえは絶対に飛び出してこないと約束できるか!?」

「っ、僕なんかじゃ役に立たないと分かってい…」

「楓が一番大事だと言っているんだ！」

　唇くちびるを塞ふさがれた。柔やわらかくて、強ごう引いんで、優やさしくて、熱い。喰くらいつくように覆いかぶさったそれは、一瞬で離はなれていった。

　それはどう考えても、鷲嶽からのキスで。

「絶対に手を出すなよ！　おまえ自身の身を守ってくれ！　頼たのむから！」

　部屋の隅すみに突つき飛ばすくらいの勢いで押しのけられて、楓は呆ぼう然ぜんと鷲嶽を見送ってしまった。

　踵きびすを返した鷲嶽は、じりじりと後退する穂風の方へ駆かけていく。部屋の反対側では、紺を抱き締めた啓治にも追っ手の狐が迫っている。

　狐は十匹以上いた。乱れた毛並みやくすんだ茶色さが、彼らを荒あらくれ者に思わせる。

　部屋の中央には貫かん禄ろくのある一匹の狐がいた。彼がボスだと一瞬で理解する。

　──交こう渉しよう相手は彼だ！

　啓治を見る。狐たちと睨にらみ合っていて、僅わずかでも集中を切らしたら危ないと悟った。

　穂風を見る。鷲嶽に庇われながらも、睨み合いを続けている。こちらも下手に声をかけられない。

　今にも一いつ触しよく即そく発はつの空気に満ち、緊きん張ちようが漲みなぎっていた。　>>>♥

　どうしよう、どうすればいいのか……必死に考えを巡めぐらせながら部屋中をもう一度見み渡わたしていた時、ボスの口が開くのが見えた。駄だ目めだ。彼が号令をかけたら、きっと狐たちは一いつ斉せいに襲おそい掛かかる。

　──そうだ！　『あげしゃん』！

「や…」

　ボスが声を出したのと、楓が皿に飛びついてラップを剝はがし、中身を宙に放ほうり投げたのは同時だった。

　空中にいくつもの稲荷いなり寿ず司しが飛ぶ。狐たちが一斉に宙を見上げる。

「みなさん！　あげさんをどうぞーっ！」

「コーン！」

　幾重もの鳴き声が響き渡わたり、いくつもの茶色い体が空を舞まった。

　はくっ。はくはくはくボトッ、はくっ。あちらでもこちらでも稲荷寿司が狐の口に消えていく。

　その隙すきに、楓はすかさず桶おけを摑つかんだ。ラップをしたままボスの元へ運ぶ……その途と中ちゆうで、桶の反対側を鷲嶽が持ってくれた。

　一瞬だけ視線が絡からむ。怒おこっているような目をしていた。けれど桶を奪うばわれることなく、一いつ緒しよに運んでくれたことが嬉うれしい。

　狐たちが稲荷寿司を吞のみこんで、ハッと我に返ると同時に、盛りに盛った稲荷寿司の桶がボスの前に差し出される。狐たちの目は桶に釘くぎ付づけだ。

「なっ、なななんじゃこれは!?」

　ボスが上うわ擦ずった声をあげた。

「あなたが長か？　交渉に応じてくださるのなら、この稲荷寿司をすべて差し上げよう」

　凜りんと背を伸のばして正座した鷲嶽がそう言うと、ボス──長が「うぬっ!?」と唸うなった。視線は稲荷寿司から離れない。

　楓は紺と穂風の安全を確かく認にんすべく視線を走らせた。

　紺は相変わらず『あげしゃん』と騒さわいで啓治に捕とらえられていて、穂風はなんと追っ手の狐たちと一緒に稲荷寿司に釘付けになっている。大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になったが、穂風に注意を払はらっている狐はいない。

　まさかこれほどまでに『あげしゃん』に力があったとは。

　啓治に情報をもらえて本当によかった。

「こっ、これは透とう明めい防護膜まく……なんとこしゃくな……っ」

「もちろん、取って差し上げましょう。交渉次し第だいでは、さらなる稲荷寿司の用意もある」

「はうっ!?」

　うっとりした狐の表情というものを目もく撃げきしてしまった。以前、飼い猫ねこの表情が分かるという人を不思議に思ったことがあったが、なるほどこういうことかと納なつ得とくする。

　ゴホン、と長は咳せき払ばらいして、ようやく鷲嶽の方を見た。鷲嶽は太ふと腿ももに拳こぶしをつけ、気き迫はくを漲らせる。長にも貫禄が戻もどってきた。向かい合うふたりは、まるでどこかの任にん俠きよう映画のような迫力だ。

「それで？　人間風ふ情ぜいが、この妖よう狐この長と、交渉できることがあるとでも？」

「まず、お詫わび申し上げる。我が弟、啓治がそちらの里の掟おきてを破ったのは事実。申し訳なかった」

　膝ひざに置いていた拳を、床ゆかにつけ、鷲嶽は深く頭を下げた。

　啓治が呆然と「兄さん……」と呟つぶやく。まさかそんなふうに謝ったりするとは思ってもみなかったのだろう。

「なんじゃ、あの痴しれ者の兄にしては話ができそうな男ではないか」

「お褒ほめに与あずかり光栄。長は感情的にならず、理性的に、交渉してくださる方だとお見受けした」

「いや、まあ……そうじゃな」

　しどろもどろになったところで、鷲嶽はすかさず、桶のラップを外した。

「交渉に就ついてくださる感謝の証しるし。どうぞお召めし上がりを」

「コーン！」

　長を押しのけんばかりの勢いで狐きつねたちが群がる。あっと言う間に桶は空になった。それで我に返った狐たちがまた険悪になったらどうしようかと不安が過よぎったが、杞き憂ゆうだった。彼らはどこか恥はずかしそうにそわそわしている。

　穂風も理性を取り戻したようで、すすす……と下がって、紺と啓治の傍そばに戻った。くるんっと跳とびあがって宙返りすると、元の美女の姿になる。鮮あざやかな変へん化げ。

「うぬぅ……交渉になど応じるつもりはなかったものを、口くち惜おしや……！　じゃが食うたのは事実……！　しかも絶品！　どの店で買こうたものか、秘密を打ち明けるなら赦ゆるしてやろう」

「材料の油あぶら揚あげはさまざまなメーカーのものを買ったが、稲荷寿司にしたのは俺だ」

「なんと!?　これを、おぬしが!?　このように絶品のものを、おぬしひとりで!?」

「そうだ」

　言い切った鷲嶽に、「かえでもちゅくってた……」と紺の呟きが聞こえてくる。鷲嶽は舌打ちをした。紺に対してそのような忌いま々いましげな態度を取ったのかと驚いたが、長の目がスッとこちらに向けられて、この展開を防げなかったことに舌打ちしたのだと気づいた。

「かえでというのはそなたか」

「……はい」

　みっともなく、声が震ふるえてしまった。長の迫力はすごい。鷲嶽の威い圧あつ感かんでずいぶん耐たい性せいがついたおかげで、震えながらでも返事ができたのだと思う。

「そなたはあの痴れ者とどういう関係……や？　やや？　なんじゃ、おぬしら？」

　ヒクヒクと長の鼻先が動く。楓の方をクンクン、次に鷲嶽の方をクンクンし、「ほほう、これはおもしろい」と呟く。

「同じ匂においなどさせおって、魂たましいでも分けおうた人間か？」

「人間は魂を分け合えない。だが、これからの人生は分け合うつもりだ」

「っ！」

　──人生を、分け合う……？

　まるでプロポーズのように聞こえてしまった。そんなわけないのに。男同士で、そもそも鷲嶽は楓のことを庇ひ護ごすべき子どもだと思っていて──。

　解かい釈しやくを間ま違ちがえていると、冷静に考えろと自分に言い聞かせるのに、さっき奪われた唇がじわりと熱を持つ。

　おまえが一番大事だ──隠かくしていた本心を吐と露ろするような、鷲嶽の声が耳に甦よみがえる。

　──そんな、まさか、……だって……。

　端たん整せいな横顔に、胸が引き絞しぼられる。

「伴はん侶りよじゃとでも言うつもりか？」

「いかにも」

「たわけたことを。雄おす同士じゃろう。子孫はどうするのじゃ？　子孫繁はん栄えいは生物としての使命じゃぞ？」

「それを至上の使命とする考えの人たちもいるでしょう。だがそんな彼らも、自然の摂せつ理りすべてを正しく理解しているとお思いか？」

「ありえぬ。自然とは深遠なるもの。神にもっとも近い存在。ほんの僅かな知ち恵えを持つ生物如ごときが解明しきれるものではないわ。じゃから我らには『掟』がある。先達の知恵を蓄ちく積せきせねば、我らなどひとたまりもないわ」

　掟。そのキーワードが出たと、ドキッとした。

「そう、掟しかり、世の常識など、先達の知恵の蓄積に過ぎない。軽視することはできないが、絶対ではない。『子孫を残さなければならない』というのはただ種族としての本能であり、子孫を残さない存在にも、なんらかの超ちよう自然的理由がある可能性がある。同性の伴侶は罪だとか、自然に背そむいているなどという断定は、今の時代の、現時点でのものに過ぎない。次の世代では真理が解き明かされ、むしろ歓かん迎げいされる関係になっているかもしれない。そんな不確実な常識に迎げい合ごうして、己おのれの心を殺すことになんの意味がある？　俺は自然に、この心に従う。長ほどの方なら、この理論を理解してくださると思うのだが？」

「う、うむ……？」

　すぐに掟の話に入るのかと思いきや、やたらと壮そう大だいな展開になっているような気がする。それからも楓には理解できない、超自然やら神やらという話題がしばらく続き、だんだんと議論が白熱してくる。

　長の見解も聞かせてもらえるのは啓治と穂風を救うヒントになりそうだが、激しく脱だつ線せんしていないだろうか。

「つまりキツネの里では、時代の流れで常識が変わることによって、本質を見失わないようにするための指針が、『掟』だということか？」

「そうじゃ。我らにとって『掟』は、先達からの贈おくり物じゃ。まだ見ぬ子孫たちを想おもい、道を踏ふみ外さぬように、未来永えい劫ごう幸福であるように、お伝えくださった尊とうとい文言なのじゃ」

　ツイっと鼻を高くして、自じ慢まんげに言う。鷲嶽は「なるほど、先達の想いは深い」と称たたえている。

「しかし時代によって、どうしてもそぐわぬものも出てくるでしょう？　中には廃はい止しする『掟』もあるのでは？」

「ない。そんなことをしては『掟』にならぬ」

「では逆に、これから未来の子孫に向けて、あなたが新たな『掟』を増やすことは？」

「ワシひとりで決められるほど軽いものではないわ。長老会議にかけ、許しを得て初めて、『掟』として認められる」

　とうとう本題に入った。楓は固かた唾ずを吞のんで見守る。狐たちもおとなしく成り行きを見守っている……と思いきや、視線が楓たちの後方に流れていた。それはキッチンの方向。もしかして残りの稲荷いなり寿ず司しの存在に気づいたのだろうか。

「フン。『里長の娘むすめは、次の長となるキツネを婿むこに取る』という掟をなくせと言いたかったのであろう？　残念じゃったな」

　ギラリと光る鋭するどい目つきが、啓治と穂風の方に向けられる。「ひょおぉっ」と怯おびえる紺の声が響ひびいた。

「穂風さんの他ほかに、娘は？」

「おる。じゃが、ここで言う『娘』が長女であることは、キツネ界の常識じゃ。覆くつがえらぬ」

　姉し妹まいがいるなら、そちらの相手が次期長でいいではないか。楓はそう言いたくなった。

　しかし鷲嶽は反論せず、「なるほど」と頷うなずいている。今になって気づいたが、あれだけ白熱した議論をしておきながら、鷲嶽は一言も、それは間違っているとか、そうは思わないとか、反論する言い方をしなかった。しっかり反対の意見を言っていたはずなのに、対立したという印象がまったくなかった。

　それは話術というよりも、鷲嶽正義という人の本質を表しているような気がした。相手をとことん受け入れる。そうして尊重しておきながら、決して自分を曲げない。

「ならば長よ、その掟おきて『里長の娘は、次の長となるキツネを婿に取る』に、こんな条件を追加するのはどうだろう？　『ただし、それが人間との恋こいによって叶かなわぬ時は、人間の娘婿は里の求めに応じ、いつでも、いくらでも、稲荷寿司を差し出す』」

「なんとっ！」

　狐たちが一いつ斉せいに鷲嶽に注目した。目が輝かがやいている。剣けん吞のんさなど皆かい無むの、期待に満ちてキラッキラとした瞳ひとみ。

「そっ、そっ、そのような卑ひ怯きような条件を提示してくるとはこしゃくな……っ」

「卑怯？　それは申し訳ない。撤てつ回かいして…」

「ままま待てっ！　念のため、一応確かく認にんするが、その場合の稲荷寿司というのは、先ほどの味付けのものか!?」

　長は鷲嶽の稲荷寿司がよほど気に入ったらしい。なんとなく誇ほこらしくなる。

「ええ、弟にはレシピを伝授しましょう」

「たわけ！　分量を同じに作ろうが、匂いまでは真似まねできぬじゃろう。あの痴しれ者には、あれほどの揚あげ様は作れぬ！」

　──匂い？

　また、このキーワードが出てきた。しかもこんな重要な場面で。

「なんのために、我らがわざわざ人間界にまで揚げ様を求めに来ると思っておるのじゃ？　匂いあってこその揚げ様だからじゃろう!?」

「なるほど」

　鷲嶽は納なつ得とくする。彼は「匂い」のことを把は握あくしているということか。確か『芯しんとなる言葉』がどうの……と言っていた気がするが、一体どういうことだろう。

「揚げ様はそなたとかえでが作れ。そなたは、あの痴れ者に雇やとわれるがいい。人間の世は、労働で金銭が発生するのじゃろう？　痴れ者が身銭を切るのであれば、先の条件の範はん囲いにあると認めてやってもよい」

「ありがとうございます。では、条件追加ということでよろしいか？」

「待て待て。長老会議にかけて、承認が得られれば、の話じゃ！」

　楓はサッと立ち上がり、キッチンから稲荷寿司の皿を取ってきた。

「あの……でしたら、よろしければ会議用に、こちらの稲荷寿司をお持ちください。長老様方にも召めし上がっていただいた方が……」

　楓の手の中の皿に、視線が集中する。アガァと開いた口からヨダレを垂らす者までいた。

「うぬぅ……強したたかな奴やつらめ。……クッ。……承知した。会議用に預かろう」

「ありがとうございます！」

　この鷲嶽製絶品稲荷寿司を食べてもらえたら、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。そんな気がした。

「ええと、重箱みたいなのに詰つめ直した方がいいですよね？　僕ちょっと買ってきます」

　鷲嶽にそう言って立ち上がろうとすると、「よい、よい、これでよい」と長に引き止められる。

　長の言う「これ」とは、桶おけのことだ。これを渡わたしてしまうと次に作る時に困ってしまう。そう困こん惑わくする楓の横で、鷲嶽は不敵に笑った。

「長よ。会議が終わり次し第だい、この桶をお持ちください。追加された『掟』に従って、再びこの桶いっぱいの稲荷寿司を用意いたしましょう」

　その科白せりふに、狐きつねたちは腰こし砕くだけになった。

　急いでキッチンに持って行き、残りすべての稲荷寿司を桶に移し替かえる。

「あの、おれたちも手伝っていいですか？」

　啓治が長に聞いた。匂におい云うん々ぬんの問題を気にしたのか、それとも義父として気を遣つかったのかは分からない。長は少し嫌いやそうな顔をしながら、「箸はしを使え」と言って赦ゆるした。

　穂風と紺も手伝ってくれる。稲荷寿司を前に理性が飛びそうになりながらも、必死に耐たえているのが可愛かった。

　桶にこんもりと盛った稲荷寿司にラップをかけて、長の前に運ぶ。その役目は、穂風と啓治に任せた。そして紺が、長に一言。

「あい。おじーちゃん、あげしゃん、どーじょっ。うう……」

　──紺くん、ヨダレヨダレ。

　さっきまで楓が拭ぬぐってあげていたそれを、今は啓治が拭ってあげる。紺に、よかったね、と胸中で語りかけながら、少し淋さみしいと思ってしまった。

　長はしばらく、紺を見つめていた。紺が怖こわがらないのは、長の目が優やさしくなっていたからだろう。

　──うまくいきますように。

　心から願った。

「おい、痴れ者の兄よ」

「鷲嶽です」

「うむ、鷲嶽よ。沙さ汰たは追って言い渡す。それまで娘と──孫を、頼たのんだぞ。これほどの揚げ様を作るそなたたちになら任せられる。……痴れ者の匂いは好かんがのぅ」

　啓治が身を竦すくめる。

　匂い云々というよりも、長にとって啓治は、可愛い娘を奪うばっていく憎にくい男──そういう位置づけなのだろうなと思った。

　それは穂風が愛されているから。

　長は、穂風には何も声をかけなかった。穂風も何も言わなかった。けれど目を見み交かわした彼らの間に、言葉では表せない確かな絆きずなのようなものを感じた。

　──いいな……。

　つい、羨うらやましく思ってしまう。親に愛されるって、どんな気持ちだろうと想像して。

「では、ゆくぞ！　皆みなの者、揚げ様を持てぃ。……つまみ食いするでないぞ」

「コーン！」

　幾いく重えにも鳴き声が上がり、閃せん光こうが瞬またたいた。道が開く。まぶしくて顔を背そむける。やがて、しゅうっと光が収縮した後には、五人だけが残された。

「兄さん、本当にありがとう。なんてお礼を言ったらいいか……」

　真っ先に、感極きわまった様子で頭を下げた啓治の肩かたを、鷲嶽はぽんぽんと優しく叩たたく。

「頼たよってくれて嬉うれしかった。それに、ここまでできたのは楓のおかげだ。俺一人では、紺の面めん倒どうさえまともに見られなかった」

　啓治と穂風に前のめりに見つめられて、楓は慌あわてる。

「そんな、滅めつ相そうもないです。僕なんて全然、なんのお役にも……」

「楓さんって……もしかして、あの？」

「ああ。あの、楓だ」

　──あの？

　兄弟だけで分かっているようで、居い心地ごこちが悪くなる。視線で尋たずねると、鷲嶽は微笑ほほえんだ。相変わらず迫はく力りよくはたっぷりなのに、優しさが滲にじみ出している。

「楓、後で……話したいことがある」

　ふっと、眸ひとみに陰かげが宿った気がした。優しいのに、苦しそうなまなざし。そんな鷲嶽は初めてで、楓は不安を覚えた。

「え、まだ話してなかったとか？　ごめん、兄さん！」

　啓治がおろおろする。顔の造作は似ているが、線の細さも、雰ふん囲い気きも、まったく違ちがっていた。

「もともと話すつもりだった。気にするな」

「……うん。……あの、楓さん。これだけ言わせてください。おれは、あなたに感謝しています。十五年前、あなたと出で逢あったことで兄は変わった。そしておれたち兄弟の関係も変えてくれた。今もあなたが兄の傍そばにいてくれたと知って、ものすごく嬉しいです」

「……え？」

　十五年前？　あなたと出逢って？　──一体なんの話だろう。彼は何か誤解をしているのではないだろうか。

「いや、再会したのは三日前だ。紺が見つけてくれた」

「えっ!?　紺が!?」

　穂風に抱だっこされている紺は、

「しょーだよー。にーしゃんと、おんなじにおいだから、コン、まちがえちゃったー」

　と言って、にぱーっと笑う。まったく同じ科白を聞いてから、まだ三日しか経たっていないのに、とても懐なつかしい気がした。

「紺がいなければ、俺は楓を見つけられなかった。紺をおまえが預けてくれなければ、その機会もなかった。啓治──ありがとう。おまえが頼ってくれたことで、俺は幸福を摑つかむチャンスを手に入れた」

「……兄さん……」

　啓治の目が潤うるんだ。彼らの間にも、言葉にできない絆があるのだと思った。

　鷲嶽は懺ざん悔げだと言っていた。弟が放ほう浪ろうしているのは自分が彼を守れなかったせいだと悔くやんでいた。けれどそれは間違いのような気がする。

　鷲嶽が一方的に弟を想おもっていたわけではないと思う。どう見ても、彼らは互たがいを想い合っている。想いすぎて、すれ違ってしまったのではないかと想像してしまうほどに。

「これからどうするんだ？　行く当てはあるのか？」

「うん。ひとまず、借りてる家がある村に戻もどろうと思う。あそこなら人目もほとんどないし、紺がちゃんと変へん化げできるようになるまで隠かくし通せると思う。たぶんあと二、三ヶ月もあれば大丈夫かな……だよね、穂風？」

「はい。紺は普ふ通つうの妖よう狐こより変化能力の開花が早いようなので、それだけあれば充じゆう分ぶんかと」

　穂風がしっとりと微笑む。妖よう艶えんな女性というのは、こういうことを言うのかもしれない。目が合うだけで少し照れくさくなる。

「それより、兄さん。追加条件のことなんだけど……負担ばかりかけてごめん。兄さん、ただでさえ仕事で忙いそがしいのに……」

「気にするな。楓も手伝ってくれる。なあ？」

「もちろんです！　僕でお役に立てることがあって、嬉しいです」

　勢いよく言ってから、あれ？　と思った。この件が終わっても、鷲嶽に会いに来ていいということだろうか……というか、そういえばこの家から学校に通えばいいとかなんとか言ってくれていたのは……庇ひ護ごすべき対象として見られているからだと、あの時は思ったのだが……。

　その後のキスとプロポーズまがいの言葉を思い出し、頰ほおが熱を持つ。

「里から連れん絡らくがあれば、すぐに報しらせろ」

「うん、分かった。ありがとう。……もしよかったら、兄さんたちも、家に遊びに来て？」

「ああ。必ず」

　もう帰ってしまうのかと、淋しくなった。今度はいつ、紺に会えるのだろう。……会っても、いいのだろうか。

「紺も元気でな」

　鷲嶽が、くしゃっと紺の頭を撫なでた。楓が知る限り、それは初めての行こう為いだった。鷲嶽は紺に拒こばまれることを恐おそれず、紺は鷲嶽の強こわ面もてに怯おびえず、当たり前のようにわしゃわしゃしている。胸がジーンと熱くなった。よかった、と心から思う。

「にーしゃん、どこか行くの？」

「紺が家に帰るんだろう」

「かえでは!?　かえでも、いっしょ!?」

「ううん、僕は……」

　言葉を濁にごしたら、紺がぶわーっと涙なみだを流し始めた。

「いーやーっ！　かえでも、いっしょーっ！　コンと、いっしょに、いるのーっ！」

　じたばた暴れて穂風の腕うでから落ちそうになる。楓は慌てて紺を受け取った。ボロボロと涙を零こぼしながら、ぎゅうぎゅうしがみついてくる紺に胸が痛む。可愛くてたまらない。楓も力いっぱい抱だき返した。

「ありがとう、紺くん。大好きだよ。いつだって傍にいるよ」

　紺のことを想ってる。そういうつもりで、口にしたのだけれど。

「ほんと!?」

「うん」

「じゃあ、コンの『たまたま』、わけたげるねっ」

「ん!?」

　むちゅーっと。

　吸い付かれていた。唇くちびるに。小さな舌が、ぺろりと潜もぐり込んでくる。

「紺！」

「楓を放せ！」

　紺を啓治が、楓を鷲嶽が、それぞれ後ろから抱き寄せて、引き剝はがす。

　離はなれる瞬しゆん間かん……ころん、と、舌の上に何かが転がり込んできた。とても小さな丸いもの。

「クソッ。油断した」

「んっ！」

　グイッと背後から頤おとがいを摑み上げられ、唇を塞ふさがれる。鷲嶽にキスされていると気づいて思わずもがいたら。

　ごくん。小さな丸いものが、喉のどを通っていくのを感じた。

　──何、今の……？

「紺、楓は俺のだ。キスしていいのも俺だけだ。分かったな？」

「にーしゃん、きらい！　かえで、コンが、しゅきなのーっ！　『たまたま』わけたげたもん」

　ギャン泣きする紺に、嫌いやな予感がした。

　まさか、今、喉を通っていったものは……。

「あのな、紺。『玉様』はそんな簡単に分けてあげられるものじゃないんだ。あれは大人になって、本当に大好きな人ができた時に、魂たましいの一部を分けてあげるもので……」

「楓さん……飲み込んでしまいましたね？」

　穂風に問われて、ああ、やっぱりそうだったのか……と絶望的な気持ちになる。

　鷲嶽と啓治はギョッとした。楓は半泣きになりながら、「どうしましょう……？」と助けを求める。

「これ、大事なものなんですよね……？　たぶんすごく小さくて、金平糖くらいの大きさだったと思うんですが……」

「分け与あたえられた人間の場合は、なくさないために飲む人もいるそうなので、それ自体に問題はありませんが……すみません。結界を張らない限り、紺はひとりで、いつでも、あなたのところへ跳とんでいけるようになってしまいました……」

「わーい、かえでと、いつもいっしょー」

　きゃうーっと歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる紺の周りで、大人四人はぐったりとうな垂れた。
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　ふたりきりになった鷲嶽の部屋は、台風が過ぎ去った後みたいな静けさだ。

　ものすごい一日だった。けれど長丁場になると覚かく悟ごしていた穂風と啓治の救出が、スピード解決したことは本当によかった。

　驚おどろいたのは恋こいの話だ。鷲嶽を好きなこの気持ちが恋れん愛あい感情かもしれないと気づいてしまって、否定しようともがいて、そこからの怒ど濤とうの展開に楓の頭はついていけていない。

　ふたりきりになった途と端たんに緊きん張ちようでガチガチになった楓の手を鷲嶽はそっと握にぎり、窓辺のカウチチェアに座らせてくれた。

「さっき啓治が言った、十五年前の話をしてもいいか？」

　もちろんだ。楓がもっとも気になっていたことの一つ。

「あの……弟さんは僕のこと、どうしてご存知だったんですか？　お会いしたことはないと思うんですが……」

「ああ、直接会ったことはない。だが、楓のことは俺が話した。おまえが──俺を救ってくれたんだと」

「え!?」

　意味が分からない。

　けれど、ふと脳のう裏りに甦よみがえってきた言葉がある。

　今こうして刑けい事じをやれるまでになったのは、ある子どもとの出で逢あいがあったからだ……と、鷲嶽は確かに言っていた。

　ある可能性が、チカッと頭の片かた隅すみで瞬またたく。

　──まさか。そんな。でも、……まさか。

「まだ分からないか？　楓──大きくなったな」

　──やっぱり……！

　わしゃっと髪かみを撫でられた。頼たのもしい、大きな手のひら。とても懐なつかしい温かさ。それは気のせいでもなんでもなくて、本当に昔、鷲嶽が与えてくれた温ぬくもりだったのか。

「……僕の、『ヒーロー』……？」

　声が震ふるえた。そんなまさかと信じられない気持ちと、やっぱりそうなのかという期待で、激しく気持ちが揺ゆれ動く。

　鷲嶽が、苦く笑しようして、空から咳せきをする。心なしか目元が赤い。

「本当に……？　本当に、あの日の『ヒーロー』なんですか……？」

「その呼び方はやめてくれ。尻しりがムズ痒がゆくなる」

　信じられない。こんな奇き跡せき、起こっていいのだろうか。

「やたら美化してくれてるみたいだが、礼を言うべきなのは俺の方なんだぞ」

「何言ってるんですか！　僕がどんなにあなたに救われたか、あなたに……っ」

　嗚お咽えつが漏もれそうになって、懸けん命めいに飲み込んだ。いくら嬉うれしいからと言って、泣いてる場合ではない。伝えたいことがたくさんある。知って欲しい感謝の気持ちが、溢あふれてくる。

「あの日、あなたにもらったプレゼントが、僕の人生を豊かなものに変えてくれました。ずっと……一日たりとも、あなたのことを忘れた日なんてなかった。ずっと、ずっと、感謝してました。ずっと──ありがとうございます。ありがとうございます。ありが……っ」

　唇を嚙かみしめる。何回礼を言っても足りない。何回でも伝えたい。

　そんな楓の髪を、鷲嶽は優やさしく梳すいてくれる。触ふれてもらえることが嬉しい。

「プレゼント、か……。よく覚えてたな。あんなにチビだったくせに」

「忘れるわけがありません。……その、実を言うと、あの頃ころはまだちゃんと意味が分かっていませんでした。でも園長先生に英語の辞書をお借りして、調べ方も教えていただいて……本当の意味で理解できたのは、中学生になるくらいでした」

　過去が『past』

　未来が『future』

　今現在が『present』──『贈おくり物』と同じ単語。

　正確には『the present』と表記するらしいが、楓にはそれほど重要な情報ではなかった。そして単純な言葉の訳だけではない。

　過去につらいことがあっても、未来に苦しいことが待ち受けているかもしれなくても、そこに囚とらわれなくていい。『今』が、刻一刻とやってくるこの瞬間、瞬間が、おまえへの贈り物なんだ──そんな深い意味を、あの日の彼が楓にプレゼントしてくれた。

「意味をちゃんと理解するまでも、理解できてからも、ずっとずっと、この言葉が僕の心の支えでした。ありがとうございます。こんなふうに呼ばれるのは嫌だとおっしゃいますが、やっぱりあなたは、僕の『ヒーロー』です」

「そんなふうに言ってくれるのは嬉しいが、本当に俺は『ヒーロー』なんかじゃないんだ、楓。あの日おまえに出逢わなければ、俺は今、刑事どころか犯罪者の側だったかもしれないくらい、あの頃はひどい有様だった」

　まさか。犯罪者側なんてありえない。そう思ったが、口には出さなかった。鷲嶽自身がそう思っていることなら、否定してはいけないのかなと思った。

「この前、少し話したが、続きを聞いてくれるか？　……情けない話なんだが」

「僕はきっと何を聞いても情けないとは思わない気がしますが、どうぞ聞かせてください」

　ふっと笑われた。優しくて、慈じ愛あいに満ちた微び笑しよう。

　まっすぐに見つめられる。漆しつ黒こくの眸ひとみが、艶つややかに輝かがやく。

「チビのおまえが、俺を、頼たよってくれた」

「……え？」

　それがなんだろう。助けてもらって、嬉しくて安心して縋すがりついたことはよく覚えている。泣きじゃくって困らせた。そしていっぱい話を聞いてもらって、プレゼントの言葉をもらって、施し設せつまで送ってもらった。──全部、楓がしてもらったことばかり。

「あの時、俺は生まれて初めて、人に手放しで頼られたんだ。実の弟にさえ怯おびえられていたこの顔は、当然のように他ほかの奴やつらにも怖こわがられていた。ピンチを助けてやっても被ひ害がい者しやにまで恐おそれられて、悲鳴をあげて逃にげられるのが当然だった。それなのにおまえは……俺に抱だきついて、震えながらしがみついて、『ありがとう』『お兄ちゃんありがとう』ってわんわん泣きながら礼ばっかり言ったんだ……。俺を、頼ってくれたんだ。……『守る』というのはこういうことかと、気づかされた。そして俺は──救われた。人を助けることは、罪悪感を持つようなことじゃないと、あの日初めて楓が思わせてくれた」

　助けられたのは楓なのに。鷲嶽が来てくれなければどうなっていたか分からないくらいだったのに。その楓が、鷲嶽をそんなふうに救っていたというのか。

「それから俺は、現場で人を助けられる警察官を目指し始めたんだ。エリート意識しかない家の大人たちにもそう宣言して、それから啓治につらく当たったら赦ゆるさないと家の中で暴れまくってやった。不ふ祥しよう事じを恥はじとしか考えない奴らには、それくらいの脅おどしで充じゆう分ぶんだった。俺は啓治が全ぜん寮りよう制せいの高校に避ひ難なんできるように手を尽つくして、高校を卒業して警察学校に入った。……『ヒーロー』なんかじゃなかっただろう？　ただの、情けないガキだ」

　どこか投げやりに締しめくくった鷲嶽は、自分では本当にそう思っているんだろうな、と思った。そうしたら、きゅんと胸が疼うずいた。

　この感情はなんだろう。憧あこがれとは違ちがう。手の届かない高みにいて、ほんの僅わずかでも近づきたいと目標にし続けていた『ヒーロー』に対する気持ちとは違っていて、もっと身近な……この腕うででよければ抱だき締めてあげたいと願うような、温かい感情だった。

　そう気づいたら、うずうずして、我が慢まんできなくなって、楓は手を伸のばす。

　体格差のせいで楓が抱きついているようにしかならなかったが、気持ちの上では抱き締めている。

「……楓？」

　呆ぼう然ぜんと名前を呟つぶやかれた。

　ぎゅっと心臓を鷲わし摑づかみにされる。

　ああ、この人が好きだ──そう思った。　>>>♥

　これは恋愛感情だ。

　憧れじゃない。ただの尊敬の念でもない。それらの純じゆん粋すいな想おもいが恋に穢けがされるのは嫌いやだなんて考えた自分は、なんて子どもだったのだろう。

　今まで、生身の鷲嶽が見えていなかった。

　すごい人だ、かっこいい、なんて崇あがめていたから、この人も苦しんで、迷って、その上で正しいと信じる道を進んでいるという当たり前のことにさえ気づいていなかった。

　この人の人生に、自分が関かかわれたことがとても嬉しい。

　十五年前──楓を救ってくれたあのできごとが、この人自身をも救っていただなんて、運命だとさえ思ってしまう。

　楓はずっと、「『今』がプレゼント」だという言葉を胸に生きてきたけれど、初めて、過去の中にもプレゼントをたくさん見つけられるかもしれないと思った。それに『今』気づけるかどうかだと。

「だから、おまえを助けたあの時も、褒ほめられたような動機じゃなかった。……軽けい蔑べつしたか？」

　目を見張る。今の話のどこに、鷲嶽を軽蔑する要素があったというのだろう。

　ふるふるかぶりを振ふったら、せつなそうに視線を逸そらされた。

「本当に、軽蔑なんてするわけないですよ。だって鷲嶽さんが僕を助けてくれたのは事実でしょう!?」

　この人は、学ランの彼が現れてくれた時の感動をなんだと思っているのだろう。もしも彼が来てくれなければ、楓はきっと心にも体にもひどい傷を負わされていた。それを未然に防いでくれたどころか、「『今』がプレゼント」だという前向きな生き方まで与あたえてくれたのに。

「完かん璧ぺきな『ヒーロー』じゃなくてよかった。情けないあなたでいてくれてよかった。だから、僕を……好きになってくれたんでしょう？」

　最後の言葉は震えて、消えそうなほど小さい声になってしまった。

　けれど鷲嶽はちゃんと聞き取ってくれた。楓を苦しいほど抱き締めてくれる。

「楓……！」

　恋こいしい人の腕だと感じた。庇ひ護ごされるのでも、守られるのでもなく、ただ求められている。そのことがこんなにも幸せだと思った。

「……楓があの時の子どもだと気づいたのは、いつだと思う？」

「あ、……いつですか？」

　本当だ。一体いつから気づいていたのだろう。

　疑問を浮うかべた楓に、鷲嶽は秘密を打ち明けるとっておきの笑えみをくれた。

「再会した夜、あの森の中だ。俺と同じ匂においだと聞いて、まさかと思った」

「えっ！　どうしてそんなことで分かるんですか!?」

　匂い、匂い、とやたら謎なぞめいた会話を聞かされていた覚えはあるけれど……。

　楓の胸に、トン、と鷲嶽の人差し指が突つきたてられた。そこは心臓の上辺り。

「その生命が営まれる上での、『芯しんとなる言葉』が、ここに刻まれているそうだ。キツネはそれを嗅かぎ分けるらしい。俺の匂いとなる言葉は、『「今が」プレゼント』──つまり、そういうことだ」

「っ！　だから、同じ匂いに……!?」

「ああ。しかも一言一句同じでないと、まったく同じ匂いにはならないらしい。だからあの時、俺は名前を聞いたんだ。そして確信した。──あの日の、俺の天使だと」

「てっ、天使、ですか……？」

　ぶわっと汗あせが噴ふきだしてきた。真顔でとんでもないことを言われた気がする。

「ああ、天使だ。俺の実家でも、楓は天使と呼ばれているぞ」

「えっ！」

　一体なぜそんな事態に。

「腹立たしいことだが、楓がきっかけで俺がヤンチャを卒業したことは、権力を使えば簡単に分かることだったらしくてな。……俺を改心させた天使だと言って、ことり園に多額の寄き附ふをしたそうだ」

「……あっ！　地主さん!?」

　ようやく思い出した。施設では「地主さん」と一いつ貫かんして呼ばれていたが、そういえば「官かん僚りよう一家の鷲嶽さん」という言い方も稀まれにされていた気がする。鷲嶽の名前を音で聞いただけですぐに漢字で思い浮かべられたり、官僚一家になんとなく聞き覚えがあったのは、そういうからくりがあったのか。

　寄附をもらえていたなんて、とてもありがたい。施設の子どもたち全員が、恩おん恵けいを受けられたはずだ。

　礼を言いたかったが、楓は口にしなかった。その出来事は鷲嶽の中で、まだ消化しきれていないような気がしたから。そんな生身の人間らしさに、楓はきゅんとなった。

「あの日の天使が──楓が、同じ匂いだと知った時の、俺の幸福感を想像できるか？」

　楓の頰ほおに、大きな手がそっと添そえられる。鼓こ動どうが乱れた。あまりにも優やさしいまなざしに、この目に見つめられるだけで幸福になってしまう。

「楓、今すぐ俺を好きになってくれとは言わない。だが、おまえを甘やかす権利を俺にくれ。俺のこと……嫌きらいではないだろう？」

　どこか不安そうに尋たずねられる。この人は、自分がどれだけ楓の心を奪うばっているのか、まったく気づいていないのだろうか。それとも本当は確信していて、大人の余よ裕ゆうで楓に逃げ道を残してくれているのだろうか。

　ただ、楓には不安しかない。

　幸福をくれる鷲嶽の視線から逃のがれるように、目線を伏ふせた。頰に添えられた手のひらがピクッと跳はねる。

「……僕は、そんな……鷲嶽さんにそんなふうに想ってもらえるような素す晴ばらしい人間じゃありません。本当の僕を知ってしまったら……僕のこと、嫌になりませんか？」

　震ふるえる声で尋ねたら、頤おとがいを摑つかみ上げられた。再び視線が絡からむ。鷲嶽の目には、情熱が宿っている。

「俺のことを好きだと言っているように聞こえる」

「っ、……はい。好き、です」

　苦しいくらいに鼓動が乱れる。

「キスするぞ。──そういう意味の好きで、間違いないな？」

　恥はずかしすぎて答えられなかった。代わりに楓は目を閉じて、唇くちびるを少し開ける。

　喰くらいつかれた。すぐに舌が潜もぐり込んできて、楓の舌を搦からめ捕とる。

　互たがいの同意のもとに交かわされる、初めての恋こい人びとのキス。

　逞たくましい腕に抱き締められて、楓はほとんど上を向く形で喉のどを反らしてキスを受け入れる。口の中を舐なめられまくって、あの敏びん感かんな上うわ顎あごを刺し激げきされて甘い声を零こぼす。もう触ふれてもらえないと思っていたこの唇に、またこうしてくちづけてもらえることが幸せでたまらない。

　うまく息いき継つぎができなくて、呼吸が乱れる。そのことが恥ずかしいけれど、鷲嶽の呼吸も荒あらくなっていることに気づいて嬉うれしくなった。

「どろどろに甘やかしてやる。覚かく悟ごしろ」

「あの、でも、僕が増長しだしたら、すぐに叱しかってくださいね？……嫌われたくありません」

　はふはふと息継ぎしながら縋すがったら、笑われてしまった。真しん剣けんに頼たのんでいるのに。

「そういう科白せりふは、俺の愛をすべて受け止めてから言ってみろ」

　唇をまた塞ふさがれる。鷲嶽のキスは丁てい寧ねいで、執しつ拗ようで、あやすような舌の動きに蕩とろけそうになっていたら、突とつ然ぜんすべてを奪いつくすように強ごう引いんに貪むさぼられたりする。眩暈めまいがするほどの快感があるなんて、知らなかった。体が熱くて、下か肢しに血が集まっていくのが分かった。触さわってもいないのにこんなふうになるなんて。

「よかった。気持ち悪くないんだな？」

「っ!?　どこ摑んで……あっ」

　ズボンの上から、突然そこを摑まれた。

　キスだけでそんなふうになってしまったことが恥ずかしくて、それを知られてしまったことに動どう揺ようする。放してほしくて鷲嶽の手を摑むが、まったく力が敵かなわない。やわやわと揉もみしだかれて、楓は身み悶もだえた。

「やっ、はな、して……」

「俺に触られるのは嫌か？　楓の『好き』はこういう意味じゃなかったか？」

「こっ、こういう意味、ですけど……」

　いくら経験が乏とぼしくても、楓だって二十二歳の男だ。恋れん愛あい感情の好きの延長線上には体を繫つなぐことが当然あると理解しているが、展開が急すぎて気持ちがついてきていない。

　鷲嶽が与えてくれるキスの甘さには虜とりこになった。けれど、だからこそ、これ以上されたら好きな人の前でどんな失態を演じてしまうのか、想像がつかなくて怖こわい。

　鷲嶽にこの気持ちを全部伝えるべきだろうか。しかしそんなことで戸と惑まどう程度の「好き」なのかと誤解されたらどうしよう、という不安もある。

「……あ、あの、……僕だけ……こんな、はしたない……」

「可愛いことを」

　ぐいっと腰こしを押しつけられた。楓の太ふと腿ももに、固いものが主張してくる。

　──え!?　これって……。

「大人は狡ずるいんだ。楓以上に興奮していることを知られたら、怖がられるかもしれないと隠かくしていただけだ」

　楓の戸惑いなど、鷲嶽はお見通しだったのだ。

　知られていたことが恥ずかしくて、けれどホッとした。肩かた肘ひじを張る必要などないのだ。全部、この人に任せようと思った。

「……どんなにはしたないことになっても、僕のこと、嫌いになりませんか？」

「楓の思う『はしたない』は、俺にとってはすべて『愛いとしい』だ。覚えておけ」

「っ！」

　威い圧あつ感かんを漂ただよわせた強こわ面もてで、そういう甘いことを言ってしまうのか、この人は。頰が熱くなる。

「……じゃあ、全部、鷲嶽さんの……好きなふうに、してください。……お任せします」

「後こう悔かいしないか？」

「するわけがありません。僕は、あなたの恋人にしてもらえたんですよね？　だから、……鷲嶽さんの好みを教えてください。僕、好みに近づけるようにがんばります」

　そう言って、自分から唇を寄せてみた。カップルのふりをした時に、楓からキスしてもらって嬉しかったと、鷲嶽は言ってくれていたから。あの時は優しいフォローだと思ったが、きっと本心だったのだろう。だから鷲嶽に喜んでほしくて、ちゅっと唇を押し付けてみた。

　それなのに、なぜか眉み間けんに皺しわを寄せられてしまう。

　やっぱり自分からするのは、はしたなかったのだろうか。嫌いやがられていたらどうしよう。不安でいっぱいになる。

「楓。身を任せてくれるのは嬉しい。だが俺はおまえに、俺好みになってほしいなんて微み塵じんも思わないぞ。さっき天使だなんて言ったから誤解させてしまったのか？　……悪かった。俺は二十二歳の、生身の楓に出で逢あって、等身大のおまえに惚ほれた。だから俺の好みは、自然体の楓だ」

「……自然体……？」

　今も、自然体のつもりなのだが。楓の行動のどこに、鷲嶽は不自然さを見み出いだしたのだろう。

「俺がキスされたがっているからキスするんじゃなくて、楓が俺にキスしたいと思った時にキスしてほしい。楓自身がしたがっていることをしてくれると、俺は幸福を覚えるんだ」

　──僕自身が、したいこと？

　彼が言いたいことは漠ばく然ぜんと理解できるが、厳密に考えるのは難しかった。

　鷲嶽に喜んでほしいというのは、楓がしたいことではないのだろうか。

「楓が俺に何かをしてくれなくても、楓は楓であるだけで、俺の腕うでの中にいてくれるだけで、宝物なんだ」

　ちゅっと瞼まぶたの上にくちづけられる。胸が引き絞しぼられるように痛くて、なぜか大声を上げて泣きたくなった。　>>>♥

　鷲嶽の言いたいことを、自分がちゃんと理解できているのかは分からない。

　ただ、受け入れられていると思った。ここにいていいと、ここが楓の居場所になるのだと、根を下ろしていい場所なのだと──初めて、地に足をつけたような感覚を覚える。

「好きです」

　勝手に言葉が零れ落ちた。鼻の奥がツンとして、涙なみだがほろほろと零れる。

「鷲嶽さんが好きです」

　衝しよう動どう的に抱だきつく。すかさず抱き返してくれる。たったそれだけで、体の芯しんから力が抜ぬけて、ふにゃんと寄りかかってしまう。

　逞しい胸に抱かれる安心感を覚えてしまった。すると同時に、この人に嫌きらわれたら、もうひとりで立てないのではないかと不安になった。反射的に逃にげたいと思った。けれどこの場所を手放すなんて絶対にできないと、すぐに思い直した。

　楓はずっと、住む場所も、家財道具も、生活するために必要なさまざまな雑貨も……箸はし一いち膳ぜんでさえも借り物の人生を送ってきた。たくさんの人たちの厚こう意いで生かされ、必要最低限のもの以外、「自分のもの」を持たずに生きてきた。だから知らなかった。何かを手に入れるというのは、こういう怖さも同時に手にしてしまうのだということ。手に入れた瞬しゆん間かんから、なくすことを恐おそれなければいけないのだということ。だからこそ、もっと、もっと、繫がりを深めたくなるのだということ。

「もっと、くっつきたい」

「……意味を分かって言ってるのか？」

　鷲嶽にしがみついたまま、頷うなずいた。

「……本気にするぞ」

　してほしい。

「……ベッドに、移動してもいいか？」

　こくん、深く頷いて、「……くっつきたいです」と繰くり返した。その瞬間、鷲嶽が動いた。

「わっ!?」

　ぶわっと体が浮うき上がり、バランスを崩くずしそうになった楓は咄とつ嗟さに手を伸のばして縋りつく。それは鷲嶽の逞しい肩かただった。楓はいわゆるお姫ひめ様さま抱だっこという形の横抱きにされていた。

　ズンズンとリビングを横切った鷲嶽は、寝しん室しつのドアを蹴け破やぶる勢いで開く。巨きよ大だいなベッドが現れて、少しだけいたたまれなくなった。

　昨夜まで、紺と三人で川の字になって、平和に眠ねむっていたベッド。まさかそこに、そういう意味で自分が横たわる日が来るなんて、思ってもみなかった。

　ベッドに優やさしく下ろされる。そのままのしかかってこられて、すかさずキスに襲おそわれた。舌を絡からめたくちづけが深くなるにつれて、体重をかけられ、やがてベッドに背中を預ける。なんて鮮あざやか。

　唇くちびるが離はなれて、目を開けた。至近距きよ離りから見下ろされていた。威圧感たっぷりの強面に、欲よく望ぼうにギラついた眸ひとみ。再会したばかりの楓なら悲鳴を上げていたに違ちがいない。それなのに今は、きゅんと胸が高鳴って可愛いと思ってしまった。

　こんなに凜り々りしくて、かっこよくて、逞たくましい人が……自分を欲しがってくれている。それはなんという幸福だろう。

「こんな場面で言うのは言い訳がましいが……こういう意味でこのベッドに押し倒たおすのは、楓が初めてだからな。そして最後の相手だ。緊きん急きゆう用の合あい鍵かぎは取り返した。二度とこの部屋には入らせない。安心してくれ」

　カァッと顔が熱くなる。彼女のことを恋こい人びとではないかと疑っていたことを、鷲嶽に気づかれていたとは思わなかった。それはつまり無意識のうちに恋こい敵がた認きに定んていをして、さらに勝手に嫉しつ妬としていたことまで気づかれていたということだろう。恥はずかしすぎる。

「……す、すみません……」

「なぜ謝る？　謝っているのは、俺だろう」

　蕩とろけそうな表情で鷲嶽が笑う。こんなことで、こんな表情をしてくれるのかと衝しよう撃げきを受けた。

　鷲嶽を喜ばせるつもりなんてなかったのに。むしろ嫉妬なんて醜みにくい感情を持っていたことを知られたら、呆あきれられるのではないかと思ったのに。

　──自然体でいいって……こういうこと？

　よく分からない。だからもっと、くっつきたい。

「……ま、……正まさ義よし、さん」

「っ！」

　上半身を浮かせて、見下ろしてくる鷲嶽の唇を奪うばった。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが、真ん丸に見開かれている。こんなに大きな目だったのか、と新しい発見をした。普ふ段だんの鋭するどい目の、二倍以上はありそうだ。

「正義さん……って、呼んでも、いいですか……？」

「嬉うれしい」

　真っ赤になった楓をベッドに押しつけ、唇を貪むさぼる鷲嶽の体から、歓かん喜きが溢あふれているのが分かった。楓ももっと嬉しくなる。

　そうか、これでいいのか、と思った。

　鷲嶽が喜んでくれるのではないかと思う行動を取るのではなくて、楓がしたいことをする。それが鷲嶽の望んでいることか、そうでないことなのかは分からない。だからこそ、たまたま喜んでくれることがあると、一つ、相手のことを知ることができる。中には、楓がしたことで鷲嶽を不快にさせてしまうこともあるだろう。それはとても怖こわい。けれどそれも知っていかなければいけないと思った。その蓄ちく積せきが、関係を深めていくということなのかもしれない。

　いろんなことを考えていられたのは、そこまでだった。

　楓を貪っていた鷲嶽の唇が首筋を愛あい撫ぶしながら下がっていき、服の中に手が入ってきた。肌はだをじかに触さわられる初めての感覚。鷲嶽の手のひらは温かくて、情熱的で、そして優しい。彼の眸と同じくらい雄ゆう弁べんに想おもいを語ってくれる。

　鷲嶽は思い出したように「好きだ」と言ってくれるが、夢中になっている時は無言になるのだと気づいた。楓も何か意味のある言葉をしゃべるなんて無理で、堪こらえようとしても堪えきれない喘あえぎ声だけが寝室に零れる。

　互たがいに無言で進められる行こう為いは、空気をどんどん濃のう密みつにしてゆく。

　服をすべて脱ぬがされて、楓の上で鷲嶽も服を脱いで……裸はだかになっていくのは恥ずかしかった。その感情がまた熱を高めた。

　鷲嶽はまるで獣けもののように、楓の全身に舌を這はわせていく。舐なめられるという行為がこんなにもいやらしいなんて、知らなかった。性器を口に含ふくまれたら気持ちいいだろう、という程度の知識しかなかった楓は、胸の突とつ起きを執しつ拗ように舐められて快感に鳴き、鎖さ骨こつや、脇わきの下や、脇腹や、内うち股またや……ありとあらゆるところで快感が生じることを初めて知る。耳の後ろとかうなじとか指の間とか、普段露ろ出しゆつしている部分を舐められてたまらなく喘いでしまった時には、よくこんないやらしい部分を今まで堂々と人様の目に晒さらしていたと、自分が変態になってしまったような気がした。

　二十二年生きてきて、自分の体を普通に知り尽つくしていたはずなのに、本当はまったく知らなかったことを思い知らされる。

　そして人の手で性器をいじられる快感は、想像を絶するものだった。

　大きな手のひらに、じかに包まれた瞬間、楓はあっというまに達してしまった。突とつ然ぜん、わけのわからない波が押し寄せてきて、ぐわーっと攫さらわれたような感覚だった。気づいた時には白はく濁だくを吐はき出し、びくびくと内股を痙けい攣れんさせていた。

「……あ、れ……？」

「可愛かった」

　真顔で言われ、下の方でくちゅくちゅといやらしい音が聞こえるリズムに合わせて腰こしが跳はねることに違い和わ感かんを覚え、自分を見下ろした。そしてようやく、射精してしまったことに気づいたという有様だ。

「ごっ、ごめんなさい！」

　沸ふつ騰とうするように、一気に体が熱くなる。恥ずかしさと情けなさで、穴があったら埋うまりたいくらいだ。

「あの、んっ、……ちょっと、放して……んっ、んっ……」

　達したばかりの性器をいじられ続けて、呼吸が跳ねる。袋ふくろを手のひらに包んでもみくちゃにされるとか、そうしながらキスをされて舌を吸われるとか、初心者の楓がまたすぐに兆きざしてしまってもおかしくないと思う。

「また勃たったな」

　そんな嬉しそうに言われたら、どうすればいいのか。

　涙なみだ目めになった楓の目め尻じりに、「可愛い」とキスをしてくれる。恥ずかしいけれど嬉しい。嬉しいけれど、鷲嶽の余よ裕ゆうが少し悔くやしい。

「……正義さんだって」

　彼の下か肢しに手を伸ばす。手のひらにずっしりとした重みを感じた。

「っ！　……おっきい……」

「煽あおるな！」

　手を摑つかんで退けられた。鷲嶽の焦あせった顔が可愛い。

　またしても一方的に愛撫を再開しようとするから、楓はずるずるとシーツの上を逃げた。

「僕にも、させてください」

「必要ない」

　ピシャッと断られて、少しショックを受ける。はしたなかっただろうか。けれどしたいことをしていいと言ったのは鷲嶽だ。

「……僕も、正義さんの……したいです」

「…………したいのか？」

「……はい。……すみません」

「謝る必要がどこにある」

　ムッと眉み間けんに皺しわを寄せる鷲嶽の、目尻が少し赤い。照れているらしい。

「怖くないか？」

「……あ、おっきすぎて、ちょっと……」

　クッ、と顔を背そむけられた。怒おこらせたかと、楓は慌あわてる。

「でも、したいです。おっきすぎるから、両手で」

「それ以上言うと暴走するぞ」

　キスで口を塞ふさがれた。したい、したい、と言い過ぎただろうか。でも、したいから。

　ちゅ、ちゅ、と唇を吸い上げられながら、手を彼の下肢に導かれる。触らせてもらえるんだ、と思ったら興奮した。やっぱり片手では足りなくて、両手でそっと包み込む。男性の性器なんて自分のもので触り慣れているはずなのに、全然違うものに感じた。ずっしりとした重みが怖くて、それなのに愛いとしくて、神聖なものにさえ思える。

「……やばい。達いきそうだ」

「あ、達ってくれたら、嬉しいです」

　ゆるゆるとさすってそう言ったら、「うっ」と鷲嶽は息を詰つめた。気持ちいいのだろうか。だったら嬉しい。

「手でされただけで簡単に達くような、情けない男にするつもりか？」

　甘く囁ささやかれた。楓はムッとする。

「……それって僕のこと、情けないって言ってます？」

　鷲嶽が目を見張る。失言に気がついたようだ。

「そういう意味じゃない。俺の手で達ってくれた楓は、本当に可愛かった」

「じゃあ、正義さんも、可愛くなってください」

　素す早ばやく手を動かし始めたら、鷲嶽は笑えみ崩くずれた。こんな表情もするのか。

「男らしいな、楓。ますます惚ほれた」

　鷲嶽はくちづけながら体の位置をずらして、楓が手しゆ淫いんしやすいようにしてくれた。彼の大事な部分を任せてくれたのだと思ったら、興奮した。キスを受けながら、懸けん命めいに手を動かす。先走りに濡ぬれ始め、くちゅりと音が立つのが可愛いと思った。

　楓の昂たかぶりも、鷲嶽の手の中にある。やわやわと揉もまれているだけなのに、完全に勃ぼつ起きしてしまっている。先せん端たんを指の腹でいじられて、甘い声が飛び出した。我知らず腰こしが浮ういてしまう。そこに、鷲嶽のものを押しつけられた。

「楓、……一いつ緒しよに、しようか？」

　なんて甘い誘ゆう惑わく。

　舌を絡からめて吸われながら、ふたつの昂りをすり合わせるように一緒にした。熱い。腰が揺ゆれるのを止められない。鷲嶽も、グッグッとリズミカルに腰を押し付けてくる。興奮して、たまらなくなって、楓は口の中にある鷲嶽の舌を吸い返した。

「っ！　んーっ！」

　その瞬しゆん間かん、自分の身に何が起こったのか、分からなかった。

　快感を塞せき止めていた何かが決けつ壊かいしたような、快感の渦うずに放ほうり込まれてしまったかのような、未知の世界に身を投げ出してしまう。

　鷲嶽の舌を吸いながら、楓は腰を振ふった。ぐちゅぐちゅといやらしい音がひっきりなしに上がり、背が軋きしむほど抱だき締しめられる。

「あっ、あんっ、はぁ……っ、正義さ……っ！」

「楓、楓！」

　剝むき出しの神経を弾はじかれ続けるような、痛いくらいの快感に襲おそわれる。それは鷲嶽の舌を吸うたびに起こった。

　吸う、動く。自分からしかけた、たったそれだけの行動で、こんなにも理性が飛ぶなんて思ってもみなかった。自分ではもう止められない。吸って、吸われて、唾だ液えきが混ざって、それを飲み合う。睦むつみ合うということの意味を知る。

　好き、と思うだけで涙が溢あふれる。鷲嶽の口の中を舐めたら、興奮に四し肢しが震ふるえた。大好きな人の中に入れてもらえる感動があるのだと、楓は知った。だからセックスは、相手の体の中に、性器を埋うずめるのだろうか。受け入れること、受け入れられること、繫つながること、分け合うこと、それを求めて、恋れん愛あい感情の先にはセックスがあるのかもしれない。

「楓、悪い……こうして足を閉じていてくれ」

　太ふと腿ももを抱かかえ上げられて、両側からグッと力を籠こめられた。足の間に、鷲嶽の屹きつ立りつが挟はさまれている。それが勢いよく前後運動を始めた。

「ひっ、ん！」

　腰を打ちつけられて、楓の性器に鷲嶽のそれが擦こすれる。しとどに濡れた足の間を、ぬこぬこと大きなものがいったりきたりする。もしかしてこれは素す股またというものではないだろうか。男同士はこれがセックスなのか。

「楓、……楓！」

　熱い雫しずくが腹にぶちまけられる。自分のものと、鷲嶽のものと。自分の体で鷲嶽が達してくれたのだと思ったら、ものすごく嬉うれしくなった。白濁を手で辿たどると、ぬちゃりと指に絡んだ。

「…………終わり？」

　はぁはぁと胸を喘あえがせながら尋たずねたら、一瞬、鷲嶽が言葉に詰まった。

「……終わりにもできる」

　両手を伸のばしたら、鷲嶽は身を寄せてきてくれた。しっとりと汗あせばんだ肌はだに抱きついて、キスをねだる。くちゅくちゅと舌が絡まり合うことが、気持ちよくてたまらない。

「終わり、やだ……」

　もっとキスしたい。もっと、この人とくっついていたい。

「可愛すぎて悶もん絶ぜつする」

　唸うなるように言われた。その口に舌を差し込んで貪むさぼるように吸うと、達したばかりの敏びん感かんな体が甘く震えた。

「最後までしても、怖こわくないか？」

「……最後？」

　大きな手のひらが楓の脇わき腹ばらをなぞり、臀でん部ぶを通り過ぎて……秘ひめられた場所へ伸ばされる。

「ここに、俺のを挿いれる」

「……挿れられる、の？」

「ああ。ちゃんと解ほぐしたら」

　どうやって解すのだろう。自分でも手を伸ばして、そこを触さわってみた。あまりにも固く閉とざされていて、解し方が分からない。

「怖いか？」

　ふるふるとかぶりを振る。挿れてほしい。繫がれたらどんなに幸せだろう。

「解し方、教えてください……」

「俺に解させてほしい。任せてくれるか？」

　身を任せたい。その気持ちは確かにある。けれど楓も、鷲嶽に触りたい。

「……僕も、正義さんに、したい」

　僅わずかに目を見張った鷲嶽は、しばし考えるように沈ちん黙もくした。それから、ふっと口角を上げる。

「名案を思いついた。楓の顔が見えないのが残念だが……お互たがいに、お互いの準備をしようか？」

　こくん、頷うなずいたら、鷲嶽は離はなれていった。そしてベッドの上を動き、楓と逆さ向きになると、顔の上を跨またいできた。彼のものが上からぶらさがっている。ドキドキして、思わず目を背けた。そして鷲嶽の顔の前にも自分のものがあると気づいて、咄とつ嗟さに手で隠かくした。

「そういう可愛すぎることをされたら、また理性が飛びそうなんだが」

　はくっと指ごと性器を咥くわえられる。「ああんっ」と甘い声が漏もれてしまった。

「楓、嫌いやじゃなければ……俺のも咥えてくれ」

　そういうことか。かなり勇気が必要だったが、自分だけが気持ちよくさせられるのは悔くやしくて、鷲嶽のものに舌を伸ばした。

　変な味がする。互いに達したところで、体液で濡れているのだ。楓のものも同じ状態なのに、躊躇ためらいもなく咥える鷲嶽はすごいと思った。まさか慣れているのだろうか。胸がツキンと痛む。

　──僕だって。

　ぱくっと先端を咥えて、変な味に顔を顰しかめながら、ちゅっと吸ってみた。その途と端たん、またしても体がカーッと熱くなる。

　鷲嶽が微かすかに息を飲んだのも分かり、そのことも興奮に繫がる。

　ちゅっちゅっと吸い付き、竿さおを舐なめてみる。両手で包み込むようにして、優やさしく撫なでてみた。楓の手の中で、どんどんとそれは固く大きく育っていく。味なんてもう気にならなくなった。むしろこの味に興奮し始める。鼓こ動どうが荒あれ狂くるい、夢中になってしゃぶった。口に入りきらない大きさにまでなったそれを、ぺろぺろと舐め回す。

　楓のものも容よう赦しやなく愛あい撫ぶされまくっていて、快感のあまり、もう下半身に感覚がないくらいだ。ただただ熱い。熱の塊かたまりを纏まとわされたように、重だるくて、じっとしていられない。ゆらゆらと腰こしを振っていることに、自分では気づいていなかった。

「……楓、体を入れ替かえるぞ」

　ぐいっと腰を抱えられて、体重をかけられた。今度は楓がシーツに背を預け、鷲嶽がのしかかる格好になる。鷲嶽の屹立は、もう触ふれなくても腹を打つほど反り返っていた。下腹部に顔を埋め、引き締まった腹に身をすり寄せる。胸の突とつ起きが鷲嶽の腹に触れ、ジンと痺しびれが広がった。

「……っ、楓」

　焦あせったような声を出す鷲嶽が可愛い。

　もっとくっつきたい……と、全身を擦こすりつけようとした、その時。

「あっ!?　……ああっ!?」

　背筋を駆かけ抜ぬける快感に襲われた。次の瞬間、体を引っくり返される。ぐちゅっと淫いん靡びな音がして、開かれるような感覚を覚える。

「あっ、あっ、……なっ、に……？」

「充じゆう分ぶん舐めて解したから、もう指を挿れて大だい丈じよう夫ぶだと思うが……」

　ぐちゅっ、ぐぽっ、という耳慣れない音に、胸を喘がせながら背後を振り返る。うつ伏ぶせにした楓の尻を高く上げさせて、鷲嶽が愛撫を施ほどこしていた。双そう丘きゆうの間に、指を突つき入れられている。

「あっ、あぅ……っ、そんな……っ！」

「嫌か？」

　嫌じゃない。ただ、そんな汚きたないところに触れさせてしまうのが申し訳ない。

　そう思うのに、指が抜き差しされるたびに甘い声が飛び出した。そして腰が揺ゆれてしまう。いつの間にそんなに蕩とろけさせられていたのだろう。鷲嶽がしてくれること全部が気持ちよすぎて、何がどうなっているのかまったく把は握あくできていなかった。

「楓、可愛い。……こんなところまで、可愛い」

「ああっ！」

　がぷっと甘く歯を立てられた。太腿の付け根や尻をがぷがぷ齧かじられながら、指をぐちゅぐちゅ抽ちゆう挿そうされる。もう何がなんだか分からない。恥はずかしすぎて、気持ちよすぎて、楓は甘い声を上げながらぼろぼろと涙なみだを零こぼした。

「もうやだ」「やめて」と泣き喚わめいても、鷲嶽は「可愛い」を繰くり返すだけで取り合ってくれない。先走りなのか達しているのかもはや判断ができないくらい、楓は下か肢しをどろどろに濡ぬらしていた。

　そしてとうとう、仰あお向むけに押し倒たおされる。

　太腿を抱え上げられた。足の間に鷲嶽がいた。恐おそろしいくらい充じゆう溢いつした彼のものが見える。楓は胸を喘がせた。もう体のどこにも力が入らない。指一本動かすのが億おつ劫くうなくらいぐったりしているのに、欲よく望ぼうに濡れた鷲嶽の眸ひとみに捕とらえられたら、彼を受け入れたいと思った。

　鷲嶽が欲しい。この体の中に、入ってほしい。

「……好き」

　鷲嶽の顔が、せつなげに歪ゆがむ。

「楓、──愛してる」

　グッと押し入ってくる。感覚なんてもうないはずなのに、圧あつ迫ぱく感かんは相当のものだった。お腹が苦しい。内臓が迫せり上がってくるような息苦しさを覚える。呼吸が浅くなる。ゆっくり、ゆっくりとそれは進んでくる。

　いつの間にか閉じていた目を開けたら、苦しそうに顔を歪めた鷲嶽がいた。額にびっしょりと汗をかいている。歯を食いしばって、情動に耐たえているのが分かった。きゅうんと胸が甘く疼うずく。こんなに苦く悶もんに顔を歪めてまでも、己おのれの欲望を優先しないのかと、感動さえ覚えた。

　受け入れたい。この人のことを、心ごと。

　そう思ったら、不意に中が蠢うごめくのが分かった。

「あっ……！」

　ググッと一気に進んでくる。気持ちいい、と思った。苦しいのに、甘さが滲にじんでくる。

　鷲嶽が目線を上げた。視線が絡からむ。愛いとしさが溢あふれる。今、自分たちは繫つながっている。いやらしいことをして、あられもない声を上げて、みっともないのに……そんな自分たちが愛しくなった。

「好き。……正義さん、好き！」

　大きな声を出したら、中を締しめ付けてしまった。ふたりそろって息を詰つめる。それから照れ笑いのような、嬉うれし泣きのような表情になってしまった楓を、鷲嶽が愛しそうに見つめてくれた。

「……楓、愛してる」

　万ばん感かんの想いを籠こめた鷲嶽の声が、低く響ひびいてくる。

　そして動き出す。中を擦られる感覚はとんでもなかった。自分の体がこんなふうに男のものを受け入れて、絡みついていくなんて、知らなかった。

　荒あら々あらしく腰を打ちつけられる。肌はだと肌がぶつかる音がひっきりなしに上がる。ぐらぐらと揺さぶられた。ベッドのスプリングが軋きしんで、揺れて、楓が漏らす快感の声と多重奏のようになる。律動は不規則で、楓はただただ翻ほん弄ろうされた。けれど翻弄されながらも、彼の腰に足を搦からめ、肩かたにすがりつき、唇くちびるが届くすべての場所に吸い付いた。

　気持ちいい。気持ちよすぎて怖い。こんな怖いこと、この人とでなければできない。

「あっ、あっ、……あぁっ、あっ……っ！」

　ブルブルッと四肢が痙けい攣れんして、頭が真っ白になる。　>>>♥

「──楓！」

　太ふと腿ももを抱かかえ直されて、ひときわ奥を抉えぐるように腰を打ちつけられた。奥へ、奥へ……。

　鷲嶽も身を震ふるわせる。中で達してくれたのだと、しばらくしてから気がついた。

　荒々しい呼吸に胸を喘あえがせた鷲嶽が、ドサッと楓の上に覆おおいかぶさってくる。汗あせで体がぐっしょり濡れている。その汗でさえも愛しい。これが恋こいというものなのか。

　──好きだなぁ……。

　じわじわと幸福感に浸ひたりながら、嚙かみしめる。

　こんな幸福な感情を、純じゆん粋すいじゃないとか、穢けがれるなどと考えていた自分を思うと、苦く笑しようしてしまう。

　──正義さんに出で逢あえて、よかった……。

　逞たくましい肩に頰ほおずりすると、こめかみにキスを落とされた。

　ゆっくりと、互いにキスを贈おくり合う。楓からは肩に、首筋に、顎あごに、頰に……鷲嶽からはこめかみに、瞼まぶたに、鼻先に、──そして唇で重なり合った。

　緩ゆるく吸って、吸われて、涙が零れた。

　──生きてきて……よかった。

　初めて、心から、自分の生命に感謝した気がする。

　たくさんの人たちの厚こう意いで生かされてきた命だけれど、楓が自分で、生きることを選んできた命でもあるのだと、初めて思った。

　そして自分を産んでくれた人がいることに、今いま頃ごろ気づく。

　捨てられたことに恨うらみも何もなかった。あまりにも漠ばく然ぜんとしていて、恨めるほどの存在感もなかった。けれど今、こうして好きな人と体を重ねて、自分の生命に感謝したことで、見知らぬ父親と母親というものを、初めて実体を伴ともなって認にん識しきしたような気がする。

　生まれてきてよかった。この人を好きになってよかった。この身を、この人に愛してもらえてよかった。自然体の楓でいいなんて……そんなことを囁ささやいてくれる人と出逢えたことが、自分の最大の幸福だと思う。

　鷲嶽の腕うでの中で、肩の力が抜けた楓は、過去の自分に対してふと思った。『ヒーロー』になりたかったのは……誰だれかの役に立ちたかったのは、そうすることで、自分にも存在する価値があると確かめたかったからではないかと。

　小さい子を守りたくて、守りたくて、たまらなかったあの気持ちは、裏を返せば……『守ってほしい』という楓自身の心の叫さけびだったのかもしれない。

　くちづけながら、とめどなく涙が溢れた。次々とシーツに吸い込まれていく。とうとう嗚お咽えつを漏もらし始めた楓を、鷲嶽がせつなげに見下ろす。

「……うれしくて……」

　それだけしか言えなかった。けれど、それだけで充じゆう分ぶんだった。

　鷲嶽は慈じ愛あいに満ちた眸で微笑ほほえみ、楓の目め尻じりにキスをくれた。

「俺は、どうして今まで楓なしに生きてこられたんだろう……と考えていたところだ」

　真顔で告白されて、笑ってしまった。

　再会して、たった四日。けれどこれまでの長い人生で、待ち焦こがれた末の四日だったのかもしれない。

「これからは、ずっと、傍そばに置いてくださいね？」

　返事は甘いくちづけだった。




　　　　＊　　＊　　＊




　閉じている瞼に、まばゆい光が感じられる。朝だ。

　初めて鷲嶽に抱だかれて、どろどろになった体を風ふ呂ろに運んで清めてもらって、新しいシーツにくるまってふたりで眠ねむった。

　それから一いつ瞬しゆんしか経たっていないような気がするのだけれど、よっぽど深く眠りに落ちていたということだろう。

　鷲嶽は紺たちのために二日間の有給をもぎ取ったと言っていたが、強ごう引いんに取得したものらしい。もしかしたら問題が解決した今、休きゆう暇かは取り消して仕事に出で掛かけるつもりかもしれない。それなら朝食を一いつ緒しよに摂とりたいし、お見送りをしたい……なんとか起きなければ。瞼を上げなければ。

　楓は懸けん命めいに、重い瞼を上げていった。

　──あれ？

　室内はまだ暗かった。カーテンの向こうはうっすらと明るく、藍あい色いろをしているようだが、朝と言うにはまだ早すぎる。

　あのまばゆい朝日は夢だったのだろうか……と、視線をカーテンから戻もどしてきた、その瞬間。

　もふっ。頰に、柔やわらかいものが触ふれた。

　もふもふっ。毛の塊かたまりが、右に左に揺ゆれている。

「…………っ!?　……こっ、紺くん!?」

「あい」

　可愛らしい返事とともに、ベッドでぴょんと飛び跳はねたちびっ子。

　飛び起きたら、体が軋んだ。楓が顔を歪めるのと、腹にのしかかられた鷲嶽が「ぐぇっ」と呻うめくのは同時だった。

　鷲嶽も起き上がる。そして事態を理解する。楓はあわあわと、紺と鷲嶽を交こう互ごに見やる。

「かえでー。コン、きちゃった。『たまたま』しゅごいれしょ？」

　ドヤァと笑う紺に、とりあえずあの最中に飛んでこられなくてよかったと……楓は心から安あん堵どした。

　しかし鷲嶽は背後から楓を抱だき寄せ、威い圧あつ感かんたっぷりに紺を凝視する。紺は「ひょおぉっ」と飛び上がる。

「紺、ひとりで来たのか？」

「あい」

「どうしてだ？」

「だって、コン、かえでしゅきだもん」

　僕も好きだよ、といつも通りに口にするには、まだ鷲嶽と過ごした夜の余韻が濃すぎた。

「分かった。紺、おまえをひとりの雄おすとして、はっきり言っておく。──楓は俺の嫁よめだ。おまえにも譲ゆずれない」

　子ども相手に本気で言い返す鷲嶽に、楓は思わず苦笑した。

　けれどそんな鷲嶽も可愛い……と、可愛いふたりに挟はさまれた幸せを嚙みしめる。

　妖よう狐こスピードで成長した紺に、鷲嶽の警けい戒かいが正しかったと楓が知るのは、……もう少しだけ、先の話。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。もっふりもふ子です。じゃなくて、水みな瀬せ結ゆ月づきです。もふもふが好きすぎて「もっふりもふ子」に改名したいと騒さわいでいましたが、もふもふ以外のお話を書いた時に、おまえ誰だれだ？　という事態に陥おちいることに気づいて思いとどまりました。あ、いっそ水瀬結月と書いてもっふりもふ子とルビを振ふっていただくのはどうだろう……？

　そんなわけで、ルビー文庫さんからの拙せつ著ちよも四冊目となりました。オールもふもふ。狼おおかみ＆おこじょ、リンクス、にゃんこからの、今作はこぎつねです。このたびはお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　原げん稿こうを書く際、メインアイテムとなる小物を実際に用意して、眺ながめながら書くことが多いのですが、今回は無む性しように稲荷いなり寿ず司しが食べたくなって、ものすごい量を食べました。たぶん今までの人生で摂せつ取しゆした総量よりも、たくさん食べた気がします。そして、アレもやってみました。アレです、赤い調味料。その名はケチャップ。ぜっったいに合わない、と思っていたので、ものすごい勇気が必要でした。……が。まさかの、絶ぜつ妙みようのハーモニー（笑）。詳くわしくは、本文で楓に語ってもらいましたので、そちらをご参照いただければ幸いです。私もちょっとハマりました。だから周囲にも勧すすめてみたのですが、誰一人として実行してくれませんでした。




　挿さし絵えは、桜さくら城ぎやや先生が描えがいてくださいました。強こわ面もての鷲嶽がとってもかっこよくて！　楓の抱だき締しめてあげたくなるような雰ふん囲い気きがまさに理想通りで、すごく嬉うれしいーと思ったのですが、……紺～！　紺が！　紺が！　もう可愛かわいすぎて！　もふもふしたすぎてたまらなくて！　悶もん絶ぜつしました……！　本当に素す敵てきなイラストを、ありがとうございました。




　今回も大変お世話になりました担当様、ならびに編集部の皆みな様さま、営業部や校こう閲えつ、拙作の制作・出版・販はん売ばいにお力ちから添ぞえくださったすべての皆様、ありがとうございました。心よりお礼申し上げます。




　そして拙作をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございました。少しでも楽しんでいただけたら幸いです。よろしければ、ご感想などお聞かせくださいね。

　そういえば、一冊目のあとがきで「何回もふもふ言ったでしょーか!?」というクイズ（？）を出したところ、わざわざ数えてお手紙をくださった読者様がいらっしゃいました。なので、私も慌あわてて数えました（笑）。ノッてくださって嬉しかったです。ありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできたら、とても嬉しいです。


水瀬　結月　　
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